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序章









　昼から王宮で催されている祝賀の宴にも、もう飽きていた。美咲は人目を避けてバルコニーへ出て、溜息をつく。

「サティ」

　愛称で呼ばれて振り向いた美咲は、そこによく知る顔を見つけて微笑んだ。同じ表情を浮かべた青年は、彼女の方へ一歩踏み出す。右が緑で左が金色、色彩の異なる彼の瞳を美しいと美咲は思った。

「ローラント。どうしたの？」

「本当に帰るのかい？」

「だって、そのために頑張ってきたんだもの。剣とか修行したし、他の鍛錬もしたし……。それで、魔王も倒したし」

　いつも通りの、学校からの帰り道。突然強い光に照らされて、一瞬何もわからなくなった。我に返ったとき美咲が見たのは、激変した周囲の景色。赤茶けた大地が果てなく続き、厚い雲に覆われた空に今しも押し潰されそうになっているこの世界──アイガウッドの様だった。

　彼女を迎えに来たという、妙な服装の人々に連れて来られた場所で、美咲がこの世界を救う勇者であり、魔王を倒すために呼び出されたのだと説明された。

　異世界召喚。小説や漫画等ではおなじみの出来事が、まさか現実の自分に降りかかってくるなんて信じられなかったし、信じたくなかった。しかし、元の世界に帰りたければ魔王を倒すという勇者の使命を果たすしかないと言われてしまえば、従うしかなかった。

　今は礼装用の絹手袋に覆われている、自分の掌を思う。何度も皮が剥けて、血豆ができ、痛くて眠れないこともたくさんあった。しかし、いつの間にか皮膚はすっかり硬くなって、どれだけ愛剣を振るおうとも傷一つできることはない。ドレスの袖で隠れている腕は戦う者のそれに相応しく筋力がついているし、全力で走り続けても痛まないほど頑丈になった足と肺も、最後まで美咲を支えてくれた。

「ザーフォードは置いていくね」

　魔王の身体を刺し貫いた剣。美咲の意志に応じて、虚空から現れる。飾り気のない、見た目はごく粗末な長剣だ。

　このアイガウッドという世界を創った神が、世界の守護のため遺していったとされる伝説の聖剣ザーフォード。剣を守護する一族の長と剣自体が主と認めた者以外には、持つどころか手を触れることすらできないという。剣の主は魔王軍が世界を侵略してから八年現れず、追い詰められた人間勢力は、アイガウッド一の大魔道士エルバラの力により異なる世界から勇者を召喚することに賭けた。それが、美咲だったというわけだ。

「……」

　美咲は、剣を元のように消し去った。剣の持ち主の意志に応じて、好きなときに虚空から呼び出すことのできるザーフォード。これから二度と触れられないと思うと寂しいが、持って帰ることはできない。できたところで、意味もない。あとで守護者一族の長に返さなければ。

「サティ」

　呼ばれて顔を上げ、息を呑む。間近にあったローラントの強い視線にたじろぎそうになった。瞬きするふりをして、美咲は彼から顔を背ける。そのまま、ことさら軽い口調で言った。

「いろいろありがとう。一緒に戦ってくれて、心強かった」

　それは、紛れもない本心だった。

「みんながいてくれたから、勝てた。忘れないから。みんなのこと、絶対に」

　かけがえのない仲間。元の世界に帰ったら、これほど強い心の絆を手に入れることなどできるだろうか。生死を共にして、同じ目的を持って、互いに互いを守って戦った。

　目の奥が熱くなる。駄目だ、泣いてしまう。

「……ちょっと、他のみんなの様子見てくるから」

　彼の顔を見られない。きっと、我慢できなくなってしまうから。

　俯いたまま踵を返そうとしたが、一瞬遅かった。

「サティ」

　ローラントは、強く美咲を抱きしめた。その言葉の響きに、息が止まった。

「行かないで──行くな、サティ！」

　胸が痛い。

　喉が、何かに締め付けられているようだ。

　何も言えなかった。動くこともできなかった。

　ただ、溢れそうになる涙をこらえるだけで、精一杯だった。
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　ざわめきが四方から押し寄せてきて、美咲は追想から覚めた。

　信号が変わっていた。一斉に歩き出す人の流れに合わせ、美咲は何も考えず足を動かす。前へ、前へ。

　夢のような時間だった。夢ではないと教えてくれるのは、未だに固さの残る両掌。そしてあの日以前より遙かに向上した身体能力。

　後ろから誰かが近づいてくるのを感じ、美咲は半歩横へずれる。近くにいた男性を自然な動きで避けて、先へ進む。どんどん人を追い抜いて。何の拍子にバランスを崩したお年寄りを、すれ違いざまさりげなく支えて立たせる。気づかれるより先に、美咲はお年寄りから離れて横断歩道を渡りきった。

　十年。長い年月だ。美咲は高校を卒業し、大学へ進学。そして就職活動を経て何とか働き先を確保した。けれど世の中の不況のせいで、待遇は不安定。ごくありふれた、平凡な人生を送っている。

　思い返しても詮無いことだ。もうあの日々には戻れない。これからも凡俗の生き方を続けていくだけ。

　そう思っているのに、異世界の記憶は時折白昼夢のように蘇るのだ。






第一章　かつて勇者だった者









「姫様！」

　会社を出るなりそんな声が聞こえてきた。

　周囲がざわめくのが伝わってきたが、美咲は声のした方に目も向けず無言で歩き続けた。このご時世変わった人間はどこにでも現れるし、相手にしてはどんな目に遭うかしれない。

「お待ちください、姫様！」

　だが、声は──というか声の主は、美咲を追いかけてくる。何だろう、新手のナンパか勧誘か。疲れているのだから勘弁してもらいたい。今日は金曜日、久しぶりに定時で帰れたから、お気に入りのレストランで夕食にしようと楽しみにしているのに。

　美咲が歩く速度を上げようとした、そのときだった。

「サティ姫様！」

　聞き間違えたのかと、一瞬思う。そして驚いた拍子に、足が止まる。

「よかった、やはりサティ姫様でしたね」

　軽快な足音とその振動が、美咲の前へ回り込む。

　この声。

　そうだ、覚えていた声より少し低くなっているけれど、無邪気な口調は変わっていない。

　ゆっくりと、美咲は顔を上げる。

「お久しぶりです、姫様」

　少し癖のあるふわふわの金髪、緑の目。明るい笑顔。精悍な顔立ちの中に、記憶の中の少年の面影が確かにある。

「……アルフレッド」

「はい。ご健勝で何よりです。無事にお会いできてよかった」

　アルフレッドは、涙ぐんでいた。昔から感激屋なのだ。その性格は、十年経っても変わらないと見える。

　微笑ましい気持ちになって、美咲は高い位置にある彼の肩をぽんと叩いた。

「フレッドも元気そうね」

「はい、姫様のおかげを持ちまして」

「うん、とりあえず姫様はやめようか。ここ日本だから」

　本当に昔から変わっていない。空気を読まず堂々と恥ずかしい言動をとるところなど特に。金髪碧眼の長身美青年が大声で姫様と連呼するものだから、道行く人々からの視線がとても痛い。

　美咲は、まだ感激しているアルフレッドを引っ張って、地下鉄入り口を駆け下りた。
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　夕食をとる予定だった店を個室のある居酒屋へ変更し、無事に落ち着いたのが三十分後。部屋の外は賑やかなので、話を聞かれる心配もない。これなら、アルフレッドが何を口にしても大丈夫だ。

　美咲も、心配せずに昔話ができる。

「姫様は、お美しくなられて──」

「何を言ってるの。もう二十七だよ。当時のほうが若くてかわいかったでしょうが」

「いえ、今の姫様は以前よりずっと淑女の落ち着きと聡明さが増していらっしゃると思います」

　美咲は、言い返すのをあきらめてビールを煽った。

　なぜだかわからないが、アルフレッドは昔からやたらと美咲を持ち上げる癖があった。どんな些細なことでも「さすがは姫様！」と始まるので、恥ずかしくてしかたがなかった。

「みんなは元気？」

　半分ほどビールを飲んだところで、美咲は尋ねた。

「はい。それぞれ故郷に帰って、元気にしています」

「そう。詳しく聞かせて」

「はい！」

　それからしばらくの間、昔の仲間達の消息に耳を傾ける。美咲は自然に笑みを浮かべていた。本当に懐かしい。変わりなくいてくれることが、心から嬉しい。あれから一度も会っていない大切な仲間達が、幸せなのだとわかったから。

　十年前、いつも行動を共にしていた仲間だ。ユーフィーミア、レオン、ポルドー、シラ、エーレ。そしてアルフレッドと美咲と……。

「ローラント殿下は」

　気のせいだろうか、アルフレッドの声が低くなる。

「王太子としてご立派に陛下を補佐しておいでです」

「……そっか」

　一気にビールを流し込む。わずかな泡だけが、コップの中に残る。

「みんな元気なら何よりだよ。私もこの通りだから、そう伝えて」

「はい。ですが姫様、その前に──」

　アルフレッドは、居住まいを正す。背筋をぴんと伸ばして。

「私がこうしてニホンへ来ることができた経緯については、恐らくご推測いただけているとは思うのですが……」

「うん、たぶん……五年前に、日本とアイガウッドを結ぶ異世界間の回廊が安定開通できたからしょう？」

「さすが姫様。仰せの通りです」

　アイガウッド。これまで漫画・ゲーム・映画・小説など創作の中でしか語られなかった、こことは別な次元にあるとも、パラレルワールドであるともいわれる、『異世界』という存在。夢物語だったはずのそれが本当にあり、しかもあっという間に日本と友好関係を結び、民間人が双方を行き来できるようになったのがこの五年くらいの間のこと。

　どんな方法で二つの世界が繋がったのかについては、未だに公式な発表はない。説明しようにもこちらの人間に理解できない類の技術が使われているのか、それとも発表しない方がいいという何らかの偉い人の判断があったのかはわからない。巷でいろいろな憶測が流れているが、どれが正解なのか知る手段もないし、知る必要もない。

　ともかく日本はアイガウッドと国交を結び、少しずつではあるが人や物が両世界を行き来するようになった。確か、数年前からアイガウッドへのツアー旅行も行われるようになったはずだ。美咲も興味がないわけではなかったが、料金が結構高額なので二の足を踏んでしまう。

「ニュースとかを見る限り、大きな問題もなく良好な関係だと思うんだけど」

「ええ……今のところはその通りです。ただ、今度大きな問題となり得るかもしれない懸念材料はございます」

　姫様、と、アルフレッドは身を乗り出した。

「何とぞ、アイガウッドへご同行いただけないでしょうか。ニホンの民である姫様ならば、我らにはわからないものがきっと見えるのではないかと」

「何か、日本人が関わってるの？」

「はい。私は殿下のご命令で参ったのです。是非、姫様のお知恵を拝借すべきだ──と」

　アルフレッドは、頭を下げた。テーブルにぶつかりそうなくらいに。

「何とぞお願い申し上げます！　姫様に──かつてアイガウッドを救った勇者サティに、再びお力をお貸しいただきたいのです！」

　美咲は、黙っていた。無言のまま、天井を見上げた。

　壁越しのざわめきが、二人の周りを取り巻いている。

　異世界アイガウッド。心の中だけで呟いてみる。

　十年前、高校生だった美咲は突然そこへ放り出された。何もわからず、ただこう言われた。

　──世界を救う勇者となれ、と。
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　アルフレッドがこちらの世界へやって来た翌日は、土曜で会社が休みだった。せっかくだからと彼に宿を紹介し、一日かけて近郊のおもしろそうなところを案内し、一緒に観光した。目をきらきらさせた彼が、両手いっぱいのお土産を抱えて帰って行ったのがその日の夕方。どうやって帰るのかを彼は詳しく語らなかったが、どうも首相官邸辺りに行き来できるような場所か設備があるようだった。

　日曜日はゆっくり休み、月曜日に週明けのけだるさを抱えて出勤した美咲は、朝礼前に課長の野木から声をかけられた。

「社長からの伝言で、社長室に行くようにと……。できるだけ急いでほしいとのことです」

「社長室……ですか？」

　美咲が首をかしげるのは、当然だった。勤続五年目とはいえ、待遇は契約社員。社長なんて存在は、美咲にとっては架空の人物に等しい。

　しかし、来いと言うからには行かなければならない。心配そうな顔をしている人のいい野木課長に大丈夫だと頷いて、教えられたとおりの道順で社長室へ向かった。

　社長室は、二十階建てのビルの最上階にあった。自社ビルである。何でも手広く扱う商社で、不景気といわれた時代を乗り越えた企業の実績は伊達ではないと、そんなところからも証明しているようだ。ノックするとまず秘書らしき女性が応対に出てきて、名前と用件を伝えると中へ通された。待合室のような部屋らしい。勧められたソファーに浅く座って待つこと数分、「どうぞお入りください」と奥のドアから秘書が出てきた。

「失礼します」

　一礼してから、入る。その瞬間、回れ右をして逃げ出したくなった。

　一瞬見えたのは紫の髪、緑と金色の瞳。絶世の美貌。そんな男の知り合いなど、一人しかいない。

「やあ！　サティだ！　ああ、本当に綺麗になったね！　女性にとっての十年は驚くべき奇跡だ！　というわけで結婚しよう！」

　まくし立てながら両腕を広げて近づいてくる男を、美咲は一歩横へ動いてかわした。

「……園田美咲です」

　そして、あっけにとられていた社長らしき初老の男性に、改めて名乗る。

「ひどいよサティ、久しぶりの感動的な再会なのに……」

「早速で恐縮ではありますが、ご用件を伺ってもよろしいでしょうか？」

　めそめそ泣いたふりをしている男は無視する。いや、確かに気にはなっている。何で彼がこんなところに、という意味で。

「ああ……うむ。その……」

　わざとらしく咳払いなどしながら、もごもご言う社長。一連の流れについてこられていないのだろう。仕方がない。

「ああ、君。コーヒーをお願いする」

「かしこまりました」

　秘書は、その点でラッキーだった。コーヒーを入れて運んできてしまえば、この件に関わらなくていい。その後は、心穏やかでいられるであろうから。

「まあ、そこへ座ってください。ええ……ローラント王子殿下も」

　呼ばれて、べそべそしていた男はぱっと立ち上がった。

「ええ、ありがとうございます」

　そして最強の笑みを浮かべる。造作がどえらく整っているので、笑顔が殺人的な破壊力を持つのだ。

　彼は、ローラント・デル・カデナ・エルディアス。異世界アイガウッドにある、かつて美咲を勇者として召喚した国エルディアスの王太子だ。

　ともに魔王軍と戦った仲間。そして今では、恐らくアイガウッド最強の魔道士。

「本当に久しぶりだね、サティ」

「……ここでは美咲でお願いします」

　屈託のない様子で話しかけてくる彼に、美咲は無表情で返した。ここは日本、美咲が勤める会社の社長室。そして社長が同席しているのだ。馴れ馴れしくされて、不要な勘ぐりをされたくはない。

　コーヒーが運ばれ秘書が退出していくと、社長が「さて」と切り出した。

「園田さん……。こちらの殿下から初めて知らされたのだが、君はアイガウッドに縁があるとか？」

「はい。十年前に行ったことがあります」

「勇者という職業に就いていたそうだね？」

　あれは職業なのだろうか。一瞬疑問に思ったが、面倒なので「はい」と答える。

「彼女の働きで、アイガウッドは救われました。今でも彼女を慕う者は多いのです。我々も忘れたことはありません」

「そうなのですか……。いや、お恥ずかしい話ですが、少しも存じ上げなくて。面接を担当した人事の者も、初耳だと申しておりました」

　それはそうだろう。まさか履歴書に「職歴：勇者」とか書けるわけがない。

　社長は、かなり緊張している様子で、何度もハンカチで顔や首の後ろを拭いている。王子様相手にどんな態度を取ればいいのかわからなくて、困惑しているのだろう。

「それで、殿下……。この度我が社と業務提携をというお申し出ですが」

　業務提携。それまで無言でコーヒーを飲んでいた美咲は、その単語に眉をひそめた。

　何を考えているのだ、この王子。

「ええ。我が国としても、ニホンと何らかの商業的な関係を結びたいと常々思っておりまして。国交こそありますが、まだまだニホンとの間に具体的かつ強固な人や物質の流れが確立されているわけではない。こちらでは、カイシャという組織が金と物の流れを司るのだと知りましたので、それで、過去によしみのあるサティ……失礼、ミサキのいるこちらのカイシャにまず打診をと考えたわけです」

「なるほど。確かに園田さんはそちらの世界の事情にも精通しているでしょうし、我が社としてもパイプ役として適任と考えます」

　当事者であるはずの美咲そっちのけで、偉い人達がどんどん話を進めていく。口を挟む隙もない。

　美咲が一人コーヒーを飲み終わる頃には、何だかとんでもない結論が出てしまっていた。

「では、まずは調査役ということで彼女をそちらへ派遣いたします」

「ありがとうございます」

「そうですね、一人では負担が大きいでしょうから、こちらからあと何人か適任者を選んで……」

　要するに、と美咲はあきらめの溜息をつきながら一連の出来事を総括した。

　美咲の仕事は、アイガウッドの現地調査。会社で扱う業務の中から、向こうでも定着しそうなものがあるかどうか調べて報告する。つまり、美咲のこれからの事実上の職場はアイガウッド。

「是非ともよろしく頼むよ、勇者サティ」

　恥ずかしいからやめろ、と抗議することもできずに、美咲は差し出されたローラントの手を淡々と握り返した。
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　旧交を温めたいので、というローラントの要求を、社長は満面の笑みで了承した。今日は特別業務扱いにするから終業時間まで王子の相手をするように、という許可まで貰ってしまう。

　社長が美咲のアイガウッド派遣に対して積極的な理由は、適当に入った喫茶店でローラントの口から明らかにされた。

「ごおくえん……！」

　自分では大きな声を出していたつもりだが、実際は引きつって掠れていたようだ。周りのお客の誰一人、美咲達を見向きもしない。いや、ローラントは周りにいた女性客達から隠し撮りされていたが。

　髪は紫、瞳は右が緑で左が金色。色彩が十分ど派手な上に、顔立ちがとんでもなく美しい。美咲は、彼を上回る美形を見たことがない。残念なことに、日本へ戻ってから今に至るまで美の判断基準は下がってくれず、芸能人や外国の俳優を見てもまったくかっこいいと思えなくなってしまった。

　彼以上の人に、出会えていればよかったのに。そうしたら、今もこんな気持ちになっていなかったはずだ。

「大丈夫？　はい、水飲んで」

　差し出された水を一気に喉へ流し込む。氷が冷たい。だがおかげで冷静になった。

「そんな大金、どこから」

「私達が倒した魔王軍の隠し財産だよ」

　こともなげに、ローラントは言った。

「ああ、そういえば根城を解体するとき地下で見つけたんだっけ……」

　魔王を倒したあと、拠点となっていた場所の周辺を探索したところ、魔王の城の近くにあった洞窟に金銀財宝が山のように隠されていたのだ。侵略した国からの略奪物に間違いないので、各国と協議の上でどうするか決めるということになったことまでは覚えている。そのあと美咲はこちらへ帰ってきてしまったので、どんな結果になったのかは知らないままだった。

「相当あってね。おかげで我が国の国庫は未だに潤っている」

　どんだけ貯め込んでいたんだ、魔王。

　呻く美咲に、ローラントはかまわず続ける。

「その金のおかげで異世界を繋ぐ通路を恒久的に維持するということが可能にもなり、今回サティを再びエルディアスへ呼べることにもなった。時空を繋ぐ魔法は、いろいろ高価な材料が必要でね。本当に助かっているよ」

「私に関しては完全に無駄遣いだけどね」

　何と、ローラントは日本円にして五億円の資金を会社側に提供すると言ったらしいのだ。事業資金といっても巨額すぎる。そもそも、何をするか具体的に決まっておらず、それがどんなビジネスになるかも予想できていない。つまり、取引としては最悪のスタートにもかかわらず、その金の魔力で社長は一も二もなく美咲を差し出したというわけだ。

「失敗したら大損害だろうに」

「大丈夫だよ。賠償に関する条件も先方に有利にしておいた。ほとんど損失は出ないはずだよ」

「……エルディアス側は？」

「さっきも言ったように、幸い国庫ははち切れんばかりなんでね」

　だめだ、この王子早く何とかしないと。公私混同甚だしい。

「サティ。二日前にアルフレッドが少し話したと思うんだが」

　頭を抱えた美咲は、口調の変化を感じ取って身体を起こした。

　彼の纏う雰囲気が、まったく違うものになっている。先ほど社長室で見せた言動は、恐らく駆け引き上の演技。今のような顔をしているときの彼の話は、ちゃんと聞いた方がいい。

　美咲は居住まいを正し、彼に頷きかけた。いつの間にか運ばれていた料理や飲み物を、彼の手がなめらかな動作でそれぞれの前に配る。

「アルフレッドはどこまで話した？」

　美咲は、思い出す。切羽詰まった表情のアルフレッドが、再会した夜語ったことを。

「アイガウッドに日本人がたくさん住むようになり、彼らのせいで現地住民の暮らしが脅かされている、と」

　聞いたときは、耳を疑った。どういうことなのかとアルフレッドを問い詰めたが、彼にもよくわからないのだと言われただけだった。いずれ近いうち、事情を説明できる人物が美咲を訪ねていくと、それだけ。

　まさかそれが、ローラントのことだったなんて。

「では、詳しく話そうか」

　ローラントは、色の違う目を細めた。

「実はエルディアスは現在、ニホンからの移住者を数年前から試験的に受け入れている。公式発表は、まだそちらではされていないと思うけどね。住居の世話、仕事の斡旋、その他にもいろいろと面倒を見るという方針だ。何しろ魔王軍の侵略と虐殺のせいで世界的に人口が減少しているし、ニホンの民の知恵が素晴らしいことは君を見ていてわかっている」

「知恵？」

「ああ」

　心当たりはない。高校生だった美咲に、そんなご大層な知恵とやらがあったとは思えないのだけれど。

「だが、正式な手続きを踏んで移民したいという者は稀でね。この世界の他の国ならば、何らかの事情で故郷を失った人間が大勢いると聞いているから、そちらからの移民も検討しているんだが、私としてはただ人口を増やすだけのことにはしたくない」

　難しい話になってきた。深くは訊かず、美咲は続きを待つ。

「まずは旅行者をたくさん招いて、エルディアスを知るところから始めてもらおうということで、移住計画とほぼ同時にニホン政府承認の下、旅行者を相手にしているカイシャとも契約を結んで、こちらへの旅を紹介・斡旋してもらっている。そちらは何とか少しずつ計画が進んでいる。ゆっくり事を進めていけばいいと思っていたところに、信じられない知らせが届いた」

　ローラントは一度言葉を切り、深く息を吸い込む。

　そして。

「ニホンで死んだ人間が、エルディアスで再び生を受けるという事象が頻発しているようなんだ」

「なっ……！」

　絶句する美咲を、彼はじっと見つめていた。
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　日本で何らかの理由により死亡した者が、異世界アイガウッドのエルディアス王国で転生している。この事象が確認されたのは、四年前。十五歳の伯爵家長男が、自分は日本人だったのだと公言したのがきっかけだった。その時期の前後に、異様に強い物理的な力や魔力を持つ者が出現して事件を起こしたり、見たことも聞いたこともない料理を作って店を始める者が現れたり、とにかく不可解な現象が頻発していたという。

「それを受けて、ローラント王子が調査隊を結成。国中くまなく調べさせたところ、そういう謎の不審な人々はすべて日本人の記憶を持っていた。何らかの技能や特技、あるいは、とても強い力とか大きすぎる魔力……規格外の能力を有しているという特徴が全員に備わっていたそうです。異様な力を持っている者達は皆口をそろえて、『女神から力を貰った』と説明していたと」

　エルディアスでの仕事の初日である。新しいオフィスは、それほど広くない。ホワイトボードを使いながら、美咲は正面のデスクに座る新しい仕事仲間二人に状況説明をしていた。

「えー、わけわかんないですね」

　間の抜けた声で答えたのは、百瀬泉美。確か美咲より一つ年下で、去年入社した同じ契約社員。ヘアアイロンで巻いたセミロングの髪に、ピンクを基調としたオフィスカジュアル。いわゆる『ゆるふわ女子』の典型的な外見をしている。

「その特殊能力みたいなものを持った日本人達が、どうして王国にとって問題となっているんです？」

　真面目に質問したのは、野木課長。美咲の元からの上司だ。薄くなりかけた頭と人のよさげな丸顔。実際お人好しで、今回の七面倒な仕事を任されてしまった不運は確実にその性格のためだろう。

「正式な移住者ならば税金を取ることができますが、一度日本で死亡したと認められてしまった場合は、それが不可能だからです」

　美咲はホワイトボードから離れ、傍らの机に置いてあったノートパソコンを開いて操作する。昨日作ったパワーポイントの資料を操作しながら、説明を続けた。

「日本で死亡したあと、アイガウッドの住民を両親として生まれた場合と、日本人としての記憶と容姿、年齢などをそのままに引き継いであちらに現れる場合と、二通りの経緯が確認されているそうです。アイガウッド人から生まれた場合、戸籍などはその時点で登録されるのでほぼ問題はありませんが、問題はあとの方の場合です。日本とエルディアスの政治的な問題が絡むので詳しいことは割愛しますが、日本からきちんと戸籍をエルディアスへ移していないと、徴収の対象にできないということです。日本の戸籍の方で、死亡したという登録内容を変更してから改めて──という手続きが必要になりますが、彼らが死んだ時点からエルディアスへ生まれ変わるまでの間が極端に開いている場合もあり、その場合手続き自体が困難になってしまうと。最初の事例のように、発覚が四年前であってもその人がアイガウッドへ生まれたのが十五年前ということもあります。また、転生者──と呼ぶことにしますが──自身が日本人であったことを明かそうとしないこともあるので、そもそも全体でどれくらいの転生者がエルディアス国内に存在しているのかもまだ把握し切れていなくて、そのための方法もまだうまく進められていないそうです」

「誰だって税金なんか払いたくないですからねー」

　泉美の発言には美咲も同感だったが、とりあえず先を進める。

「現時点では、エルディアスの国庫には潤沢な政治資金があります。ですが、このまま放置すれば大きな損失になることは目に見えています。また、エルディアス人達の間でも、国内で生活していながら税金を事実上免除されていることになる転生者への感情は決していいものではありません。現時点でこの情報が隠されているため大きな混乱は起きていませんが、何かの拍子に知れ渡ってしまい両者の間に明確な対立が生まれてしまえば、国内の乱れとなります。そこを他国につけ込まれる可能性も十分ある以上、早急に転生者問題を解決しなければならない、というのがローラント王子のご意見です」

「その通りですね。でも、それを我々で……一企業の従業員に過ぎない私達三人に何とかしろということなんですか？」

「さすがにそこまでは要求されていません」

　というか、要求してきたら殴っていた。ローラントには、今の美咲の立場を十分理解させた上で、改めて『会社員として』の仕事をすることを了承させてある。

「私達『異世界支部調査課』は、あくまでも本社の利益と事業拡大のために働きます。具体的に言えば、このアイガウッドという世界のエルディアス王国という場所で、どんな商売ができるか。その一点に尽きます」

「とても具体的ですね」

「わかりやすーい」

　異世界支部調査課。適当この上ない名前だが、それが美咲達の新しい職場だ。今のところ、本社から派遣された人員は三人だけ。最高責任者はもちろん野木課長となる。

　ローラントが何をどうやったかはわからないが、美咲達のため社内に用意されたオフィスは、日本とエルディアス両方に繋がっている。つまり、オフィスの中では電気機器もインターネット回線も使用可能だ。Wi-Fiも飛んできているらしい。至れり尽くせりである。あと、トイレもウォシュレット付き。

「以上が現状の説明となりますが、何かご質問はありますか？」

「はい、日本人として生きてきたそのままの状態でこちらへ現れた転生者は、異世界間の通路を使って送り返すことはできないんですか？」

　野木課長が美咲に質問する。これは、美咲も真っ先にローラントに訊いたことだ。

「それが、不可能なんだそうです。アイガウッドの人間として生まれ変わった転生者も同様で、通路を通そうとするとどうしても弾き返されてしまうそうなんです。原因は不明で、目下調査中です。それから……事情により、日本へは帰りたくない人もいるということでした」

「そうですか……。まあ、転生者にはいろいろな背景があるでしょうね。ともかく、通路を通れない原因がわかればいいのですが」

　さすが課長は人生経験が美咲より豊富なだけあって、言わなくても察してくれた。

　誰もが、生まれ育った場所を愛するわけではないのだ。

「ええと、他には？」

「あ、はーい！　アイガウッドへはどうやって行けばいいんですか？」

　今度は泉美。美咲はパソコンの前から立ち上がり、つかつかとオフィスを横切る。

　オフィスには、扉が二カ所ある。一方は日本にある本社の一階通路から繋がっているが、その正面にあるもう一つの扉は……。

「ここから直接、エルディアスへ行けます」

　大きく開いた扉の向こうでは、明らかに美咲達と異なる顔立ちと服装の人々が忙しく行き来している。

　美咲も何度か通った、エルディアスの街の大通り。そこに面した建物の一つが、オフィスと繋がる空間なのだ。
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　日本の会社的に考えると、美咲達異世界支部調査課とローラントは合同で仕事をする取引相手のような関係だ。まずは顔合わせをして、今後の方針を相談していくことになる。

　というわけで、この日の昼食は王宮に招かれての会食となった。

　世間一般のイメージの通り、王宮は大きな建造物である。十年前にはぼろぼろだったので戦のあとに修復工事を行い、使えそうなところだけを残して使っているのだという。いわゆる減築だ。それでも、十分『城』と表現するに足る規模だ。

「すご……！」

　泉美は、一歩足を踏み入れるなり絶句した。口を開けたまま。だが口を閉じるより先にスマホを取り出して写真を撮ろうとしたので、さすがに止めた。

　こんな場所の写真を勝手に撮影していいのかどうかわからないし、そもそも公用で来ているのだ。

「ようこそおいでくださいました。異世界の方々」

　侍従だと思われる男の案内で通されたのは、比較的小さい部屋だった。ホテルの小会議室くらいの、身内だけの食事で使うような部屋だろう。公式の晩餐会などでは、一番端が見えないほどの大テーブルのある、体育館くらいの広さの場所が使用される。

　テーブルも、席次が生じない丸テーブル。簡単な挨拶のあと六人がけくらいのテーブルの円周上に、三人がローラントと対面するように座った。

　この場合、どちらの側の人間も知っている美咲がお互いを紹介すべきだろう。そう判断して傍らに目をやって、絶句した。

　泉美が、うっとりとだらしない顔でローラントに見とれていた。

　思わずツッコミを入れたくなるが、かろうじて思いとどまる。初顔合わせでそれはさすがにまずい。まずいが。

　頭痛がしてきた。今が一応仕事中だということをわきまえていないのか。

「……こちらが、弊社の野木課長、そして百瀬です」

　とりあえず、美咲は自分のすべきことに集中することにした。いつまでも話が進まないのでは困る。

「初めまして。エルディアス王国王太子、ローラント・デル・カデナ・エルディアスと申します」

　ローラントは気さくに名乗る。美咲の記憶では、他国の王侯貴族相手ではこんなに簡単な自己紹介にはならないのだが、現代日本人にはむしろちょうどいい。そのあたりを考慮してくれたのかもしれない。

　野木課長はさすがというところか、今まで経験したことがないはずの異世界の王子様を相手に堂々とビジネスマン風の応対をする。さっきも部屋に入るなり、すかさず名刺を手渡していた。今まで社内では目立たない上司だったが、やはり美咲の何倍も社会人経験を積んできた人なのだ。

　ぼーっとだらしなく顔を緩めていた泉美もぎくしゃくと自己紹介をし、ローラントが傍らの小さな鈴を鳴らすと給仕達が一斉に料理を運び込んでくる。ようやく食事が始まる。ちなみに、美咲の自己紹介は省略した。昔この世界にいてローラントと知己であることは、課長にも泉美にもすでに話してある。

「それにしても」

　前菜のスープを品良く口に運び、ローラントが切り出した。

「失礼ながら、もっと驚かれたり戸惑われるかと思っておりました。皆さんには決してこちらの世界は馴染みのある場所ではないのでしょうし」

「戸惑っていないわけではございませんが、こちらの世界と日本との交流が始まってから五年になります。ニュースで報道されたり、情報だけは今までことあるごとに見聞きしておりましたから」

「なるほど。広く世間で情報を共有する機関があるのでしたね」

「エルディアスでは……？」

「恥ずかしながら、構想だけの段階です。昔サティ──失礼、ミサキから話を聞いて取り入れようと思っていたのですが、重臣達にその素晴らしい機能を納得させられておりません」

　野木課長が会話を進める間、美咲と泉美は無言で食べていた。美咲の場合はあまり自分が出しゃばるのはよくないと考えたからだが、泉美はたぶん料理に夢中なだけだろう。確かに、今日のスープは絶品だった。

　ビョンスという根菜がメインに使われていると思われた。優しい味わいだ。ヴィシソワーズほど主張せず、コーンポタージュほど甘みが強くない。色は綺麗な薄緑。何かのハーブを隠し味に使っているのかもしれないが、残念ながら美咲には具体的な材料までわからない。

「園田さん、これすっごいおいしいですね！」

「そうですね」

　あっという間にスープ皿を綺麗にした泉美は興奮の面持ちだったが、美咲はほとんど生返事だ。すかさず皿を下げていった給仕のすぐ後ろから、別の給仕が次の料理を配膳して回る。

「わあっ！」

　泉美が歓声を上げる。話を続けていたローラントと課長が、その声で一斉に振り向いた。

「百瀬さん、静かに」

「だって、こんな綺麗なサラダ見たことがないです……！」

　さすがに気まずくなったのか、泉美は言いながらもしゅんと肩をすぼめた。

　青々とした葉物野菜を盛りつけ、その上にオレンジや赤、緑の実を散らした綺麗なサラダが各々の前に並べられている。オレンジの小さな丸い野菜は甘いシュータの実、赤はちょっと酸味が強いヒュー、緑は美咲達の世界のオリーブのような味がするボッド。野菜の上から円を描くようにかけられているのは、薄い白のドレッシング。

「見た目もとても美しいですね」

　野木課長は、いろいろな角度からしげしげとサラダを眺めている。

「ありがとう。料理長に伝えますよ」

　ローラントと課長が食器を手にとって、何とか場の雰囲気は和やかなものに戻る。

　おいしいサラダをもくもくと食べながら、美咲は泉美を横目でちらりと睨んだ。

「そういえば、戸惑ったことが一つあります」

　サラダを食べ終わった野木課長が、そう言った。

「なぜ日本語がこちらの方に通じるのか、ずっと気になっていたんです」

「ああ」

　ローラントは食器を置いて、微笑んだ。

「我々がニホンゴを話しているわけではないんですよ。概念や意思を相手に直接伝えるための道具があるので、それを使って意思疎通しているんです」

「ほう、それは素晴らしいですね」

「皆さんにもお渡しします。そうすれば、こちらで不自由しませんから」

　元の世界でも、外国へ行って困るのはまず言語の問題である。言葉が通じれば、違う国にいるという不便の半分は解決すると言ってもいい。美咲は十年前に、それを痛いほど実感した。

「以前ミサキが使っていたものをかなり改良したよ」

　束の間の回想は、ローラントの声で中断される。

「大魔道士エルバラが作った、『思念の石』。君が帰ってから国中の魔道士で研究を重ねたんだ」

　エルバラは、美咲を召喚した張本人だ。類い希なる才能を持つ大魔道士と呼ばれ、いくつもの魔法や魔道具を発明・開発した。地球の感覚でたとえるなら、電気を発明した偉人やＩＴ関連機器を作った企業の創始者を合わせたような人物といえるだろうか。功績もまたそれに等しい。

　それはそれとして、美咲はローラントの言葉に首を傾げた。

「なぜ改良なんてしたんです？」

「言葉の異なる相手と話す機会が、今後ないとも言えないと考えたからさ」

　そんなことはあり得ない。エルディアスのあるこのヨードル大陸には五つの国があるが、すべて共通の言語を用いるのだから。思念の石が必要になることがあるとすれば、大陸外の者と交渉する場合か、あるいは異世界の人間を召喚するか……。

　大魔道士エルバラは、聖剣ザーフォードの主が異世界の人間と判明したから勇者として美咲を呼び出したのだと言っていた。なら魔王がいなくなった以上、異世界からの人間を再び召喚する理由はその時点では何もなくなったはずだ。

　なら少なくとも、異世界の人間を相手にする場合を想定したものではない、のだろうか。

「今となっては、こういう形で大いに役立っていて誇りに思うよ」

　答えになっていない。さらに問いを重ねようとして、やめる。

　ローラントのことだから、何も考えずにそんなことはしないはずだ。話さないということは、ここでは話せないという意味だろう。

　とりあえずそう自分を納得させ、美咲は食事に戻った。いつの間にかメインの料理が目の前に置かれている。

　肉料理だ。赤身肉だから、ゲゴッドだろうか。ケゴッドは牛によく似ているが倍ほどの大きさがあり、全身を厚い毛に覆われた動物だ。その毛は糸にしてより合わせて防寒具にする。庶民でも気軽に手に入れられる素材なので、飼育する牧場が多い。

「牛肉みたいですね」

　泉美は、ナイフで肉を切った。美咲も同じようにナイフを入れるが、肉の柔らかさに驚いた。違う、ゲゴッドではない。

「ファッサという野生動物です。近年食用として使われるようになりました」

　鹿に似た、頭に巨大な角を持つ動きの素早い動物だ。それだけでなく、体長がとにかく大きい。ゲゴッドの一回り以上ある。その俊敏さと巨体ゆえの強さから、捕獲が難しい動物なのだ。

「ミサキが帰ってから、罠や狩猟道具の改良を研究・開発してね」

　魔王軍の横暴で食糧難が深刻だったから、とローラントは言った。

「ファッサなら、食料として相当量をまかなえるんじゃないかと思って。調理法もいろいろと工夫に工夫を重ねて、まず王族や貴族達から試食を始めたんだよ」

　おかしなものを民の口に入れるわけにはいかないから、と。

「ですが食材が原因で、国の重鎮達に何かあったらそれこそ一大事では」

　野木課長は、肉を食べる手を止めていた。

「解毒の魔法というものがありますから。それに、毒味役は別にいるんですよ。もちろん彼らにも何事もないよう、細心の注意は払いましたよ」

　ローラントは、肉を口に運んだ。上品に咀嚼する。

「血抜きをしっかりして、味に癖があるのはソースや香草で消すようにしています。そうすればこのように、とても食べやすくなりますよ」

　確かにおいしかった。牛肉……こちらでいうゲゴッドと比べてもくどさがなく、柔らかい。それでいて豚肉よりもこくがある。噛むほどに旨みも出る。

「あっさりしていて食べやすいです」

「それはよかった」

　ローラントが微笑むと、泉美はへにゃっとだらしのない顔になった。笑い返したつもりなのだろうか。肉がフォークの先からぼとっと皿に落ちる。

　ソースは、玉ねぎのようなマルクという野菜を煮詰めて作ったものだそうだ。自然な甘みが肉の旨みを引き立てている。ゲゴッドはもう少し野趣溢れる味だった気がする。それと比べると、ファッサの肉は確かに食べやすい。

「そういえば、ニホンの民は魚がお好きだとか。エルディアスはあいにく内陸国なので、新鮮な魚をご用意できず、申し訳ありません」

「いえ、お肉も大好きですから。とってもおいしいです！」

　がつがつ食べる泉美。すがすがしい食べっぷりだった。美咲は、少し泉美に好感を抱いた。普段の振る舞いがどうであれ、おいしそうに食べる人の姿は見ていて気持ちがいい。

　そうして全員が皿を綺麗にしたあとは、美しい器に飾られたデザートの番となる。運び込まれた器を目にして、美咲も思わず小さな歓声を上げてしまった。

「綺麗ですね」

「よかった、気に入ってくれて」

　ローラントは目を細める。

　薄紅色のお椀状の器に、白と緑、赤の小さなケーキ。クリームの上には七色に輝く細いリボンのようなものが幾状にも伸びて華やかな飾りとなっている。飴細工だろうか。そして、蝶の羽に似た形のチョコレート。

「私達の世界のお菓子に似ていますね？」

　器をためつすがめつしながら、野木課長。美咲もそこが少し気になった。確か覚えている限り、こちらの世界にはそもそもケーキやチョコレートなどなかったはずなのだ。

「ええ、ニホンから輸入したものです。材料も作り方も」

　美咲ははっきり思い出した。そういえば、エルディアスだけでなくアイガウッドは全体的にデザート・スイーツ文化が貧弱だったのだ。当時は魔王軍と戦争中だし、完全に味覚の楽しみだけのそういった料理には労力を費やす余裕がなかったということだろう。

　さらに記憶をたどれば、今日体験したようなテーブルマナーも当時は適当だった気がする。出てくるものを食べ、何も出てこなくなれば終わり。今日はナイフとフォークがあるが、手づかみで食べたことも多かった。

「本日の食事も、お恥ずかしながらそちらの世界の……ニホンでいうところのセイヨウの文化を模した作法で提供させていただきました」

　美咲が考えていたことを、ローラントがそのまま口にする。

「長い戦を言い訳にするわけではありませんが、すさんだ時代の中でもともとあった生活の作法や文化の多くが失われました。私は、少しでもそれを取り戻したかったのですが、残念ながら完全な復興は難しいようです。特に異世界の方々を客人としてもてなすためということを考えれば、あまりに時間が足りない」

　ローラントは、正面を見据えていた。けれど、本当は今ここにあるものは何も見ていない。

　美咲は、スプーンをそっと置く。

「平和が戻ってから十年。まだまだ何も元には戻っていない。先へも進むことができない。この世界は魔王の爪痕で深くえぐられ、いずこも同じような状況です。だから、例えばこの大陸中の各国と協力すると言っても、何もできないに等しいのです」

　──まさか。

　美咲は、ローラントの横顔を凝視した。

　まさか、だからこの人は。

「だから私は、他の方法を考えました」

　次の瞬間、美咲の予想が正しかったことがわかる。

「この世界の中だけで停滞しているのであれば、他から新しい何かを取り入れるしかないと……。この度あなた方にご協力を願ったのは、そのためなのです」
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「素敵な王子様でしたねー！」

　馬車の支度ができるまで待て、と言われ、小さな部屋に通された三人。小さいといっても、美咲が借りているアパートの倍くらいの広さだ。

　おいしい食事の余韻で泉美はさらに饒舌になっているし、野木課長もいつもよりずっと雰囲気が柔らかい。料理の威力は偉大だ。

　三人の前にはコーヒーが出されているのだが、これもきっと輸入物なのだろう。昔この世界にいた間には、一度もコーヒーを飲んだことはなかった。元からあったとは思えない。平和になってからこちらで栽培を始めたというのも考えにくい。美咲にはコーヒー豆についての詳細な知識はないが、コーヒー豆を栽培するための条件はかなり厳しいものだと聞いたことがある。

「失礼いたします」

　ノックと同時に、扉の外から呼びかけられた。聞き覚えがある声だ。

　どうぞ、と返す。姿勢よく部屋に入ってきたのはやはり美咲がよく知る人物だった。

「姫様、ようこそおいでくださいました」

　アルフレッドである。

「ひ、姫様っ！」

　泉美が声をひっくり返らせているのは無視する。事情を話せば長いし、ややこしい。

「以前お話しそびれておりましたが、現在ローラント殿下の護衛騎士としてお仕えしております」

「それはすごい。まあ、あなたの腕なら当然ね」

　ともに魔王軍と戦った仲間。毎日毎日数えるのも馬鹿馬鹿しいほどの敵を屠り、世界を巡った。それを何年かずっと続けたのだから、自然に闘いの技量は上がる。今では剣でアルフレッドに勝てる者など、かつての仲間達の中にしかいないだろう。

「あなたが護衛なら、ローラントも心強いね」

「そう言っていただけると光栄です。ですが、殿下ご自身も剣士として素晴らしい腕をお持ちですし、世界一の魔道士であらせられますから……」

「魔道士っ！」

　またしても泉美が素っ頓狂な声を上げる。

「前に説明したような気がしましたけど……」

　自分達が魔王と戦ったこと、ローラントの簡単な紹介は済ませていたはずなのだが。

「魔道士として天才、という話はしてもらいましたよ」

　野木課長からのナイスフォローが入る。

「はい。もともと才能に恵まれていた人だったんですが、戦いの中でさらに磨きがかかったみたいです。彼の魔法による援護は本当に心強かった……」

「姫様がお帰りになったあとも、殿下は魔法の研究に没頭されました。人々の暮らしに役立つ魔法を編み出そうと」

　アルフレッドが補足する。美咲は思わず顔を綻ばせた。

　ローラントらしい。

「殿下ほどの魔道士は、過去にも未来にも永劫現れないとも言われております。何しろ、異世界同士を繋げる魔法も、ほとんどお一人で作り上げられたほどで……」

「何それ、天才」

　泉美はひっくり返った。文字通り、床の上に。だが今回ばかりは彼女の醜態に心の中でコメントすることもできなかった。

　美咲は、残念ながら魔法にはあまりなじめなかった。基本的なものしか身につけていない。だが基礎は学んだから、わかる。ローラントの才能のすさまじさ、成し遂げたことの異常さが。

　美咲を異世界から召喚した魔法は、稀代の大魔道士と呼ばれたエルバラが理論の構築からすべて一人で研究したものだ。だが彼もまさか、実践するときが来るとは思わなかったという。美咲を召喚する必要に迫られてからも彼は世界中の魔道士と力を合わせ、ようやくその魔法体系を完成させた。

　さらに実際にその魔法を使う時も、様々な魔道具や力のある依り代が大量に必要だったと聞く。魔法は、願う事象の大きさに見合う代償を求められるのだ。例えば小さな炎を起こしたいときは、魔道士自身の体力や精神力、あるいは何らかの魔法具を対価とする。

　異なる世界から、人を一人呼び出す。それだけで山のように積まれた強力な魔法具とエルバラ自身の力、そして彼を補佐する複数の魔道士達の魔力を大量に費やした。では、異世界同士を十年もの間繋ぎ合わせるためには、いったい何がどれほど使われているのだろう。

　背筋が震えた。

　ローラントは、それほどのことをたった一人で。

「姫様、馬車の支度が調ったそうです」

　扉の外で侍従と話していたアルフレッドが声をかけてきた。一瞬躊躇ったが、美咲は心を決める。

「悪いけれど、先に野木課長と百瀬さんを事務所まで送ってあげてほしいの」

「え？」

「どうかしたんですか？　園田さん」

「ええ……」

　確かめなければ。

「少し、殿下にお訊きしたいことがあって」

「かしこまりました」

　アルフレッドが、誰より早く答える。美咲の意を汲んでくれたに違いない。昔通りに。

　感謝の気持ちを込めて彼に頷きかけ、美咲は同僚と上司に視線を移す。

「申し訳ありません。アルフレッドは信頼できる人ですから、ご安心いただいて大丈夫です」

「そうですか。まあ、積もる話もあるでしょうしね」

　課長は、泉美を促してアルフレッドに向き直り、よろしくお願いしますと会釈した。

　一緒に廊下に出て三人の背中を見送ってから、美咲は勝手知ったる王宮の中を走った。
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　ローラントの執務室に着いて、扉の前で見張りをしていた兵士に自分の名前を伝える。すぐに中に通されて、美咲は机の前に座るローラントと向き合った。

「わざわざ一人で会いに来てくれて嬉しいよ。やっと私の気持ちを信じてくれる気になったのかい？」

「どうして、私達の世界とアイガウッドを繋げようと思ったの？」

「……やれやれ、君は本当にゆとりがないというか、実際的というか」

　苦笑して、ローラントは立ち上がる。

「さっき食事の時に話したことに偽りはないよ。あの戦で、我が国だけではなく世界的に人の命と文化が喪失した。復興しようにも、基盤がないんだ。そんな状態で、国というものを維持していくことは容易ではない」

「でも、そんな状態で違う文化が入ってきたりしたら、もっと危険なんじゃないの？」

　歴史や文化というものは、一朝一夕で作られるものではない。長い年月の間に積み上げられ磨き上げられ、国や民族の精神的な礎となる。人はそれを基準として、外界と触れ合うのだ。

　日本は外国に比べて異文化の吸収が早く、それを取り入れることに抵抗を感じないと言われるが、それでもやはり譲れない一線というものは確かに存在する。その場合は、外国から入ってきたものを自国流にアレンジし、それを己の文化としてしまうことすらある。そのためには、やはり国としての独自性が必要となるのだ。

　だが今のエルディアスは、その独自性が著しく欠損している。

「例えばニホンの文化や思想・概念がそのままエルディアスに流入し、定着してしまったらどうするかということ？」

「そう」

「そうだね、正直それは危惧しているよ。でも……」

　ローラントは、ほろ苦い笑みを浮かべる。

　彼は窓辺へ歩いて行き、大きく開け放った。美咲は、彼に手招かれるままそばへ寄る。

　街が見下ろせた。この部屋は三階くらいの高さだから、かなり遠くまで見渡せる。

「十年だ」

　彼の声が、風に消える。

「戦の打撃がひどかったのは事実だ。でもねサティ、それだけではないと思うんだよ」

「何が？」

「エルディアスの──アイガウッドの様子が、いつまでも変わらないのはなぜかということさ」

　美咲は、眉間にしわを寄せる。どういうことだろう。

「昔、君からニホンの話を聞いて驚いたんだよ。キカイという素晴らしい道具──このアイガウッドにおける不可能をほぼ解決してしまうようなものが存在し、それをほとんどの人達が使いこなすことができる。魔法は、使える人間が限られる。未だにその理由は解明されていないが、いわゆる『才能』を生まれつき持っていなければ、一生使うことはできない。そんな少数の人間の力に、魔法の才能を持たない人々は時には運命すら左右されなければならない。不条理じゃないか？」

「まあ、それは……。でも、別に私達の世界にだって、似たようなことはあるよ」

「ない方が不自然だろうね。私が何よりおかしいと思ったのは、アイガウッドの誰一人として、それを変えようとしないことだ」

　ローラントは、虚空を睨み付けている。美咲には、金色の左目しか見えない。燃えるような。

「なぜ変えようとしないのか。変わろうとしないのか。私はそれが知りたい」

　美咲は、口を開きかけてすぐに閉じる。答えられる自信などなかった。

　それに、彼はきっと彼なりの結論をすでに導き出している。そういう人だ。

「君達の世界と、同じになりたいわけではない。私が望むのは、アイガウッドの復興と発展──そして変革だ。いつまでもいつまでも、停滞が続くのは決してよいことではない。そのためにも、きっかけとなり得る何かがほしいんだ」

　強引なやり方には違いない。彼が正しいというわけでもないだろう。けれど、彼が何を願っているのかは少しわかった気がした。

　美咲は、目を閉じた。唇を引き結ぶ。

　自分のせいだ。十年前、気まぐれに自分の世界のことを話して聞かせた憶えはある。ローラントは、それに興味を持ってしまった。その結果こんな危うい、賭のような考えを抱くことになってしまった。

　決めたのは、彼。だがきっかけを作ったのは、間違いなく美咲。

「……ローラント」

　沈黙のあと、美咲は小さく彼の名を呼んだ。ゆっくりと、彼が振り向く。

「何ができるかわからないし、正直、あなたのやっていることが正解かどうかは私には判断できない。でも……」

　顔を上げる。街が見える。エルディアスの城下町。

　建物は石造り。壁や屋根に欠損箇所が見られるのは、未だ癒えない戦乱の傷跡だ。それでも、喧噪が今美咲のいるところまで伝わってくる。賑やかで、元気がよくて、生き生きとした人々の声。

　たくさんの死体を見た。消えていく命を目の当たりにした。あの頃は、こんなに生命力に溢れてはいなかった。

　人間がいる。ここで暮らし、生きている人達。十年前、美咲が勇者として守りたかったもの。助けたかった存在。

「アイガウッドのことは、忘れたことがなかった。大事な場所。だから……何かしたいと思う」

　もう、自分は勇者ではないけれど。

　ローラントの手が、肩に触れた。と同時に、抱きしめられる。強く。

　美咲は、じっと動かずにいた。彼の熱が伝わる。鼓動。呼吸。彼そのもの。

「ありがとう、サティ」

　微かに震える声には、無言で頷いただけだった。
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　驚くほど壮大なローラントの目標について聞いたからといって、美咲達異世界支部調査課のやることが変わるわけではない。というか、自分達の仕事以外にできることなどない。ただの日本人、一介の会社員なのだから。

　アイガウッドでの勤務二日目。美咲達は、エルディアス王国の城下町を見て回ることにした。

「現地の様子を調べなければ、どこから着手すればいいかもわかりませんからね」

「そうですねー」

　野木課長は真面目な気持ちからの発言に違いなかったが、泉美はあまり信用ならない。カメラをしっかりバッグに入れているし。

「写真を撮るのはかまわないですが、不用意にネットにアップしたりとかしない方がいいですよ。どこから問題が起きるかわかりませんから」

「えー、大丈夫じゃないですか？　ほら、エルディアスに観光で来ている人は結構いるんですよ。その人達が写真をアップしてるの見たことあります」

　確かに国交はあるのだし、観光旅行ツアーもある。しかし仮にも仕事中に撮った写真を、プライベートなＳＮＳなどにアップするのはどうかと思う。社外秘にならないだろうか。

「風景や食べ物などの写真なら大丈夫じゃないですか？　人はなるべく写さないか、写ったとしても画像に処理をするようにして。それから、仕事のことは一切書かないようにすれば問題ないかと」

　課長が許可してくれたので、まあいいかと思うことにする。のんびりしているように見えて結構几帳面な性格らしく、課長はあれはだめこれはだめと細かく泉美に注意していた。昨日の会食でも少し思ったが、仕事ができない人ではないのだ。頭の回転は速いし、目の付け所も的確だった。自分が知るべき情報は何か、それを瞬時に理解することのできる人なのだ。

「では、以上のことにくれぐれも気をつけてくださいね」

「はい……」

　たくさん注意事項を言い渡されて、泉美はすっかりしょげていた。仕方がないことではある。

　ともあれ、そうして三人は美咲を先頭にオフィスから外へ出た。日本時間で午前九時半だが、エルディアスではもっと早くから活動時間帯に入っている。街は賑やかだった。

「わー、すごーい！」

　いったい何がすごいのかよくわからないが、泉美は早速デジカメで写真を撮り始めた。あっという間に元気になる娘である。

「活気がありますね。市場も立っているようで」

「ええ、私がいた頃も毎日市はやっていました」

　でもあの頃はこんなに人がたくさんいなかったし、並ぶ品物も貧弱だった。

　いや、そもそも、今歩いている辺りには家すらなかった気がする。でこぼこの荒れた地面だけが広がっていて、この街の城壁まで見通せたはずだ。それが今は、店が並んで人も歩いていて。

　美咲は、ふっと微笑んだ。

　十年、経ったのだ。

「園田さん、課長、こっちお店がありますよ！」

　市場に入る道は、十字路の一本だ。横に伸びる通りには飲食店が軒を連ねていた。これも、昔はなかった光景だ。泉美は、幟を立てている店の中を覗き込んでいる。

「あれ、あの幟って……」

　課長が、怪訝そうに美咲を振り返った。彼が何に気づいたのかは、尋ねるまでもない。美咲もすでに幟の文字を読み取っていたから。

『いらっしゃいませ』

　間違いなく、日本語でそう書かれているのを。
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「ええ、そうです」

　お客が満員でざわめいている店内。店主は三十代くらいの男性だったが、美咲達が日本人かと尋ねるとあっさり頷いた。

「トラックにはねられて死んだんですよ。気がついたらここにいて」

「それは、いつ頃のことなんですか？」

「さあ……確かあれは……」

　記憶を辿った店主が思い出したのは、今から三年前の日付だった。彼がアイガウッドへ転成して二年間は露店のような形で日々の糧を稼ぎ、資金を貯めてこの店を開くまでにかかった年月は約一年だという。

「まあ最初はびっくりしたけど、言葉も通じるし、それにこっちに来てから特殊能力が身についたんで、それで店を構えて何とか暮らしているんです」

　店主は嬉しそうに笑って、忙しくなった厨房へ一旦戻っていった。

「特殊能力って何でしょうねぇ。あ、おいしい！」

　入れ違いのように運ばれてきた料理に、泉美は早速箸をつけ──使われているのは紛れもなく割箸だった──歓声を上げた。

「おいしいですよこの味噌ラーメン！」

　三人の前で湯気を立てているのは、どこからどう見てもラーメンだ。

　美咲も試しに一口啜ってみる。おいしい。おいしいが、胸中はもやもやする。

　どうしてラーメンが、アイガウッドで作られているのだ。

「食材は全部日本のものでしょうかね？」

「この味噌と醤油は、日本のものです。メンマも」

　アイガウッドに味噌と醤油は存在しない。小麦は生産されているが、それが使われているかどうかは不明だ。ただ、味わいから推測するに日本で作られるラーメンの麺としか思えなかった。馴染みのある歯ごたえは、美咲が今まで日本で食べたものとまったく同じだ。

　味噌や醤油のような発酵食品を作るためには、麹で醸さなければならない。だが、麹菌を作るには専門的な知識と技術が必要とされる。アイガウッドの、少なくともエルディアスには発酵食品の文化自体がない。ここの店主が何らかの手段で麹を入手し、自分で味噌と醤油を製造していない限り、エルディアスに存在しないはずの調味料だ。

「輸入しているのでしょうか？」

「いえ……それなら関税がかかるので、この価格での販売は難しいかと」

　美咲は、覚束ないエルディアスの文字で書かれたお品書きの価格を確かめる。醤油ラーメン一杯で、日本人の感覚でいう三百円ほど。薄利多売でやりくりできるというレベルの値段ではない。赤字にならない方がおかしい。

　何より、店主は日本で確実に『死亡』している。日本の彼の戸籍で、そういう扱いになっているはずだ。ということは……。

「納税していない転生者の一人、ということですか」

　野木課長が声を潜めた。店は賑やかで、その囁きはたぶん聞きとめられなかったはずだ。

「彼だけの責任ではない……とは思いますが。それでも問題です」

　個人レベルで戸籍をどうこうできるものではない。お役所の手続きは煩雑だろうし、そもそもこういう場合の対応マニュアルが、エルディアス側でも日本側でもまだできていないのだ。

　美咲は、店の中を見回した。次から次へ客の入れ替わりがあり、繁盛しているのが見て取れる。

　店の売り上げはかなりのものだろう。だが、そこから本来納められるべき税金は、宙に浮いている。

　エルディアスを動かすための税金の、この店で発生する分が確実に納められていない。

「二人とも、早く食べないとのびますよ」

　ほとんどどんぶりを空にしている泉美が、あっけらかんと言った。

　美咲は、どんぶりの中を見つめる。恐らくほとんどが日本の食材で作られたラーメン。

　それが人気になればなるほど、この地の人々が作ったものがその分押しのけられてしまう。消費されない。

「問題ですね」

　眉をひそめた課長に、美咲も頷いた。

「あっ！」

　厨房の奥から、丸山の声が聞こえてきた。美咲は箸を置いて立ち上がり、カウンター越しに覗き込む。

「どうしました？」

「えっ、ああ。すみません。何でもないんです」

　口調は落ち着いていたが、丸山の表情や仕草を見ると何でもないことはなさそうだった。飲食店の厨房に入っていくのは躊躇われたが、美咲は恐る恐るカウンターを回り込む。

　厨房は狭い。飲食スペースの広さを確保するため、ぎりぎりの面積にしているのだろう。カウンターに添って縦に長く、一番奥には扉がある。丸山はその辺りに立っていた。

「何ですか？　それ」

　彼の身体だけでは隠しきれないものが、扉の向こうに積み上げられていた。

「ごみ？」

　逆光でよく見えなかったが、少なくとも仕入れた食材などではなさそうだった。

　美咲は咄嗟に踵を返し、出入り口から外へ飛び出す。追いかけてくる声がしたようだったが、立ち止まらない。

　大量のごみだった。丸山の身長の半分くらい積み上げられていたあの量を、誰かが手で抱えて運んで来たとは思えない。そうだとしても一度に運ぶのなら人数が必要なはず。

　美咲は、厨房の出入り口に向いた扉に面する通りの方向に走ってきた。一度止まって地面を観察する。日本と違って舗装などされていない地面の上に、荷車の車輪の跡と複数の足跡がはっきり残っていた。

　運がよかった。こんな痕跡が見つかるとは。

　車輪の跡を辿っていくと、一軒の小さな家の前で消えていた。荷車そのものも、家の脇に置かれていた。

　人通りがほとんどない界隈だ。どことなくほこりっぽくて、荒んだ雰囲気。建っている家々も、傾いていたり壁の一部が崩れていたりしている。

　美咲は荷車のある家の入り口にそっと立ち、小さくノックした。

「誰だい？」

「荷車のあとをつけてきました」

　次の瞬間、大きく扉が開かれる。中から伸びてきた腕が美咲の手首を掴んで強く引いたが、美咲はしっかり踏みとどまった。

「なっ、く、くそっ！」

　中から引っ張っていた中年の男は何度も美咲を中へ引き入れようと試みたが、やがて息を切らしてへなへなと座り込んだ。

「すみません。お話を聞きたいだけなんです。ここでもよろしいでしょうか？」

　美咲が屈み込んで視線を合わせると、男は敵意を浮かべて睨み返してきた。

「あいつに頼まれたのか？」

「あいつって？」

「とぼけるな！　あの変な料理を出す違う世界の野郎だよ！」

「ああ、やっぱりあなたがあのごみを運んでいったんですね」

　男は、はっとして青ざめた。鎌をかけられたのに気づいたのだ。

　美咲は、できるだけ穏やかな口調を心がけて話を続ける。

「あの人に頼まれたわけではありません。初対面ですし。気になっただけです。どうして、あんなことをあのお店にしたのか」

　男は、俯いた。家の奥から、彼の家族らしい男女が強ばった表情で様子を窺っている。ごみの運搬を手伝った者も、この中にいるかもしれない。

「……俺達、アルカスからの避難民なんだ」

　口を開いたのは男ではなく、奥にいた青年だった。

「父ちゃんは、いろんな仕事をして暮らしてる。俺達だってそうだ。なかなか決まった職が見つからないから苦しいのに、役人は税を取っていく。苦しい暮らしだけど、それがこの国で生きるために必要なことだと思って支払ってきた。なのに、違う世界から来た奴等が税を払っていないって聞いて……！」

「よせ」

　男に止められ、青年は口を噤んだ。だが、引き結ばれた唇と美咲を睨む目つきで、どれほどの怒りを胸の内に抱えているかが伝わってくる。

　美咲は、ゆっくり立ち上がった。

　異世界からの転生者と、納税の問題。こんなに深刻なところまで来ていたのだ。

「その話は、どこで聞いたんですか？」

「……噂だよ。街の。もし本当なら許せないって思って……」

　まだそのくらいの認識なのか。それならば今すぐ大きな混乱は起きないかもしれないが、対策を急ぐに越したことはない。

「わかりました」

　美咲は、座り込んだままだった男に手を差し伸べた。男が驚いているのに、頷きかける。

「十年前の魔王との戦い……それを生き延びて、あなた方はエルディアスへ逃げてきたのですね」

「あ、ああ……」

「やっぱり」

　多くの人が、故郷を失った。家族も、失った。平和になっても、二度とそれは戻らない。それでもなお、懸命に先へ進もうとしている人達だ。この世界の未来を作ってくれる、大切な人達だ。

「ローラント殿下は、信頼に足る統治者です。あなた方が辛いままでいることを、決して見過ごしたりしません。時間はかかるけれど、どうか信じてください」

　現にこうして、美咲達はここにいる。彼らのような人達を、助けるために。

　ローラントの名を聞いて、男と彼の家族の顔色が明らかに変わった。役人か何かと思われたのだろう。美咲は男に手を貸して立たせ、もう一度頷きかけた。

「あ、あんたはいったい……？」

　掠れた声で問われ、美咲は苦笑した。ただの通りすがりの元勇者です、とは答えられない。

　だからただ、こう繰り返した。

「どうか信じてください。私達を」
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　ローラントのために書類をエルディアスの言葉に翻訳しなければならず、しかも手書きなので予定より一日余分にかかってしまった。何しろ、美咲にしかその作業ができない。こちらの言語にも対応するパソコン用ソフトを作ってほしいものだ。

　三人がかりでまとめた資料を、翌日ローラントのところへ提出した。こちらで仕事を始めてたった一週間だが、ずいぶんいろいろな問題点が目についた。

　ともあれ、無事に完成した書類に目を通したローラントは、難しい顔でしばらく黙り込んでしまった。

「姫様、お茶が参りました」

　運ばれてきたお茶のワゴンを出入り口のところで受け取って、アルフレッドが運んでくる。今日は内密の会議なので、使用人も侍従も立ち入り禁止にしていた。会議の参加者はローラントとアルフレッド、美咲、野木課長、泉美だ。

「あ、私やりますよ！」

　勢いよく立ち上がったのは泉美で、アルフレッドに愛想のいい笑みを振りまきながら意外に手際よく人数分のお茶を注いでいった。ローラントとの初対面時にも思ったが、彼女は確実に面食いだ。

　美咲も手伝って全員にお茶を配り終えると、ようやくローラントは口を開いた。

「サティの言っていた避難民達の件もあることだし、いっそ戸籍のことは後回しにして、早急に徴税した方がよさそうだな」

　美咲も同意見だった。

「ラーメン屋さんに反感を持っている人がいるのはわかりましたけど、どうして急ぐんですか？」

　泉美が首を傾げる。会議テーブルから少し離れたところで立っていたアルフレッドも、同じ仕草をしていた。

「このニホン人──転生者という呼称を使おうか。彼の店はとても繁盛している。つまり利益も大きいということだ。にもかかわらず、それに見合うだけの税を納めていない。それをエルディアス人は、どう思うでしょう？」

「ええと……腹が立ちます」

「その通り」

　頷くローラントのあとを、野木課長が控えめに引き取った。

「エルディアスの同じくらい収益がある店などでは、当然きちんと納税しています。百瀬さんも会社に勤めているから実感があると思いますが、税金で引かれる額は決して少なくはないです。しかも前年度の収入から算出されるから、翌年にそれ以上の収入がなかった場合相当な負担になります。それでも義務だからと思って納めているのに、日本人の転生者は免税されているように見えてしまう。いい気持ちがするわけがないですよね。実際、昨日のような嫌がらせも発生している」

「はい、むかつきます」

　会議の場で『むかつく』は駄目だろうと思ったが、美咲は突っ込みを入れるより先に話を進めることにして、ローラントに尋ねる。

「ところでエルディアスの税率ですが、現段階では日本でいう住民税や所得税などすべて合わせて四割なんですよね？」

「ええ。戦が終わったばかりの頃は一割でも大変で。これでも回復した方です」

「エルディアスにしてみれば、当然の率なのでしょうが……」

　美咲は、日本人二人をちらりと見た。驚いた顔をしている。日本の感覚からすれば、税率四割は信じられない。

「日本では所得税が最低五％、住民税の税率が一〇％です。この認識の差が、転生者からの納税を渋らせる一因となっていると考えられます」

「なるほどね……というか、ニホンではそんなに低くてやっていけるのですか？」

「表面上は何とかやっています」

　というか、実際のところは、日本人が国に支払う額はそんなものではすまないのだ。控除をうまく使えば支払額を減らすこともできるがすべての人が可能なわけではないし、税金だけでなく社会保険料もある。結局、いろいろな支払額を合計すると負担になるのは間違いない。だから実際はエルディアスの四割負担より多く払っているかもしれないが、とりあえず日本人にその実感は乏しそうだ。

「なるほど。……まあそういうことなら、納税を渋るのもわからないでもない。そうか、考えもしなかった」

　常識の違いは、どんなに賢い人でもなかなか気づけるものではない。ローラントの責任ではない。

「それからもう一つ、資料にも書きましたが、転生者の店ではエルディアス産の食材を使用していません。農業従事者の損害が深刻になっていくことが懸念されます」

「どうしてですか？」

　質問は泉美から飛んできた。空気を読まなかったりする言動がたまに目立つが、わからないことをすぐに訊こうとする彼女の姿勢は好ましい。美咲は、頭の中で考えをまとめながら説明した。

「農家の人が野菜を売って、それが彼らの利益になりますよね？　彼らはその収入で、必要なものを買う。これで経済が動くわけです。また、野菜を買った人がそれを自分で食べるのももちろんだけど、加工してさらに販売するとその過程でも利益が発生する。そうやってお金が回っていくのが経済活動ですが、その動きが活発なほど景気がいいと言えます」

「ああ、日本が不景気なのって、お金が動かないからなんですね！」

「そうです」

　バブル崩壊だのリーマンショックだので、日本人はお金を貯め込む習慣が身についた。少しでも安いものを買い、できれば買い物自体をしないように努める。そうなると売る側の利益など当然発生しない。利益が出なければ従業員の給料ももちろん減る。最悪の場合は辞めさせられる。悪循環だ。

「まあ日本の不景気はさておき、とても繁盛している店で地元の食材を使わないというのは、それだけで印象がよくありません。農家はもちろん、街の人達から反感を買うのも時間の問題でしょう。まして、転生者の店ですから。今はまだすべての人々から反発があるわけではありませんが、これらのことが知れ渡ってしまえば転生者を追い出そうとする動きも出てくることが懸念されます。いえ、実際に起きてしまっていますね」

「一刻も早く、ということだね。だが戸籍が登録されないものを、どう言いくるめて納税させたものか」

　しばらく、沈黙が落ちた。それをおずおずと破ったのは、野木課長だった。

「よろしいでしょうか？　提案があります」

　軽く片手を上げて了解を取ってから、発言する。

「所得による徴税ではなく、人頭税か完全消費税制にしてしまってはいかがでしょうか？」
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　織田信長は、楽市楽座という制度を作った。これは学校の歴史で習うが、具体的にそれがどれほどの意味を持つことなのかということについて知っている人は少ないだろう。

　それまで商売の権利を独占していたり、非課税権、不入権を持っていた商工業者を排除し、誰でも好きなように商売ができるようにするという制度だ。

「それまでは、特定の商工業者だけが商売の権利を有し、彼らの利益から上がる税収を得ていたんですが、楽市楽座を行うことにより、商工業者達から特権を奪う代わりに当然税収もなくなるわけですよね。そこで、収益から税を取るのではなく、人一人に特定の額を課税して徴収するようにしたのです。それが人頭税です」

　何だか日本史の授業のようになってきたが、野木課長の話はおもしろいので美咲はメモをとりながら聞いていた。

「これなら、自分の領地に人間がいる限り税金が取れる。住民が増えればそれだけたくさん税金が集まるというわけです。楽市楽座で商売をしている人達なら、売り上げの中から払えばいいのですから、問題はない。税額は決まっていますから、大きな利益を上げれば上げるほど、徴税の負担は減ります」

　それなら商人達は張り切って商売をする。そして、商業が活発になる。ということは、新しい商品の開発などの商業的努力も積極的になるということだ。

「商業の発展が見込めるというわけですね。ですが、問題が一つ」

　ローラントもすっかり授業を聞く学生状態だが、さすがに一国の行く末を担う立場の者。

「農業従事者からの、確定的な利益が見込めないのではないでしょうか」

「ええ。かつての日本でも、商工業の発展は著しかったのですが、農業の方面では今ひとつだったようです。彼らも自分達で野菜を売ればいいのでしょうが、生産者としての立場で商売をするのと、ものを売ることを専門としている者達では、営業──売り込むための技術や方法論でどうしても差がついてしまうでしょう」

　農作物を育てるだけでも大変なのに、そちらにまで労力を裂けというのは酷だろう。ましてエルディアスでは日本と違って、インターネットで宣伝や通販という手段も使えない。

「どこかで差がついてしまえば、また新たな反感を生むだろう……穴埋めをするような別な政策が必要だな」

「そうですね。以上が、人頭税と商業規制緩和の概要です。もう一つの案が、すべての税を消費税──買い物をする際に支払う税金で集めてしまうというものです」

　つまり、所得税や住民税などをすべてなくす代わりに、消費税を一〇〇％にするという政策だ。一度の買い物でとんでもない金額が消えていくことになる。しかし平等という観点から言えばこの上なく平等だろう。程度の差はあっても、まったく買い物をせずにいられる人など今のエルディアスの社会にはいない。

「この方策のいいところは、戸籍の有無に関係なく確実に税が取れるところです。観光の外国人でも、税金を払ってもらえます。もちろん、転生者からも」

　なかなかいいアイディアのように思えるが、実際に消費税百パーセントの値札を見たら卒倒するだろうなという気もする。慣れれば問題ないのかもしれないが……。

「そういえば、北欧とかの福祉が充実した国では消費税が高いんですよねー？」

　泉美が尋ねる。日本の政治家が消費税を上げようとする際、必ずと言っていいほど引き合いに出す事例だ。

「毎日の買い物は大変だけど、その代わり病院や福祉施設の利用料は無料。教育も税金でまかなっている。大学まで無料なんて素晴らしすぎますね」

　野木課長はちょっと遠い目をした。確か、子どもが二人いて上の子が大学受験だったと聞いたことがある。親御さんは大変だなと美咲もしみじみしてしまう。

「ニホンでは、そんなに身分の高い人が多いのかい？」

　ローラントの言葉に、野木課長と泉美はきょとんとした。美咲だけがすぐに彼の疑問を理解する。

　エルディアスだけでなく、アイガウッド全体に言えることなのだが、高い教育を受けられるのは身分の高い者に限定されてしまうのだ。全員に事情が理解できるよう、言葉を選びながら説明する。

「日本は……日本だけではないですが、義務教育と言って一定年齢までの子供にある水準までの学問知識を身につけさせるというやり方をとっています。読み書き、計算から始まって、そこそこ高度な知識を学びますが、その間の学費は税金で賄われます。身分は無関係というか、そもそも今の日本に貴族はいません」

「すべての子供達が、平等に教育を受けられるということかい？」

「建前上では」

　現状はそううまくもいっていないのだ。昨今、子供の貧富の差という問題も公に取り上げられるようになってきているし、学校へ通っていても日本国内での学力差というのは大きい。地方による格差もある。

「ふむ……」

　ローラントは、難しい表情で考え込んでしまった。三人が少々不安を覚えるほどの間無言で唸っていたが、やがて上げた顔には晴れやかな笑みが浮かんでいた。

「皆さんのおかげで、いい考えが浮かびそうです。まとまり次第、議会にも提案しようと思います」

「議会制なのですね」

　渋いところに着目する野木課長。

「本当にありがとう。希望が見えてきました」

　一人一人と固く握手して、ローラントは何度もありがとうと繰り返した。

　最後に、美咲の手を取る。大きな手だ。温かい。でも覚えているより堅くて、かさかさしていた。
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　ラーメン店店主は、傍目にも相当緊張しているのがわかった。いきなり店の前に立派な馬車が止まり、四人がかりでわらわらと店から連れ出されたあげく、馬車に乗せられて連行された先が王宮の応接間だったのだから、当たり前だろう。むしろその状況で悠然と構えていられる方がすごい。いろいろな意味で。ローラント、アルフレッド、異世界支部調査課の三人。そして部屋の外には近衛兵も待機しているのだから。

　ラーメン屋店主を呼び出そうと言い出したのは、ローラントだ。

「突然すまない。本来ならこちらが出向くべきところを、大変失礼なことをしてしまった。本日の店の売り上げの見込み分は、こちらで負担させていただく」

「あ、え、はい……ええと」

　困惑している店主をまっすぐに見つめて、ローラントはおもむろに名乗った。

「私はローラント・デル・カデナ・エルディアス。王太子だ」

「おうたいし……え、お、王子様っ！」

　がたがたっと椅子を倒してひっくり返る店主。無理もない。そして、何とか上半身を起こした彼の顔が真っ青だったのも仕方のないことだ。

　突然王宮へ連行され、権力者の前に引き出される。これは処罰の流れにしか思えない。まして彼は、孤立無援天涯孤独の異世界人。悪い展開しか想像できないのは当然だ。

　付け加えると、ローラントはわざと居丈高に振る舞っている。これから始める話し合いのために。

「覚えていらっしゃらないと思いますが、先日お店でラーメンを食べさせていただきました」

　威圧的な態度を崩さないローラントの傍らから、すっと野木課長が前に進み出る。

「とてもおいしいラーメンでした。しかも、こちらの価格帯としてもかなりリーズナブルな設定だそうですね。人気店となるのもわかります」

「は、はあ……ありがとうございます。そういえば、こちらの皆さんで来ていただきましたね」

　丸くてぽっちゃりした野木課長の穏やかな笑みと口調は、緊張の極みにあった店長の気持ちをうまくほぐしたようだ。

　第一段階は成功。威圧からの弛緩。これで相手は、気を許した相手──この場合は野木課長──に対しては素直に話してくれるはずだ。

「ええ、ですが少し気になることがありまして」

「何でしょうか？」

「お店のラーメン、材料はいったいどうしているのかって」

「ああ、実は──」

　店主は野木課長の手を借りて立ち上がり、両手を身体の前でボールを持つような形で広げた。

「こうやってるんです」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、両手の間にふわふわと光の玉が現れる。泉美が驚いて声を上げた。

「これは……魔法？」

「いえ、少し違うみたいです。俺がこっちへ来る直前、女神様がくれた力で……」

　女神。

　ローラントが話していたとおりだ。美咲は思わず彼に視線を向ける。

「女神……。いったいどんな力を？」

　ローラントは、食い入るように光の玉を凝視していた。光は徐々に収束を始め、すっかり消えたときには店主の手の中に違うものが現れていた。赤いりんごが三つ。

「何もないところから、好きな食材を作り出す能力です」

　店主は、誇らしげに笑った。

「日本の店で使っていたのと同じメーカーや品質の食材を、ただでいくらでも作り出せるんです。コストが削減できて本当に助かっています。おかげで安く料理を提供できますし」

　なるほど、経営者にとってみればありがたい力だ。ほぼ百パーセント、売り上げが手に入る。売れば売るほど儲かることになる。

　だが。

「だが……そのせいで食材を売る商人達や生産者達の収入は、君一人の分だけ確実に減っている」

　ローラントの口調は厳しかった。つかつかと店主に歩み寄り、その手からりんごを奪い取る。

「この質のりんごなら、一つ二十グェンネで売れるだろう。そこそこ裕福な者でなければ口にすることのできない値段だ。これほどのりんごを作った者、そしてりんごを売る商人達の労力と労働への感謝として支払われるべき対価だ。君の力は、一体どこからりんごを取り出しているのかはわからないけれど、少なくとも支払いの義務を怠ったことにはならないだろうか？」

　店主はぽかんとしていたが、すぐに顔を強ばらせて俯いた。落とした視線の先には、恐らくりんごがある。

「彼らが生活の糧にするはずだった利益が、君が力を使った分だけ彼らのもとへは届かない。君が力を使って食材を得るというのは、そういうことじゃないだろうか」

　ローラントは、やはり無言でりんごを美咲に投げてよこした。慌てて受け止める。ほどよく固くて、綺麗な赤い色をしたおいしそうなりんご。少なくとも美咲は、こんなりんごをアイガウッドで見たことがない。

「その国、その土地で飲食業をして暮らしている以上、可能な限りその地域の生産者から食材を買い、それを食べたり調理して販売する。そこまでが大事な経済活動なのですよ」

　野木課長が、諭すように店主に話しかける。

「今はこの国の中で目立った問題は起きていませんが、このまま続けていたら確実にあなたも含めた国民にとって悪い影響が出ていたでしょう。この国の経済活動に参加せず、納税もしていない……身近なところでは、もうそんなあなたに対して反発があるはずですよね。店に嫌がらせをされているんですから」

「あれは……そういうことか……」

　店主は呟いた。俯いているので、顔は見えない。

「あなたの力は素晴らしい。ですが、どんな力であれ自分のためだけに使うのはあまりよくないと思いませんか？」

　答えは、ない。誰も何も言わない。

　沈黙が、しばらく続いた。

　美咲は、りんごをテーブルに置いた。微かにいい匂いがする。

「どうして……俺を呼んだんですか？」

　やがてぼそりと、店主が呟いた。

「ここへ呼び出して、罰するためですか？」

「いいえ」

　首を振る課長。顔を上げた店主は、疑問を浮かべた目で美咲達を順に見つめる。

「頼みたいことがあるからだ」

　その視線を捕らえて、ローラントが前に出た。驚いている店主の両手を取り、固く握りしめる。

「君の力を……長い間培ってきた料理人としての腕を、我々に貸してほしい」
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　ラーメン屋店主は、丸山信夫と名乗った。日本では、親の代からの店を継いで、しかしラーメン激戦区と呼ばれる地元で生き残るには力不足であることを痛感する毎日だったという。

「高校生くらいから店の厨房に入って、ちゃんと一人で料理を作れるようになってたんですけどね。そんなのは初歩中の初歩でした。餃子一つとっても、親父にはぜんぜん及ばなかった。親父が身体を壊さなかったら、俺が跡を継ぐのはもっと先だったでしょう」

　休みが少なく一日中働きづめで、父親は倒れた。幸い命に関わるような病気などではなかったが、すっかり気が弱くなった父は引退することを決めた。

「全部一人でやらなきゃならなくなって、大変でした。失敗も多くて、売り上げも親父の頃から比べたら減るし……それでも、あの日まではがんばってたんですよ」

　あの日。彼が、トラックにはねられた日。

　いつものように店を閉めて、家路を辿っていた。通い慣れた道。周りの風景も、何一つ変わらなかった。

　違ったのは、迫り来る強い光と、強い衝撃。

「それで、気がついたらアイガウッドに？」

「ええ……いえ、最初に目が覚めたときは真っ暗なところにいました」

　丸山は、ソファーの向かいに座ったローラントから、視線をやや上に逸らして考え込んだ。

「上下左右もわからないくらい真っ暗で、何が起きたかわからなかったんです。でも、しばらくしたらぼんやりと光が見えてきて。光がだんだん大きく膨らんで、その中からすごい美人の女性が現れました」

　美咲は、ローラントの隣で思わず身を乗り出した。

「その女性って、どんな様子でした？　見た目とか」

「金髪で──直毛じゃなくて、ウェーブがかかった感じでしたね。それが膝くらいまでの長さで、ほんとに美人でした。うーん、ハリウッド女優のヴィヴィアン・オーキッドみたいな」

　その女優を思い浮かべてみる。華奢で妖精のようなほっそりした体つきの、儚げで神秘的な雰囲気と美貌が特徴的な若手実力派女優だ。

「で、やっと人間が現れた！　って思って、ここはどこなのかってまず訊きました。そしたら、自分は女神だって名乗ったんです。それから……俺が死んだことも」

　女神。美咲は、思わず周りの人達と顔を見合わせる。

　当時のショックが蘇ったのか丸山はがっくりとうなだれていたが、すぐに顔を上げて話を続ける。拳を膝の上で握りしめたまま。

「俺はパニックになって、生き返らせてくれとか言った気がします。女神は、生き返らせるのは無理だけど違う世界に転生させることならできるって答えました。俺がそれでいいって言うと、この能力をくれて、使い方も教えてくれました。そして……気がついたらこの世界にいたんです」

「ふむ……」

　ローラントは、腕組みをして考え込んだ。

　美咲はじっと丸山を観察する。嘘をついているようではないし、でたらめと判断する根拠も要素もない。女神とのやりとりやここへ転生することになった経緯は、現時点では話の通りと考えておいてもよさそうだ。

　それにしても本当に女神がいるとして、いったい何者なのだろう。日本で死んだ人間をアイガウッドへ転生させて、何がしたいのか。目的もなくただ気まぐれでそうしたのか。あるいは、何かを企んでいるのか。

　どちらにしても迷惑だが、ただ一つ言えるのは、女神が人外の超越的な存在であるということだ。

　生き物の蘇生など、人間にできるはずはない。アイガウッドの現存する魔法でも不可能だとローラントが言っていたし、アイガウッドに生きる異種族の中でもそれを成功させた記録や歴史を持つ者はいないという。

「考えても女神の正体はわからないね」

　思い悩む美咲の横で、ローラントが肩をすくめた。

「では、当面の問題を検討しようか。ノブオ、君がエルディアスの食材を使わなかったのは、君の料理に適さなかったからと言ったね？」

「は、はい。ここで使われている調味料がどんなものかまったくわからなかったし、味も合いそうになくて。それに、見たこともない食べ物もあったからです。俺は料理人なんて立派なものじゃなくてただのラーメン屋ですから、初めて見る食べ物を使って独自の料理を作るなんて芸当は無理です」

「あー、私もここに来たとき知らない野菜や肉があるなって思いました」

　泉美が話題に加わる。実に躊躇しない娘だ。

「食べたらおいしかったんですけど、うーん、食べた感じ洋風って言うか、中華の材料っぽくないなとは思いますね」

「はい、特に野菜はそうですね。でも、ここでラーメン屋をやろうって思った最初の頃は、出汁くらいならいけるかと思って鍋で手当たり次第に野菜を煮込んでみたんですよ。でも予想通り、いいスープが作れなくて」

　美咲はあまりラーメンにこだわる方ではないのでわからないが、スープは重要と聞いたことがある。どんな食材で出汁を取るかによって、同じラーメンでも千差万別の味を生むという。

「あと、小麦ですね。鹹水っていうのを加えて麺を作るんですけど、まずここではそれが手に入らなくて。メンマもないし……とにかくないものの方が多くて」

「なるほどね。君ばかりを責められないわけだ」

　無一文、天涯孤独で異世界に放り出され、あるのは謎の能力とラーメン作りの腕と経験のみ。心の余裕など確かになかっただろう。

「すみません、俺、自分がそんな大それたことをしてるなんて気づかなくて……」

「もう気がついたのなら、とりあえずはよしとしようじゃないか。私も、君の事情を考慮せずすまなかった。しかし困ったね。君の話を聞いてみると、二度とやらないようにとは言えないよ」

　丸山がここへ来て一年ほど、ラーメン屋は軌道に乗り一応街の人の間にも浸透している。いきなり店をたためと言うことはもちろんできない。彼の生活の糧なのだから。だが彼がラーメン屋を継続するとなると、エルディアスの食材を使えないままでは、その女神とやらに与えられた能力に頼らざるを得なくなる。

「やはり、エルディアスの食材でどうにかできるようになってもらうのが一番いいだろうね」

　ローラントは、直ちに王宮の料理長を呼ぶように指示した。程なくして飛んできた料理長は、話を聞くと難しい顔をした。

「恐れながら、私も『らぁめん』とやらを食したことがございませぬ故、お役に立てるとは思えませぬが、調理法を聞いたところ、問題となるのは『ダシ』であると考えられます」

「ノブオ君、それはどうやって作っているんだい？」

「は、はい。俺の店だと、鶏ガラににんじんと玉ねぎと……他にもいろいろな野菜を入れます。ここにある似たような感じの野菜で試してみたんですが、微妙に味が違いました。どうも甘みが出なくて」

「エルディアスはあまり土壌がよくなくてな」

　しどろもどろの丸山に、料理長が答える。

「それに、基本的に煮込むという調理はしない。調味料と香辛料で濃い味付けをして、焼くか炒めるかという料理が多い。肉からスープを取る料理法はあるがな」

「肉……」

「肉から出るスープならば味が強いので、料理に使う素材が濃い味でも旨みが負けないし、野菜の味付けにもなるのだ」

　丸山は、「肉」と呟いて腕組みをする。

「そうか、鶏ガラじゃなくて、肉から出汁を取るならいけるかも……」

「あ、じゃあ、シカブシみたいなのとかどうですか？」

　あっけらかんと泉美が言ったが、部屋にいた全員が聞き慣れない単語に眉をひそめた。

「百瀬さん、シカブシって何ですか？」

「園田さん聞いたことないです？　あ、でもまだマイナーな食材かな」

　泉美は携帯端末を取り出しかけて、すぐにしまった。王宮ではインターネットが使えないことに気づいたのか。そして考え込むそぶりを見せながら、身振り手振りを交えて説明を始めた。

「フランス料理のシェフが考え出したらしいんですけど、材料が鹿肉なんです。鹿肉を鰹節と同じ作り方で削り節にしちゃったんですって」

「ほう、フレンチですか。おもしろいですね」

「はい。ヨーロッパだと鹿肉って高級食材なんですって。で、日本の鰹節とかだと魚臭さが出ちゃうし、味が薄いからあっちの味付けに負けちゃってせっかくのお出汁の味がしないんで、鰹が駄目なら鹿にすればいいじゃない！　ってことで」

　どこの王妃だ。

　だが、発想は興味深い。ラーメン屋としての見解はどうだろうと丸山を窺うと、彼の表情は一変して明るくなっていた。

「いいかもしれません。あ、でも、鹿節の作り方って……」

「ネットで調べてプリントアウトしてきますよー」

「お願いします。それから、肝心の鹿肉は……」

「それは心当たりがあるよ」

　ローラントは、美咲を振り向いて微笑んだ。美咲も、思い当たることがあった。

「ファッサですね」

「その通り」

　鹿に似ているが、巨大な野生動物。最近食用として使われるようになったと言っていた。昼食会で食べたが、おいしい肉だった。

「知り合いに狩猟がうまい人物がいるし、頼めば近日中に仕留めてくれると思うよ。肉が届いたら、早速その……『シカブシ』？　を作ってくれるかい？」

「は、はい！　やってみます！」

　丸山は、目をきらきらさせている。やはり料理に携わる者なのだ。新しいメニューへの挑戦は、楽しいことなのだろう。

「サティも一緒に行くかい？」

　突然話しかけられて、美咲は首を傾げた。

「どこへですか？」

「ファッサを狩ってくれる人のところへ」

　狩り。狩猟。それが得意な知り合い。

　真っ先に思い浮かんだのは、旧知の顔だった。思わず、頬が綻ぶ。

「ポルドー？」

「正解」

　ルゴッド族のポルドー。かつてともに魔王軍と戦った仲間の一人だ。
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「お嬢！」

　背後からの警告の叫びより早く、魔物の断末魔が響く。美咲は、何が起きたのかを瞬時に推測することができた。

「ありがとう、ポルドー！」

「気をつけろ、上からも後ろからも、地面からだって敵は湧いてきてるぞ！」

　魔王の城へと続くと言われている洞窟。そこを半ばくらいまで進んだときに、一斉に魔物が襲ってきた。狭い空間なので、効果範囲の広い魔法や飛び道具が使えない。ポルドーの本来の武器である弓矢も、今は彼の背中にくくられたまま。

「大丈夫？」

「誰に向かって言ってる？」

　だから美咲は確認したのだが、返ってきたのは強気な笑みだった。

「この程度の魔物、ゴーダに比べたら話にならねぇくらい弱っちぃぜ！」

　ゴーダは、大きいもので四メートルにも成長する動物だ。気性が荒いし厚い体毛に覆われた皮膚が硬く、剣や弓がほとんど通用しない。巨体だが、美咲が話に聞いて想像した感じでは最高速度五十キロくらいで走れるらしい。日本で言うと、熊に近いだろうか。

　自然の中で暮らし自然と共に生きてきた種族であるポルドーは、仲間達の中で最も凶暴な生き物と戦った経験が豊富だ。そしてその戦い方も、相手に合わせて臨機応変に変えることができる。

「おら、ぼーっとしてる暇はねぇぜ！　また来やがった！」

　ポルドーは今まで構えていた長剣を鞘に収め、武器を短剣に持ち替えた。

「次はムラフェに似た奴だな……行くぜ！」

　巨大なニシキヘビのような魔物に、ポルドーはまったく臆した様子もなく飛びかかっていった。
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　ルゴット族は、いわゆる異種族だ。ヒトとは違う祖先と進化形を辿り、ヒトと異なる文化と歴史を受け継いでいる。外見はほとんど美咲やローラントと変わらないが、特に狩猟に長けた高い身体能力を有し、森とともに生きてきた種族である。

「お嬢！　もう二度と会えねぇと思ってたぞ！」

　一族の戦士筆頭であるポルドーは、黒炭のような目とチョコレート色の肌をした逞しい体躯の男だ。むきむきの太い両腕でがっちり抱擁され、美咲は全力でもがく。

「ポルドー、サティが潰れる」

「ん？　ははは、すまんな王子」

　ローラントにたしなめられて、豪快に笑いながら美咲を解放したポルドーは、満面の笑みで「それにしても」と続けた。

「どうしてここにお嬢がいるんだ？　また魔王でも復活したのか？」

「差し支えなければ、今から説明するよ。君の力を借りたいんだ」

　ポルドーは、昔と同じ気安さでローラントと美咲を自分の小屋へ案内した。

　このルゴット族が住む森は、エルディアスの城下から南へ二十キロほど進んだところにある。彼らはもともと、エルディアスから馬で一ヶ月ほどの遠い場所にある広大な森に住んでいたのだが、そこを魔王軍に焼き払われて放浪する羽目になったのだ。エルディアスに流れ着いたルゴット族と国民の間にはいろいろ行き違いがあったのだが、最終的にルゴット族の居住地を新たに決めたのはローラントの采配だった。

　そのためだろうか。森の中を進んでいく間に、すれ違うルゴット族の人々はローラントに深く頭を下げていた。

「王子は今も、みんなから感謝されてるんだぜ」

　ポルドーの小屋の中央にあるテーブルにつく。彼はてきぱきとお茶を入れ、美咲とローラントの前にカップを置いた。木をくりぬいて防水加工をしただけの素朴なものだ。持ち手はなく、湯飲みに似た形をしている。

　吹き冷ましてから、一口飲む。懐かしい味がした。

「メッポのお茶だね」

「ああ。お嬢好きだったよな。旅の間はよく淹れてやったっけ」

　メッポは、樹木の名前だ。その葉をお湯で煮出して飲む。香ばしくてすっきりした味わいで滋養もつくといわれており、ルゴット族の間では薬としても重宝されている。実際、少し体調が悪いとか疲れが抜けていないと感じたときに飲むと、身体が楽になった。

「それで、話ってのは？」

「ああ、実は──」

　ローラントは、二つの世界を繋げたことから始めてエルディアスの現状までを要領よく話した。最初ポルドーは穏やかには相づちを打っていたが、次第に険しい顔つきになり、ローラントが口を閉ざしたときには無言で宙を睨んでいた。

「私としては、暴力的な手段はできるだけ取りたくはない」

　コップの底に残っていたお茶で喉を潤して、ローラントはきっぱりと言い切った。

「転生者を権力や武力で抑えつけるのは、安易な上に後に禍根を残してしまう方法だからね。転生者とエルディアスの民と、双方納得した形で取り込む方が長い目で見れば得策だ」

「それで、その料理人の野郎を抱き込んだってわけか」

「そうだ」

「で、俺にファッサを狩ることで協力しろと」

「ああ」

　ポルドーは、またむっつりと黙り込んだ。美咲は、不安になって何か言おうとしたが、それより先にポルドーは話し始めた。

「その……転生者ってやつら。この森にも紛れ込んで来やがったぜ」

「え？」

　美咲は目を見開いた。

「いつ？」

「半年くらい前かな。道に迷った旅人か行き倒れかと思って助けたら、わけのわかんねぇことばっかりしゃべってよ。今の話を聞いた限り、そいつはニホンから来たやつだったんだろうな。その、らぁめん？　だかを作るやつと似たようなことを言ってた」

「もし、その人も転生者だとすると……『女神』から何らかの特殊能力をもらっていることになるね」

「そうだね。で、その人はどんな人物だった？」

「人間の十五、六歳くらいの男のガキだったな。髪と目は黒、ひょろひょろした体格で、特に目立った特徴はなかったなぁ……。あ、でも、そんなやつなのに異様に女達がそいつのことをかまって……ちやほやしてたんだ」

「女の人にもてたってこと？」

「ああ。ここへ連れてきた日に、フッガっていう娘を看病のためにつけてたんだが、それが最初だったな。気づいたら奴は常に若い娘に囲まれていて、男達からは目の敵にされるようになってたぜ。何でも、恋人がそいつに目移りしたって話も一人二人じゃなかったんだ。それで、すでに結婚している女までが間違いを犯さないようにってことで、一族会議でエルディアスの近くまで送り出すことになったんだよ」

　ポルドーは簡単に話しているが、実際はかなり深刻な事態になりかけていたようだ。恋愛問題というのは些細なことと思われがちだが、拗れると大きな事件に発展することだってあり得る。好きな人を巡って刃傷沙汰、という話が美咲達の世界でも珍しくないのが、その証拠だ。そう考えたからこそ、一族での決定としてその男──少年といった方がいいかもしれない──を森から追い出すことにしたのだろう。

「けど、それがまずかった。奴に惚れてた娘達が何人かついて行っちまったんだよ。今でも奴と一緒にエルディアスにいるんだが、どれだけ説得しても帰らないの一点張りでな。奴自身に話してもらちがあかないし、娘達の方なんざとうとう聞く耳持たなくなっちまった」

　やれやれ、と頭を掻くポルドー。心底からの疲れが見て取れた。

「その口ぶりからすると、問題の解決に直接当たっているのは君なんだね？」

「さっすが王子。その通りなんだよ」

　ポルドーは、苦笑して立ち上がった。お茶のおかわりを人数分淹れて戻ってくる。

「娘達の親や元の恋人達は嘆いているし、何が起きてそういうことになったのか皆目見当もつかねぇってのは不気味だろ。かなりの色男だとか金持ちだとか、何かしら理由があるならともかく」

「たくさんの娘達を魅了するような特徴が、その少年にはなかったということかい？」

「ぜんぜんだな。どこにでもいるような優男だぜ」

　美咲は考え込んだ。

　女性にもてるような特徴を何も持たないような少年が、そんなに大勢の娘達を連れて去ってしまったというのはやはり不自然だ。しかし、この不自然さに何か理由があるのだとしたら。

「ローラント。『女神』がその男の子に与えた力というのが、ルゴット族の娘達に作用したとは考えられない？」

「ノブオの、食材を作り出す能力のようなものだと？」

「端から見て、その男の子に女性受けするような要素が何もないのなら、そう考えた方がいいんじゃない？」

「……さりげなく辛辣だね、サティ」

「どういうことだ？」

　ポルドーは首をひねっている。

「つまり、日本から転生したその少年に『女神』が与えた特殊能力が、異様に異性を惹きつける能力なのかもっていう仮説よ」

「……それは、まあ嬉しいっちゃ嬉しい能力かもしれんが……」

　美咲から見れば、スケールの小さい能力に思える。

「まあ、それも当人に直接訊いてみるとしよう」

　二杯目のお茶も綺麗に飲み干したローラントは、出発の支度を始めていた。

「ポルドーはどうする？」

「会いに行くのか？」

「ああ」

　ポルドーは、にやりと頬に笑みを浮かべた。

「一緒に行くぜ」
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　岡村悠ゆう人と。それが、問題の転生者だ。日本では、高校生だったそうだ。

「学校から帰る途中で、トラックにはねられてさ。気がついたらここにいた」

　ラーメン屋の丸山もトラックにはねられたらアイガウッドに来たと言っていたが、何か関係があるのだろうか。

　ローラント、ポルドー、そして美咲は、岡村の住んでいるエルディアス城下の一軒家に足を向けた。一度訪ねたことがあるポルドーに案内を頼み、街の入り口から徒歩で三十分。今回は転生者がどんな人物なのか、そしてここへ来た事情を聞くためということで、ポルドーの役目である娘達の説得は控えてもらうことにした。目的は一つに絞らないとややこしくなる。ただでさえ用件が込み入っているときは特に。

　岡村はポルドーが説明した通りのこれといって特徴のない容姿の少年で、明らかに虚勢を張っているとわかる様子でローラントを睨み付けていた。彼の周りを取り囲む美少女達の手前、格好をつけたいのかもしれない。

「トラックというのは、君達の世界の乗り物だね。それで……」

　ローラントは、ゆっくりと尋ねた。

「女神に会った、と聞いたけれど」

「ん？　ああ、トラックにはねられたあと、真っ暗な場所にいてさ。誰かいないのかって探したら綺麗な女の人が──」

「ユウト様、鼻の下ながーい」

「ばっ、そんなことねぇよ！」

「もう、ユウトったらこのあたしを差し置いて他の女に目移りしてたの？　悪い子ねぇ……」

「ちょ、ま、変なとこ触んなっ！」

　突然話に乱入してきた美少女達は、きゃあきゃあと騒ぎながら岡村をいじっている。楽しそうなのは結構だが、話が少しも進まない。

「おい、お前ら。今は話が先……」

「きゃー！　ユウトくんのばかっ！」

「ねえユウトー、ボクの方がその女神様よりかわいいよねっ？」

「……ユウトは……私のこと、好き……だよね？」

「べっ、別に、ユウトが他の女に興味を持ったって関係ないんだからっ」

「ほぇ～？　ユウトくん？」

　誰一人ポルドーの方を見向きもしない。彼は肩をすくめて、ローラントと美咲に視線を移す。恐らく彼が前に来たときもこんな感じだったのだろう。

　ローラントはすこし考えるそぶりを見せた後、そんな一団を眺めながら少しだけ後ろへ下がった。彼が何をするつもりなのかは、詠唱しているのが聞こえてきたときにわかった。どんな魔法を使う気なのかも。美咲とポルドーは、急いでローラントの後ろへ回り込む。

　そして。

「きゃーーーーーっ！」

　戯れる一団の真上に、水の塊が現れて弾けた。

「うっわ、容赦ねぇ……」

　ポルドーが唖然としたのも無理はない。恐らくバスタブ一杯くらいの量の水が一気に降ってきたのだ。

　水はすぐに収まったが、岡村と美少女達はずぶ濡れで伸びていた。あられもない格好で倒れている娘もいる。

　最後に金だらいが落ちてきたら完璧だったな、と美咲は思った。コントみたいで。

　儚げで繊細な美貌の持ち主だが、ローラントはかなり怒らせると怖い。うっかり宥めようとしたらとばっちりが来たりする。滅多に激さないところが救いと言えば救いだ。

「話を進めても？」

　にこやかに尋ねるローラントの前で、岡村はずぶ濡れのまま正座した。なぜか、他の娘達も同様だ。日本人でもつらい正座なのに大丈夫だろうか、と美咲はその様子をぼんやり眺めていた。

「女神とはどんな話をしたんだい？」

「どんなって……俺がトラックにひき逃げされたこととか、ここの世界になら転生できるけどどうするかとか、あと、何か特殊能力をもらえるけどどんなのがいいか、とか訊かれただけ……です」

　ぎこちないながらも、敬語になっている岡村。日本人なら必須のスキルである。たとえ世界を超えても転生しても、礼儀は大事だ。

「それでどんな能力を望んだの？」

「……」

　岡村は、ぶすっとした顔で黙り込んだ。ちらちらと周りの娘達を見ている。

　これはもしかして、美咲の予想が的中したのか。

「すべての女の子にもてたいとでもお願いした？」

「なっ──！」

　顔を真っ赤にして挙動不審になる岡村。わかりやすい。というか、何と己の欲望に正直なのだ、この少年は。

　ローラントは苦笑し、ポルドーは床に寝ていた。こけたのかもしれない。美咲はしばらく天井を仰いでみたが、次のリアクションが浮かばない。

「ええと……」

「どうする？　サティ」

　ローラントも困った顔をしている。ポルドーは、寝転がったままあくびをしていた。

「まあ、女神が関係しているのは確かだね」

　場を取りなすように、ローラントが言った。

「今までにも、女神の存在に言及する転生者は見つかっている。この女神が世界を超えた転生を意図して行っているのか、だとしたら目的は何なのか……」

「転生者に訊いてもわからないでしょうね。ほとんど会話らしい会話もしないでここに送り込まれてるようだから」

「はた迷惑な話だよなぁ」

　とりあえず、これ以上は岡村に尋ねることはない。律儀なローラントはびしょ濡れの室内と岡村達一同の身を炎と風の魔法できちんと乾かし、いとまを告げた。

「また来るかもしれないが、そのときはよろしく」

　ポルドーを先頭に出入り口に向かう。美咲は最後に出ようとしたのだが、その瞬間首筋に微かな痺れが走った。

　振り返る。だがそれより先に、手が動いていたようだ。がしゃんという音を耳と目で追うと、足下には粉々になった陶器の欠片が散っていた。

　頭で理解していたわけではない。だが、わかっている。何が起きたのか。

　美咲は、迷いなく娘達の一人に目を向けた。今自分達に壺を投げつけたであろう赤いショートヘアの勝ち気そうな少女は、視線が合うとびくりと肩を震わせる。

　何に怯えているのだろう。壺を投げたのがばれたことか、それとも、それがローラントに届く寸前で、美咲の手刀で叩き落とされたことか。

　その娘を、美咲は睨み付ける。

「二度目はない。忘れるな」

　警告。少女は何度も首を縦に振る。

　美咲は、そのまま外に出た。扉が閉まる。

「お嬢、さすがだな」

　待っていたポルドーがにやにやと言った。

「全然衰えてねぇ」

「そうでもないよ。かなり鈍った」

　日本に戻って十年、体力と機敏さを少しでも維持しようとトレーニングは半ば習慣で自主的に続けているが、どうしても限界がある。勇者として戦いのさなかに身につけた力の大半は、今はもう使うことができない。

　まあそれは、年齢や鍛錬不足のせいだけではないのだが。

「さっきの啖呵も切れがあってぞくっとしたぜ。変わってねぇなぁ。昔のまんまだ」

「そうかな」

「ああ。よく魔王軍の奴らとかにあんな風に睨みを効かせたり威嚇したりしてたじゃねぇか。今も覚えてるが、やっぱ魔王の面前で一発がつーんと言った文句が最高だったな」

「そうだね。あれでいっそう闘志が湧いたよ」

「……そんなにすごいこと言ったっけ？」

　まったく記憶にない。当時はただ夢中だったし、早いところ決着を着けたくて必死だったのだけは辛うじて思い出せるのだが。

「ありがとう、サティ」

　不意に、ローラントが口調を改める。

「私を庇ってくれて。怪我はしなかった？」

　言いながら伸ばされた手を、避けられなかった。包まれる。温かくて大きな掌に。やはり、かさかさしている。それに、固い。

　昔は、過酷な旅のせいでもっと荒れていた。

「少し赤くなっているね」

「……これくらいすぐ治るよ。血も出てないし」

「大事なサティが、私のせいでたとえ少しでも傷ついたなんて、自分が許せないんだよ」

　そのまま彼は、回復魔法の詠唱に入る。彼は魔道士なので小規模なものしか使えないのだが、軽い打ち身を治療するには十分すぎるほどの術。

「……変わらねぇなぁ、お二人さんは」

　しみじみと呟くポルドーに、顔を見られないように俯いた。

　きっと、赤くなっている。こんなに熱いのだから。
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　エルディアスへの観光ツアーを、日本の旅行会社と提携して運行してもらっているという話は以前ちらりと聞いていた。その参加者アンケートが届けられたというので、異世界支部調査課の三人も見せてもらうことになった。他に、アルフレッドとポルドーも。アルフレッドはローラントの護衛なのでいつも一緒にいるのは当たり前なのだが、ポルドーまでが気づいたら何となく顔を出すようになっていた。いいのだろうか、と思わないでもない美咲であった。一応、社外秘なのに。

「いい意見もたくさんありますね。『自然が独特でよかった』とか、『料理がおいしかった』とか……。『生まれて初めて魔法を見て感激した』なんてのもありますね」

　野木課長は読み上げながらアンケートを分類している。いい意見、悪い意見、中間の意見という分け方のようだ。

「ふむ……」

　アンケートの仕分けを終えた課長の顔には、険しい色が浮かんでいる。悪い意見の中に問題点がありそうだと思い、美咲はそっと目を通してみる。

　三通目くらいで、美咲にもわかった。致命的な問題が、エルディアスにはある。

「ローラント殿下」

「何でしょうか？　ノギ殿」

　野木課長が差し出した手の上に、美咲はアンケート用紙を返した。

「ここ……旅行で気になった点を書く箇所なのですが、皆さん一様に指摘されていることがあります」

「はい」

　ローラントに日本語は読めないが、エルディアスの言語に翻訳したものは、美咲が作って渡してある。だから彼も、アンケートの内容は把握している。

「よい意見を書いてくれた人も、同様のことを記入していましたね。『用を足す場所が不便だった』と」

　美咲も思い出していた。昔、この地のトイレで大変な衝撃を受けたことを。

　当然日本のような水洗トイレではないし、ひどいときは屋内ですらない。穴を掘ってそこで用を足すという、ワイルドさ満点の仕様だった。戦の最中であり旅を続けていたから仕方がないのだが、衛生面に関してはかなりのレベルで気を遣う国で生まれ育った美咲は、なかなか慣れるまでに苦労した。

「ただでさえ、日本人は世界一トイレにうるさいと言われますから」

「そうなのですか？」

「最新式のトイレ設備を博覧会で展示したところ、外国からの観光客が驚いていたそうです」

「課長、調査課のトイレで実際に説明して差し上げたらどうでしょうか？」

「そうですね。百聞は一見にしかずです」

　野木課長がローラントを連れてトイレに向かい、アルフレッドとポルドーもついて行った。しばらくして、野木課長の説明の合間に「うわー！」だの「か、神の力かっ！」だの、「天国のばあちゃんが喜んでるぜ！」だの、謎の歓声が上がり始めた。

「すごいびっくりしてますねぇ」

　泉美はそんな騒ぎを聞いて笑っている。

「仕方がないですよ。私もこっちから日本に戻ったとき、しばらくギャップから回復できませんでしたから」

　当時、日本のトイレに携わる古今東西すべての人々に、毎日感謝の祈りを捧げていた美咲である。

「でも、特に女性はトイレ大事ですからねー。汚いトイレだと入りたくないですもん」

「シャワートイレは無理だとしても、せめて水洗であってほしいというのはわかりますね」

　日本のとある村では、観光産業に力を入れるに当たり何をおいてもトイレを整備することを最優先にしたという。トイレが汚いだけで、悪い印象を与えてしまうから、と。反対意見も出たが、結果として提案者の読みは正しかった。観光地へ行って名物を食べない人はいても、トイレの必要を感じない人などいない。清潔で使いやすいトイレがあるというだけで、安心してそこへ訪ねることができる。

　実は、調査課のオフィスを用意する際に美咲がローラントにとにかく念を押したのがトイレ関係のことだったりする。毎日のことなのだから、不自由でいやな思いはしたくない。ちなみに、二番目がネット環境である。

　しばらくして、男性陣がわらわらとトイレから戻ってきた。エルディアスの三人は、何やら放心している。

「神は、神はここにいらっしゃった……！」

「じいちゃんに……じいちゃんにも見せたかった……っ！」

「いや、これは確かに……我々の配慮がまったく足りませんでした」

　唯一ローラントだけが冷静だったのは、さすがと言うべきか。ポルドーのつぶやきに至っては、いったいじいちゃんに何があったんだよと突っ込みたかったが、話が脱線するのが確実なので我慢する。

「これで、我々がまずすべきことが見えてきましたね」

　課長は、ほのぼのと人数分のお茶を準備し始める。美咲はすかさず立ち上がって、課長と替わった。

「すべきことですか？」

　美咲よりワンテンポ行動が遅れて手持ちぶさたになってしまった泉美は、たまたま給湯スペースにあったお菓子を用意することにしたらしい。お菓子の箱を開けて、菓子皿に中身を並べる。

「私達は、ここで会社がどのような事業を展開できるのかを検討し、それを報告するために仕事をしているわけですからね。下水道整備やトイレ云々にどれくらい関われるかは上の判断に委ねることになりますが、給料分働いているアピールのためにも、この件をなるべく早く報告書にまとめて出した方がいいでしょうね」

「あ、はい。そうですね！」

　絶対彼女は仕事目的を忘れていただろうなと思ったが、美咲は黙っていた。なぜなら、美咲も同様だったから。

　ここ一ヶ月ばかりは転生者の件でやることが多くて、かかり切りになっていたせいもある。税金に関する問題は結局課長の案が骨子になったようで、ローラントを中心に議会でいろいろとやっているようだ。さすがにその段階までは、美咲達に関わることはできない。

　ローラントの話によれば、なかなかいい手応えがあるらしい。目に見える部分では、丸山信夫のラーメン屋に変化が現れた。なるべくエルディアス産の材料を使って、新メニューを考案中だという。

　ファッサはポルドーが大量に狩ってきてくれ、泉美がアイディアを出した削り節にしてみたところ、予想以上においしかった。美咲も出汁を試食させてもらったが、濃厚なのにくどくなく、いくらでも飲みたいと思わせる深みがあった。これでスープを作れば、ラーメンだけでなく他の料理もできるだろう。

　もう一つ意外だったのは、泉美が料理上手だったことだ。

　一人暮らしで、食べることが元々好きなので、休みの日や早く帰れた日は自炊するのだという。メニューもネット上からレシピを見つけてきては作り、おいしかったらブログに写真付きで感想を書き込むという、いわゆるブロガーだ。食べ歩きの記事もたくさんあり、ファンもかなりいるらしい。鹿肉の削り節という情報も、そんな中で見つけたという。

　今、泉美は丸山のラーメン開発を手伝っている。現時点で調査課としてこれといった明確な目標がないのと、転生者である丸山の『地産地消メニュー』を完成させることがエルディアスのためになるという理由から、野木課長も泉美の好きなようにやらせている。課長のことだから、この件を報告書にまとめてすでに上に提出しているかもしれない。「ちゃんと仕事してるんだよアピール」として。

　日本円にして五億という大金を、ローラントは共同事業資金として会社に提供している。だから、何かの成果を速やかに出すことを求められるのは当然の流れだ。ローラントの方はいいとしても、何の結果も出せないままでは会社側は納得しない。

　転生者達がもたらすエルディアスへの不利益を解決することと、エルディアスにおける日本企業の事業に関して、新規開拓の可能性を見出すこと。なかなか大変な目的が二つもある。

　各々にお茶を配りながら、美咲は暗い気持ちになる。

　課長は、生き生きと楽しそうに仕事をしている。泉美も、得意分野の経験と知識を生かすのが嬉しいらしい。ローラントは国のために情熱を注げる人だし、アルフレッドは任務にいつも熱心だ。

　何かを目指して日々がんばっている。とてもうらやましい。できることがあるのは。

「どうした、お嬢？」

　ポルドーが、さっき皿に盛ったお菓子を早くも頬張りながら言った。昔から有名な仙台銘菓、満月のように優しい黄色の、クリームがおいしいお菓子である。よほど口に合ったのか、一瞬精悍に整った顔がふにゅりと崩れた。強面だが、実は甘党なのである。

「何でもないよ」

「お嬢は嘘をつくときまず『何でもない』って言うぜ」

　そうだったのだろうか。心当たりを探るが、黙っていると肯定していることになるのだとすぐに気づく。

「……でも、別にたいしたことじゃないよ、ほんとに」

「ならいいが。お嬢はすぐ一人で抱え込むからな」

　ポルドーはお菓子を一つ皿から取り上げ、美咲の手に載せる。

「だけど、またお前さんに会えて嬉しいぜ」

　名残惜しげに残りのお菓子を味わいながら、彼は笑った。

「元気そうで安心したし、あの頃より美人になったし。女の十年はほんとにとんでもないぜ」

「ポルドーは、十年の間にお世辞が上達したね」

　美咲もくすりと笑みを漏らし、お菓子を一口囓る。ほんのり甘くておいしい。

「いずれ、他の連中も集めてぱーっとやろうぜ。再会の宴って奴だ」

「いいね」

　十年は長い。かけがえのない仲間達は、その時間をどう過ごしたのだろう。どう変わったのだろう。とても知りたい。

　アルフレッドから少し聞いたところでは、それぞれに生きる道を見つけているようだった。学校へ行ったり、故郷の復興を目指したり、家庭を持ったり。

　結局──と、美咲は胸の内で自嘲した。

　結局、美咲だけなのかもしれない。戦いが終わり日本へ戻ったあの日から、一歩も先へ進めずにいるのは。
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　二ヶ月も経つと、暮らしのペースというものができてくる。職場が異世界であってもそれは変わらない。

　朝九時から始業、夕方五時半に終業。昼休みは一時間。残業はなし。というか、アイガウッドで残業しても無意味なのだ。電気がないので当然夜は暗く、物騒で不用意に外を出歩けない。現地の現状から仕事内容を決定するという業務の性質上、そういうわけで夕方からは仕事にならない。オフィスでするような仕事も、だいたい業務時間内に終わってしまう。

　現代日本では天然記念物並みの業務体系であった。早く帰れるので趣味の料理などができて嬉しいと、泉美は素直に喜びを表に出している。野木課長も、帰宅後に家族と過ごす時間が多くなって気持ちにゆとりが出てきたと、控えめながらも嬉しそうだ。

　美咲はといえば、特に以前と変わらない生活をしている。趣味がないわけではないが休日に楽しめば十分だし、帰宅が早くなったからといって課長や泉美ほどメリットはない。

　最近特に、自分はつまらない人間なのだと思う。

　この日もいつもと変わらず終業時間になり、異世界支部調査課の三人は帰り支度を始めていた。いつもと違ったのは、アイガウッドへ通じる側のドアがノックされて、アルフレッドがひょっこり顔をのぞかせたことだった。

「ああ、よかった。まだいらっしゃった」

　走ってきたらしい彼は、頬を上気させて中へ入ってきた。

「どうしたの？　ローラントに何か……？」

「いえ、伝言をお預かりしてきただけです。明日の夜、皆様を夕食へご招待したいと」

「夕食？」

　泉美が表情を輝かせる。以前の昼食会のような感じを想像しているのだろうが、今回は夕食である。美咲は、まずそこを確かめておくことにした。

「『夕食』なんだよね？　『晩餐』じゃなく」

「はい、夕食です」

「え？　何が違うんですか？」

　泉美は首をかしげる。わからなくて当然だ。

「夕食だと、たぶん前の昼ご飯の時のような感じで、若干フランクです。晩餐だと、作法とかがきっちり決まっていて正直食べた気がしません」

「うえー、やだー」

　まったくもって率直且つ端的なコメントが返ってきた。

　美咲も、二度王宮の晩餐に参加したことがある。着るものは決まっているわ、席に着く順番にもうるさいわ、なんだかんだとしきたりが持ち出されて右往左往したりなど、数え上げるときりがないが、とにかく面倒で大変だった。

　さすがにそれくらい正式な場でのしきたりや作法は王族や貴族にしっかり受け継がれているので、戦時でも完全になくなったりはしなかったらしい。それでもかなり簡略化されていたということだった。そして略式にし続けた結果、先日ローラントが言っていたように、失われてしまった作法や文化、しきたりもあるのだろう。

　晩餐に参加するくらいの人は王侯貴族といういわゆる身分が高い人なので、空気までが違う。最初は『勇者』の顔見せのための晩餐会、二度目は戦勝の宴だったが、堅苦しくて何を食べたのかまったく覚えていない。たぶん一流の料理人が腕を振るった、戦時としてはおいしい食事だったのだとは思うが。

「それなら、明日は特に礼服に着替えていかなくてもいいんですね？」

　課長も安心した様子だった。礼装一式持って出勤するのは大変だ。

「でも、明日はちょっといい服着てこようっと」

　泉美も美咲もオフィスカジュアルで通勤しているが、作業をすることが多いので動きやすさを重視している。せめてパンツではなく、スカートを履いてこようと美咲も思った。

「ノブオさんも調理に加わって、新メニューを披露したいそうです。楽しみにしていてほしいとのことでした」

「えっ、丸山さんが？」

　泉美は笑顔で両手を打ち鳴らす。

「あ、じゃあもしかして、この間一緒に考えたあれが出るのかなぁ」

「あれ？」

「ふふ、内緒でーす」

　くすくす笑いながら、泉美はバッグを取り上げる。

「明日楽しみです」

「そうですね」

　課長も、笑顔で鞄を持った。アルフレッドが挨拶をして帰って行ったのを機に、一緒にオフィスを出る。

　日本に通じる側のドアは、本社の廊下に繋がっている。出口に近いので便利だ。外へ出て、そのまま各自の帰路につくのがいつもの習慣だ。

「園田さん」

　しかし今日は、泉美が呼び止めてきた。乗る電車は違う線のはずなのに、美咲の隣を並んで歩く。

「どうかしました？」

「いえ、明日の服装なんですけど、どんな感じにするかなって。きっちりしたワンピースとかの方がいいですか？」

「ああ」

　美咲は頷いてから、少し考え込んだ。場所は王宮だろうから、フォーマルに近い方がいいのかもしれない。

「そうですね、でも例えば結婚式に着ていくようなのじゃなくても、普段着のちょっとフォーマルっぽいのでもいいと思います。メンバーはローラント達だけだろうし」

「そっか、よかった。ありがとうございます。実は結婚式用のワンピースとか持ってなくて」

「そうなんですか？」

「はい。いつもレンタルしちゃうから」

　確かに、思い切って一式揃えたとしても次にいつ使うかわからないし、何年も経ってしまったら流行遅れになって着られなくなることもある。レンタルの方が賢いかもしれない。

「そういえば、あんまりプライベートなこと話したこともなかったですね」

　六時前の街はまだ帰宅ラッシュというほど混雑もしていなくて、これから始まる夜のために準備を始める人達の高ぶりも穏やかだ。曖昧な空気の中を二人は進む。

「その前は、顔も知らなかったですしねぇ。何しろうちの会社人が多いから」

「そうですね」

　同時期に入社しても休み時間のシフトがまちまちなので、下手をすれば話す機会がないままのこともある。それでもそれなりにグループはできていくものだが、美咲はあまりそういう付き合いが好きではないので、休憩も一人で過ごしていた。

　今は三人しかいない部署、休憩時間もだいたい日本時間の十二時から一時間取っているが、何となくそれぞれに昼ご飯を食べて休んで……という過ごし方だ。男性で年も離れている野木課長が、美咲と泉美に何となく遠慮しているからだろう。そうなると、同性二人で話をして盛り上がるわけにもいかない。加えて、美咲自身もあまり社交的ではない。当然の流れと言えた。

　でも、泉美は話し好きで人なつこい性格だ。黙りこくって過ごさなければならない昼休みが、実は苦痛だったのかもしれない。

「百瀬さん……」

「はい？」

「昼休み、誰かと一緒にお弁当食べたいですか？」

　泉美は、きょとんとした。

「何ですか、突然」

「いや、昼休みとか苦痛だったんじゃないかなって。私、そういうの鈍感だから今まで気がつかなくって……」

「そんなことないですよー」

　にこにこと首を振る泉美の様子は、気を遣って本心とは違うことを言っているようには見えない。

「っていうか、適当な仲良しグループ作って毎日お弁当食べて、昼休み終わるまでつまらない話を延々しなきゃならない方がよっぽどいやですよー。毎日おんなじようなことしか言わないし。悪口、愚痴、あと身内自慢？　芸能ニュースとかもですけど、そんな話題、人生のためになんか全然ならないですしー」

「……結構すごいこと言いますね」

　見た目は今風のかわいい女性なのだが、中身はなかなか独特のようだ。話してみないとわからないこともあるものだ。

「あ、でも、好きなことの話題なら大歓迎ですね。料理とかー」

「ああ、写真をＳＮＳにアップしてるとか」

「そうだ、それで考えてたんですけどー、丸山さんのラーメンが完成したら、オフィシャルブログみたいなの作って宣伝できないかなって」

「ブログですか……」

　確かに、エルディアスへの観光客誘致をしている以上、グルメという身近なところから宣伝をするのは有効かもしれない。だが、日本からアイガウッドへ行く手段が限られているなら、もう一つ何か工夫をしなければ盛り上がらないだろう。

「観光ツアーの行程に、丸山さんの店か料理を組み込んでもらうとか……」

「あ、いいですね」

「あと、こっちの料理イベントの時、丸山さんに出品してもらうとか……」

「グルメイベントたくさんありますからね！」

　何だかいろいろ可能性が広がりそうだ。ちょっと楽しくなってくる。

「課長やみんなにも提案してみましょうか」

「そうしましょう！」

　話はいろいろ盛り上がり、気づけば美咲が乗る路線の乗り場入り口前まで来てしまっていた。名残惜しくはあったが、別れ際、泉美のブログのアドレスを教えてもらう。

　電車に乗っている間も、ほのかな高揚感は消えなかった。

　楽しかった。

　明日もがんばれそうだ。
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　試作第一号として完成したファッサ節のラーメンが、おいしすぎた。

　おいしすぎて、気づいたらどんぶりの中が空っぽになっていた。

「園田さん食べるの早いですねー」

　泉美も半分くらいを食べ終えて、にこにこして言った。

　王宮での夕食である。前菜が何品か並んだあとで、丸山のファッサ節ラーメンが出された。野菜を煮込んで作ったスープとファッサの削り節の出汁を、ある割合で混ぜて作ったという特製スープが絶品だ。ちなみに割合は企業秘密だそうだ。

　少し太い麺にスープがよく絡み、トッピングのほうれん草が肉の旨さも引き立てる。麺の上に盛りつけられた肉ももちろんファッサだ。豚肉でも試してみたらしいが、出汁との相性を考えるとファッサをチャーシューのように煮込んだ肉の方が合ったらしい。

「これはおいしいです！」

　いつも穏やかな野木課長が、興奮するほどの美味。コレステロール値が上がる、と言いながら、スープも全部飲んでしまっている。

「ダシに野菜を使ったということですが、エルディアスのものを？」

　ローラントは、美味の衝撃にも負けず一生懸命冷静になろうとしている。箸の代わりのフォークを持つ手がふるふるしていた。アルフレッドとポルドーは、ちゃっかりおかわりを所望していた。そして、もうないと言われて落胆し、床に突っ伏していた。

「はい。上に載せてあるほうれん草……この緑の野菜だけは、こちらの野菜だと残念ながらうまく合わなかったので、今日の分だけ俺の力で出したんです。でも、出汁を取るために煮込んだものは、すべてエルディアス産のものです」

「何を使ったかは企業秘密でーす」

　泉美が胸を張る。丸山と共同でラーメン開発に携わっているから、彼女は材料を知っているはずだ。うらやましい。がんばれば日本でも、鹿節を使って再現できるではないか。

「でも、とにかくこれで、こちらの食材を使った料理で営業が可能であることは証明できましたね」

　空のどんぶりを名残惜しげに見つめながら、野木課長が言う。おかわりが食べたそうだ。

「はい。ファッサ節も定期的に一定量の肉が確保できれば、大量に作ることもできそうです。保存も利きますし。正直、自分でもこんなにおいしいものが作れるなんてって驚いています」

　丸山は、目頭を押さえている。涙ぐんでいた。

「皆さんのおかげです。料理人として、新しい道が開拓できて……。本当に、ありがとうございます」

　深々と頭を下げる丸山。美咲はほとんど関わっていないが、ここまで言われると胸が熱くなる。

　転生者、それも女神に会ったと証言している者は、彼と岡村にしか会っていない。岡村のことはまだどうなるかわからないが、他の転生者も丸山のように話し合いで和解できればいいと思う。そもそも、悪意を持ってここへやってきた人間ではないはずなのだ。

「さて、ではデザートを──」

　和む一座に微笑んだローラントが、給仕を呼ぶ鈴を手に取ろうとしたその時だった。

「殿下！」

　扉が開き、一礼するのももどかしい様子で侍従が駆け込んでくる。こんなことは普通あり得ない。非公式の略式なものとはいえ、王族の食事を妨げるなど。と、いうことは。

「どうした？」

　食器を置いて、ローラントが立ち上がる。床に膝をついた侍従は、息を切らしている。

「ただいま、ゴーディアス殿がご帰還になりました！」

　聞き覚えのある名前。

「もしかして、レオン・ゴーディアス？」

　美咲の問いに、ローラントは頷く。その表情に、僅かな緊張が浮かんでいる。

「そうだ。北の方に行ってもらっていたのだが……」

　レオンは、かつての仲間だ。天性の歌の才能と柔らかい物腰、社交性の高さから吟遊詩人を生業としている。しかし、本当の仕事は……。

「隣に通せ。──サティ、すまないが中座するよ。皆さんも、申し訳ありませんが火急の事態ですので」

　レオンが帰還した。ローラントの口ぶりから察するに、予定ではまだ先のことだったようだ。このこととレオンの『仕事』とを併せて考えれば、意味するところは一つしかない。

「もちろんです。私達も、これで失礼した方がよさそうですね」

「カイシャまで私がお送りいたします」

　アルフレッドがてきぱきと馬車を手配する。美咲も帰り支度を始めたが、思い切ってローラントを振り返った。

「ローラント」

「ん？　何？」

「……レオンは、『仕事』で北へ行っていたんだよね？」

　一瞬の沈黙のあと、ローラントは頷いた。

　美咲は、迷いながらも「もし」と続ける。

「もし、何か深刻なことが起きつつあるんだったら……協力させて」

「サティ」

「あの頃より弱くはなったけど、今でも戦える。もし、私の力が必要なら……それに、いざとなったら」

　そんなことがないように願いたいが。

「いざとなったら、ザーフォードの封印が解けないか、試してみるから」

「姫様！」

　声を上げたのは、アルフレッド。ポルドーは目を見開いている。

　彼らには、わかるはずだ。ザーフォードを解放する、その意味。

　美咲は、知らず背筋を伸ばしていた。勇者だったときと同じく。

「……ありがとう。気持ちは嬉しいよ」

　ローラントは、静かに言った。両肩に、彼の手が置かれるのを感じる。

　大きな手。

「でも、まさかザーフォードまで持ち出さなければならないことにはならないと思うよ。北には今、不思議な動きがあってね。今まで見たことがない例でどうも引っかかったから、レオンに調査に行ってもらっただけだ」

　安心させるように軽く肩が叩かれ、ぬくもりが離れていく。

「まずは報告を聞かなければ、判断もできないからね。必ずあとで教えるから、そんなに思い詰めないで」

「……うん」

「そうだぜ、そんな心配すんな」

　ポルドーも言う。

「勇者サティの手を煩わせなきゃならんような事件なんて、起きるわけがねぇだろ。もう魔王はいねぇんだから」

「……そうだね」

　美咲は無理矢理口角を上げ、笑って見せた。

　ローラントに見送られ、そのまま王宮を出る。近くに宿を取っているポルドーとは、そこで別れた。アルフレッドが二頭立て馬車の御者席に乗り、その後ろで異世界支部調査課の三人はしばらく無言で揺られていた。

「あの、園田さん」

　がらがらという車輪の音の合間を縫って、しばらくして泉美が話しかけてきた。

「はい」

「あの、ちょっと訊いていいですか？　レオンさんって……？」

「昔の仲間です。魔王と戦った時の」

　日本人である泉美相手に『魔王』という言葉を使うと、何だか現実感がない。ゲームか何かの話をしているような感覚になる。

「強い人なんですか？」

「ええ。戦い方はちょっと特殊ですけどね。相手の死角をつくのが得意なんです」

　正面からの戦いなら、恐らく仲間達の中で一番弱かった。だが戦法を定めなければ、彼に勝つのはほとんど無理だった。

　ゴーディアス家は、代々諜報と暗殺の術を受け継いできた家系なのだ。今回のレオンの『仕事』も、何らかの秘密を探るものだったに違いない。
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　レオンの袖が翻ったかと思うと、彼の正面から向かっていた魔物が三匹、同時に動きを止めた。

　彼の袖口から細い針が放たれて魔物達を屠ったのだと、美咲にはわかった。

「やれやれ……うまく倒せてよかった」

　地面に伏した魔物から針を回収しながら、レオンは言う。

「もう針先に塗る毒が切れていて、威力が半減していたんですよ」

　針を再び袖口に戻して、レオンは溜息をついた。美咲はつかつかと彼に歩み寄り、その腕を掴む。

　レオンの身体が、傾いた。そのまま、へたり込む。

「一人で、百匹以上の魔物に向かっていくなんて……！」

　魔物の大群に襲われたのは、体感で一時間ほど前。数の多さに退却を考えた他の仲間達を無視して、レオンは一人で魔物の中に飛び込んでいった。真っ先に彼を追ったのは、美咲だった。

「みんなに心配かけて……どういうつもり？」

　美咲が、背中で聞いた悲鳴。レオンのことを、誰より大切に想っている女性の叫び。

「戻ったら、彼女に謝ってよ」

「……私しか、できなかったでしょう」

　レオンは、笑っただけだった。冷たい表情で。

「退却なんて、愚策ですよ。魔王軍は弱っている。一刻も早く魔王を倒さなければ、すぐに勢力が戻ってしまう。今はそういう状況のはずでしょう？」

「そうだけど、一旦退いて体勢を立て直すくらいの時間はあったはず」

「もしそれが、相手にとっての好機になってしまったら？」

　意地の悪い問いに、美咲は答えることができなかった。

　レオンは、優雅な所作で立ち上がる。彼の周囲には、魔物の死体が折り重なって転がっている。

「これくらいの数、何ともありませんよ。あなた方のように正面から攻撃せずとも、私にはいくらでも戦う手段がある」

　レオンは、傍らに転がっていたものを取り上げた。以前、説明してもらったことがある。地面に投げれば放射線状に鉄線を伸ばす道具。そこに雷撃の魔法を通し、広範囲攻撃をしかける。

　他にも毒や火薬、美咲の感覚でいう暗器の類の扱いに、レオンは秀でている。

「一対多数の戦いこそ、私がやらなければならないのですよ。勇者サティ、あなたはもっと人材を効果的に使うことを学ぶべきだ」

　戦闘の疲労で足下がふらついているのに、レオンの口調の皮肉さは普段とまったく変わらなかった。
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　王都から、馬で北へ三日ほど行ったところにあるマータという街。マータ伯爵領であり、農業を主な産業とする、のどかなところだという。事件が起きたのは、そんな場所だ。

「マータ伯爵閣下は、昨日の夜遅くに無事保護いたしました。かなりお疲れのご様子ではあったものの、お怪我などはされておらず、王宮でお休みいただいております」

　夕食が不穏な形で終わってしまった翌日。オフィスまで最新情報を伝えに来てくれたのは、アルフレッドだ。メモを見る様子もなく、すらすらと話す。

「どういうこと？　領主が、自分の領地から逃げ出してきたってこと？」

「その通りです。領地からご出発されたのは、四日前。レオンはその事実を知って、伯爵を迎えに行ったそうです。おかげで伯爵をすぐに王都へお連れすることができました」

　レオンの報告と併せてマータ伯爵からも当時の状況を聞くことができたので、より詳しい事情がわかった。

　マータ伯爵領は、武力で占拠されたという。突然現れた謎の人物によって。

「二十代くらいの若い男で、黒い髪と黒い瞳、変わった色の肌をしていたということです。伯爵の城にずかずかと入ってきて、見張りの兵士達を一人ですべて倒したとか」

　いやな予感がする。美咲は眉をひそめて続きを聞く。

「そして伯爵に向かって言うには、『税率が四割とは悪逆非道に過ぎる。虐げられた領民を解放すべく、悪徳領主を倒す』と。その直後伯爵に襲いかかってきたので、辛うじて残っていた数名の兵士達を護衛に何とか逃げ切り、すぐに王都を目指して逃げてこられたのだそうです」

「わー、水戸のご老公様みたいですねーその言い方」

　日本人なら誰しもが抱くであろう感想を、泉美が口にした。

「そうですね。絵に描いたような正義の味方ごっこです」

　珍しく辛辣なコメントをしたのは、野木課長。

「前にも話がありましたが、税率四割というのは、妥当な額ですよね。こちらの税制を考えてみれば」

「はい。他の領地でもこれより高くも低くもないところが大半です。率を上げても下げても立ちゆかなくなるので」

　日本人から見れば高い気がするが、前にも会議で話したように日本で言う所得税や固定資産税や住民税などに相当する税金すべてを含めて徴収しているだけなのだ。つまり、総額としては特に高いわけではないということになる。

　美咲達の世界でも、税金がかからないかわりに買い物で発生する消費税が一〇〇％という制度を取る国は存在する。

「うーん、じゃあ、別に領主さん悪くないですよね」

「はい。むしろ領民のことを最優先して領地を管理する、人望の厚い方です。殿下からも信頼されています。このことでは、殿下もお心を痛めておいでです」

　美咲は考え込んだ。

　民から慕われている領主を、力で追い出した。その結果、その男のおかげでもしかしたら税金が安くなるかもしれない。やったことはどうあれ、取られる金が少なくなるという一点に於いては歓迎されるかもしれない。しかし。

「このあとどうするつもりなんだろうね、その馬鹿は」

　税金というのはそもそも、自分達が住んでいる場所を運営していくための資金である。よく領主が贅沢をするためだけに取り立てているような言われ方をするが、会社で言えば税金は運営資金、そして社長に相当する領主が得るのは正当な給与に相当する。つまり、れっきとした労働対価なのだ。

　それはさておき、運営資金が激減した会社がどうなるかは明らかだ。経営規模が縮小される、従業員を大幅に削減しなければならなくなる、利益を上げるために少ない人数で激務を回すのが義務化する。ブラック企業まっしぐらコースだ。

「いずれ立ちゆかなくなるのは明らかです。そうなると領民達も、伯爵の帰還を望むようになるはずですが……問題は」

「時間がかかるってことだね？」

「その通りです」

　どのくらいの時を要するのかもわからない。だがその間、迷惑を被るのは領民達。そして、税金が最終的に納められるこの国自体だ。

「領民達の無知が招いた自業自得……というのは酷でしょうね。彼らの教育水準がどれくらいかはわかりませんが」

「私も詳しくはないですが、たぶん平均では日本で言う小学校レベルにも達していないと思います。識字率も高くありません」

　子供は働けるようになったと判断されたら、即親の仕事を手伝わされる。身体が弱いなどの理由でそれができない子供は、淘汰される。ひどい言い方をすれば、緩慢に見殺しにされるのだ。

　家業を回していくので精一杯の者達に、教育の価値と意味を説いたところで意味がない。それは生活に余裕がないためもあるが、何よりも教育に金がかかることと、投資した資金を取り戻すために時間がかかることが大きい。

　まして、魔王との戦からまだ十年しか経っていない。自分達が毎日食べていくだけで精一杯で、例えば畑仕事などの生活に直結すること以外に気を回すことなどできない人の方が多いだろう。

　大事な働き手である子供を、毎日大半の時間学校に行かせるなどというのは、彼らにとっては時間の無駄としか思えないのだ。そうなると当然、得られる知識の量と種類は限られる。特に読み書きを必要としない環境で生き続けた結果、死ぬまで文盲というのも珍しくはない。

「自分達の暮らしだけが事実であり、その他のことに目を向ける必要性を感じないんですね。だったら、そもそもなぜ税を取られるのかという理由など想像もつかないでしょう」

「何に使われるかだってわからないでしょうね。目に見える部分──領主が使うためだけに徴収されているとしか思えないでしょう」

　税金の中には、それを使う権限がある者とそれに従う者達の給料も含まれる。よく公務員を「税金泥棒」などと言っている場面が見られるが、企業に勤める会社員が給料をもらうのとまったく同じなのだ。正当に対価をもらって泥棒呼ばわりされたら、やる気がなくなる。当然それは、仕事の成果やモチベーションに関わってくる。会社員も公務員も同じ事だ。

　王侯貴族が贅沢をするのも、理由がある。第一に、豪華な品を身につけたり調度品として飾るなどすることで、自分はそれだけの収入がある、つまり『うまく領地の管理と運営ができている』という証立てとしているのだ。領地で生きる人々の生活を双肩に負う、重圧に対する対価でもある。

　第二には、頂点に立つ者がそうして金を使うことで、部下達が消費をする大義名分とするためだ。『社長が贅沢してるんだから、一般社員の俺らも飲みに行ってもいいよな！』ということである。トップがけちけちしていたら、何となく罪悪感を覚えてお金を使えないというのが人情だ。そうなると、貨幣経済で成り立っている世の中は回らなくなる。結果、不況になる。あまりいいことではない。

「富裕層がお金を使うことで、世間に還元されるという側面もありますからね」

「はい。大きな格差はありますが、理にかなっていると……どうしたんですか？　百瀬さん」

　泉美が、突然机に突っ伏した。驚いて美咲がそばへ寄ろうとすると、「うう～」とか唸りながら顔だけ上げる。

「話が難しいですー」

　難しかっただろうか。野木課長を見るときょとんとしていたが、アルフレッドはうんうんと頷いている。

「難しかったですか」

「ってか、園田さんすごいです……課長も。何ですかその池下さんの番組みたいな会話ー」

　池下さんというのは、お茶の間で人気の解説者だ。どんな問題でもすらすらと説明し、しかもそれが誰が聞いてもわかりやすいのですごい。政治・経済・国内外の社会問題・国際情勢・はては宗教の問題まで、知らないことがないのではないかというくらいその知識が幅広い。

「あの人ほどハイレベルな話はしてなかったんですが」

「いやみですかっ！」

　泉美は涙目になっていた。アルフレッドが、こめかみを揉んでいる。泉美はともかく、近衛騎士がこの分野の話を理解できないのは問題ではないだろうか。

「まあとにかく、放っておいたら大勢の人が迷惑するってことです」

「わかりました」

　納得してくれた。

「アルフレッドさん。その不審な男、黒い髪に黒い目をしていたのですね？」

　野木課長が話題を変える。アルフレッドは表情を引き締めて頷いた。

「その通りです」

「そして、変わった色の肌……とおっしゃいましたか」

「はい」

　考え込む課長。美咲も、その部分にとてつもなくいやな予感を覚えていた。

「フレッド、伯爵とはいつごろご面会できそう？」

「疲労が激しいご様子ですが、頑健なお方ですので明日には問題ないかと。伺って参りますか？」

「お願い。たぶん私達の容姿を見たら、いやな気分になるだろうけど」

「と、おっしゃいますと？」

　美咲は、自分の髪をつまんだ。染めていない、黒い髪。目も黒。そして日本人の肌は、一言で表現しにくい色をしている。

「その男、恐らく転生者だから」
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　マータ伯爵は、小柄で小太りの温厚そうな老人だった。しかしその眼光は鋭く、未だ衰えぬ才気と覇気を感じさせる。

　ローラントの紹介に合わせて、美咲は十年前に覚えた作法を思い出しながらぎこちなく伯爵に礼をした。胸に両手を当てて身を屈め、右足を後ろへ引いて頭を下げる。

「勇者サティ。覚えております」

　そう言われて、美咲は驚いた。

「あの頃は、少し力を入れれば折れそうに細い幼い少女でいらっしゃった。そのような少女に世界の行く末を託さなければならないとは、我らはそこまで追い込まれてしまったのかと思ったものでした。まったく失礼千万とは承知しておりますが……」

「いえ、当然のことかと」

　十七の小娘に世界を救ってもらいます、といわれて全面的に任せられる人などいるわけがない。

「そうですか、あの男はサティ殿と同郷の人間でしたか……」

　伯爵の呟きに、いたたまれない思いで美咲は目を伏せた。

「領地がどうなっているかが気がかりです。民に無体を強いることがなければよいが」

「それはご心配いりません」

　答えたのは、長い金髪の男。一度見たら忘れられない麗々しさと妙に印象に残る身のこなしで、優雅に一歩前に進み出る。

「現地に残してきた部下から、未だ変わった様子は見られないという連絡が届きました」

　彼は、小さな紙片を取り出して目の前にかざしてみせる。そしてそれを、そのままローラントに渡した。

「サティ、お久しぶりです」

　品のよい笑みで、男は美咲に会釈する。

　彼が、レオン・ゴーディアス。かつて凄腕の暗殺者にして美咲達の仲間の一人、今はローラントの信頼厚き諜報員。

「久しぶり……服装、相変わらず派手だね」

　つばの大きな帽子には羽根飾りがふんだんにあしらわれ、袖と足の部分が膨らんだ白い衣装には、所々金糸で刺繍が施されている。マントは白、裏地が深紅。とにかく目立つことこの上ない。しかもそれが似合ってるから腹立たしい。

「吟遊詩人として旅をしていますからね。人の噂を積極的に集めて回っても怪しまれない、絶好の隠れ蓑ですよ」

　笑うレオンの表情が、記憶にあるものより落ち着いて穏やかであることに美咲は気づいた。昔の彼は、笑顔を見せていてもどこか相手に警戒心を起こさせる雰囲気があった。目つきが冷たいからだ、と指摘したのは、仲間の一人だった。

　今は、レオンの妻となっている女性。

「ところで、こちらの方々は？」

　レオンは、先ほどからずっと部屋の隅で小さくなっている野木課長と泉美に視線を向けた。泉美は例のごとく、美形のレオンにぽやんと見とれている。

「今の仕事の上司と、同僚。課長、百瀬さん。昔の仲間のレオン・ゴーディアスです」

　簡単にお互いを紹介する。その間、ローラントは使用人の女性に命じて伯爵に水を持ってこさせていた。矍鑠としていると言っても、突然の襲撃と逃避行で伯爵の体調は万全ではない。美咲達が本題から逸れた話をしていたのも、伯爵が一息着けるようにするためだ。

「ゴーディアス殿、とおっしゃったか。民に何事もないのであれば幸いです。情報、感謝いたします」

　水を飲んで少し元気を取り戻した様子の伯爵に、レオンは一礼する。

「少しでもご心痛が軽くなられたのであれば、こちらこそ何よりと存じます。伯爵閣下、実は此度の狼藉者、ローラント殿下がかねてより極秘裏に調査を進めていらした、この国に貢献しない転生者の一人ではないのかと推察しております」

「なんと、殿下が調査を？」

「ええ」

　ローラントは憂い顔で頷き、異世界からの転生者のことをかいつまんで説明した。

「伯爵領に現れたその男も、風貌とそのあり得ない強さからして、転生者ではないかと思うのです」

「異世界から生まれ変わったという話をする輩がいると、噂には聞いていたが……。あれが、そうだとは」

　伯爵は言葉を失っていたが、それは一瞬のこと。すぐにその瞳には力強さが戻る。

「すぐに確かめに参らねば。殿下、恐縮でございますが、馬と食料の支度をお許しいただきたく存じます」

「自ら戻られると？」

　ローラントは少し驚いた様子だったが、美咲も同じだった。

「伯爵閣下、未だお身体が……」

「サティ殿、しかしこれは我が領地の問題でございます」

「ご領地だけのことではございませんよ」

　やんわりと割って入ってきたのは、レオンだった。

「殿下も仰ったように、これは我が国全体の問題。伯爵閣下は、どうかお身体を癒やすことを第一としていただきたく存じます。かの地の調査は、我らで引き続き行います」

「ゴーディアス殿……」

「レオンの言うとおりです」

　ローラントも頷く。

「憂慮を取り除いたあと、伯爵には領地の混乱を収めていただくというこの上ない大切な仕事が待っておりますから。その時に備え、今はどうぞ療養していただきたい」

「……御意」

　立ち上がろうとしていた伯爵は、ようやく椅子に戻った。レオンはそっと息を吐き、ローラントを振り返る。

「殿下、伯爵に癒やしの魔法をかけて差し上げては？　ユーフィーミアを呼びましょう」

「ユーフィーミアを？　子供が三人もいて忙しいのに？」

「これも大切な公務。我が家には忠実な乳母もおりますので、ご心配には及びません」

「そのようなことは……聖女様のお手を煩わせるほどのことでは」

　こんなやりとりを見ていた美咲の腕を、つんつんと後ろから泉美がつついた。

「聖女様って誰ですか？」

「昔の仲間で、レオンの奥さん。回復の魔法が得意で、いつの間にか聖女様って呼ばれるようになったんです」

　当の本人は、大口を開けて豪快に爆笑していたが。

「そういえばみんな、なんだかんだあだ名がつきましたね。レオンは『死に神』とか言われてました」

「えー、じゃあ、アルフレッドさんは？」

「確か、『風の騎士』だったか……」

「やだー、かっこいいー！」

　まさにＲＰＧの主人公のようだった。武器とか容姿とか性格もそんな感じだったし。

　ちなみにポルドーは、『漆黒の戦士』。ローラントは『魔法剣士』だったはずだ。美咲はもとから勇者という肩書きがあったためか、幸か不幸かそれ以上異名が増えることはなかった。

「それでは、殿下。私はマータ伯爵領へ戻ります」

　しばらくして、レオンはローラントに一礼して言う。

「頼むぞ」

「御意に」

　舞踏会にでも行くような足取りで、レオンは退出していった。そのまま、会合は終了となる。伯爵に疲れが見えてきたので、いい頃合いだろう。

「レオンの腕は確かだが、もう一人誰かつけた方がいいかもしれないな」

　廊下を歩きながら、ローラントは言った。

「訓練された兵士を数十人、一人で倒すような相手だ。そうだな……アルフレッドを同行させるか」

「ローラントの護衛なのに？」

「今国内で、私に護衛は必要ないよ」

　自信過剰とも取れる台詞だが、彼は確信のないことは口にしない。護衛なしでも安全──支配階級であるローラントに敵意を持つ者は存在しないという根拠があるのだろう。

「でも、近衛騎士をそばから離すのは……」

「そんなに心配なら、君がその間代わりを務めてくれるかい？」

　美咲は勢いよくローラントを振り仰いだ。彼は、小さく微笑んでいる。

　冗談か。それとも。

　いや、冗談に決まっている。そう思おうとしても、頬が熱くなるのを止められなかった。

「君がずっとついていてくれるなら、これ以上ないくらい心強いのだけどね」

　追い打ちのような言葉にも、深い意味なんてない。決して。

　だから、心臓よどうか鎮まってくれと美咲は必死で祈った。





＊　＊　＊






　結局、美咲はアルフレッド不在の間ローラントの護衛を務めることになった。異世界支部調査課としても、ローラントと今後の方針を打ち合わせしなければならなかったので、どのみち王宮には通わなければならなかったのだ。ちょうどいいと言えばそう言えなくもない。

「ファッサ節ラーメンは、醤油との相性が一番よかったです」

　丸山が、ラーメンのどんぶりを各々の前に配膳する。本日はラーメンの試食会。参加者はローラント、ポルドー、泉美、野木課長、そして美咲だ。

「具は、ほうれん草っぽい野菜とゆで卵です。味付け煮卵も試したんですけど、スープがしっかりしてるから卵には味をつけない方がいいだろうって二人で話し合いました」

　メニュー製作に携わっている泉美が、説明を補足する。ファッサ節は、確かに出汁がしっかりと出る。味が濃い味噌味や淡泊な塩味では双方の旨みが喧嘩してしまったり、逆にどちらかが前面に出すぎたりしてしまうのかもしれない。

「今回、醤油は仕方ないので丸山さんの力で取り出してもらいましたけど、大丈夫ですか？」

「まあ……こちらにない食材を使わざるを得ないのであれば、多少は許容しなければ。ですがもし正式にこの調理法を採用するとしたら、彼の力ではなく輸入という形にしたいですね」

　ともかくまずは食べよう、ということになり、五人でラーメンを啜る。

　おいしい。

　前に食べたときよりずっとおいしい。

　何だこのラーメンは。

　食欲をそそる醤油の香りが、鼻孔から胃袋へ入ってくる。スープは平打ち麺とよく絡み、一口啜るごとに口の中を旨みが踊り狂う。もっと食べたい。その重いまま、一気に麺を啜る。じわりと広がる美味。香りが、口から鼻へ気持ちよく抜けていく。

　美咲は無言で箸を操り、気づいたらどんぶりはスープまで残さず空になっていた。

「いやぁ、これはおいしいですね」

　野木課長は、どんぶりから直接スープを飲み干し、ぷはーっと溜息をついた。満面の笑みを浮かべている。

「醤油味で正解だと思います。出汁と醤油がよく合っています」

「ありがとうございます。醤油もずいぶんあちこちのを試しました」

　丸山も嬉しそうだ。安堵したようにも見える。かなり試行錯誤と努力を重ねたのだなと、その様子から伝わってきた。

　一生懸命な人だ。

「この醤油にしようって言ってくれたのは、百瀬さんで……」

「ほう、百瀬さんが」

「えへへ～。このラーメン、商品化したら売れますかね～」

「売れますよ、きっと。ねえ、園田さん」

　急に話を振られて、ラーメンの余韻に浸っていた美咲は戸惑った。

　でもすぐに頷いて、名残惜しくどんぶりの底を見つめた。

「すごくおいしかったです。こんなラーメン、食べたことがないです」

「ファッサ節使用の、世界初のラーメンですもんね」

　泉美は携帯端末の画面を見ている。いつの間にか写真を撮っていたようだ。

「これ、ＳＮＳで流したいなぁ」

「観光に来る人向けに宣伝できればいいですね。どうでしょう、ローラント殿下」

「そうですね」

　ローラントはいつも通りの品の良さを崩さなかったが、やはりどんぶりは綺麗に空になっていた。

「ニホンでも人々に広く伝え、それが現在この国で採用している観光政策に繋がるのであれば、ぜひお願いしたいと思います」

「やったー！」

　泉美は万歳した。そんなに嬉しかったのだろうか。確かに彼女のＳＮＳは頻繁に更新されているし、ほとんどが食べ物の写真だが。

「食べ物の写真って、『いいね』がたくさんつくし、タイムラインが華やかになるじゃないですかー。見てくれた人が楽しんでくれたんだなってわかると嬉しいですよ」

　美咲はあまりＳＮＳをやらないのでその感覚は完全に理解できなかったが、泉美が心底楽しそうなので気持ちは和む。

　しかし、ＳＮＳの宣伝にそんなに効果があるだろうか。

　食べ物がおいしい、現地でしか食べられない、というのは、確かに観光客誘致の方法として効果がないわけではないと思う。だが、旅行するすべての人がグルメを目的とするわけではない。

「観光スポット……」

「ん？」

「エルディアスに観光に来る人達は、実際どんなところを回るの？」

「ああ、それなら資料があるよ」

　ローラントは立ち上がり、廊下へ出て行った。自分で部屋から取ってくるつもりのようだ。しばらくして戻ってきた彼は、カラー印刷の冊子を美咲に手渡した。

「ニホンのリョコウガイシャが作ってくれた」

　ツアー案内のパンフだった。日数や目的が何種類かあり見た目は賑やかだったが、内容はあまりバリエーション豊富とは言えなかった。

「ヴァリスの森とか、あとイーヨーヌ草原のグラリアス乗り体験？　地味じゃない？」

　グラリアスは、足が六本ある動物だ。一度に三人くらいは背中に乗ることができるし、頑丈なので荷物の運搬にも使われる。見た目にインパクトがあるし、果てが見えないくらい広大な草原をあの動物に乗ってゆっくり散策するのは、確かに気持ちがいいのは間違いないが。

「エルディアスで、旅の者に見せられる場所なんてそうそうないよ」

　ローラントはあっさり言うが、それは観光地として大問題だ。

「旅行の目玉を観光にするのは無理じゃない？　それは。これじゃあそのうちお客さんが来なくなるよ」

「そうなのかい？」

「……一度日本の観光ツアーでも体験してみる？」

「ああ、ぜひ」

　冗談で言ったのに、ローラントは真に受けてしまった。美咲は戸惑ったが、現状のどこが悪いのかを知るためには実際それが一番だろう。

「あとは、トイレの整備だけど……」

「魔道士総動員で工事を進めているよ」

　土木作業が必須だが、当然エルディアスに工事用重機など存在しない。あるのは至って原始的な道具ばかりなので、一刻も早く水洗トイレの整備をしなければならない今、魔法の力を使うしかなかったのだ。

　魔道士達からは、そんなことのために大事な力を使うのかと、当たり前のことながら反論が出た。ローラントが辛抱強く説得し、何とか工事にこぎ着けた。

「現状で、三割の進捗具合かな」

「まだ先は長そうだね」

　ローラントが望む新しいエルディアスが現実になるまで、どれくらいかかることか。

「殿下、それでしたら」

　野木課長が会話に参加してきた。

「本社の方から、工事に必要な重機をこちらへ運ぶことは可能かどうか確認してほしいと言われております」

「それは、そちらの技術でご協力いただけるということですか？」

「そうです」

　美咲は驚いた。初耳だ。

「正確には、会社を通して他の業者への業務委託ですね。専門の技術者達に依頼するわけですからかなり早く進められると思います」

「それはありがたい。どうかカイシャの方々に感謝の意をお伝えください」

　いつの間にそんなことになっていたのだろう。美咲は呆気にとられるしかなかった。

　日本から業者を呼んで、異世界に水洗トイレを完備させる。

　物語のようだ。

「いや、でもそれはありがたいですよ。俺にとっても」

　丸山は苦笑していた。

「店のトイレはくみ取り式どころの話じゃないですから。衛生面でどうも気になって」

「ああ、食品を扱いますからね」

　お客さんのためにも、清潔第一だ。しかし衛生という概念ができたのは、美咲達の世界でも割と最近である。エルディアスに現代日本レベルを求めるのは無理というものだ。

「会社の仕事も進んで、よかったですね」

　にこにこしている泉美につられ、美咲も微笑んだ。

　エルディアスも変わっていく。十年前にここへ来たときには想像もつかない方向に。

　よい変化であってほしい。よい結果を招くものであってほしい。

　必死な思いで守った世界なのだから。

「ファッサがこんな料理になるとはねぇ……」

　ポルドーがしみじみと言った。彼はファッサの供給元なので、感慨もひとしおなのだろう。そう思った美咲だが、彼の傍らに置かれたどんぶりを見て目を剥いた。

「ちょ、ポルドー！　何で三つもどんぶりがあるの！」

「何でって、食ったから」

「食った……！」

　ラーメンを三杯も。あのおいしいラーメンを。

　一人で、三杯も。

「お、おい。お嬢？」

「貴様……」

　言葉は、後方へ飛んだ。美咲が跳躍したから。

「う、うわっ！　落ち着けお嬢！」

「やかましいっ！　独り占めするなぁっ！」

「ぎゃー！」

　逃げ回るポルドーをしばらく追撃した美咲だったが、丸山が「もう一杯作ってきますから！」と叫んだのでとりあえず拳は納めたのだった。






第四章　現実









　アルフレッドとレオンが帰ってきたのは、出発日から三日後だった。

「早くないです？」

「いや、あの二人ならむしろのんびりしたくらいです」

　泉美は目を丸くしていたが、美咲は二人の強さを知っている。だから、彼らが転生者を捕縛してきたと聞いても当然の結果と受け止めた。

　連絡を受けて、異世界支部調査課の三人もローラントの書斎へ呼ばれる。書斎といっても広い応接間と二間続きになっていて、尋問はそちらの部屋で行われるらしかった。

「姫様」

　部屋に入っていくと、アルフレッドが美咲に一礼した。満面の笑みを浮かべている。

「無事に任務完了したって聞いたよ。お帰り、フレッド」

「恐悦至極です、姫様！」

　大げさな物言いも、本当に昔のままだ。

「ところで、どうして『姫様』なんですか？　園田さん」

「……いろいろ複雑な背景があって……」

　泉美の問いに、美咲はそう答えるしかなかった。

　アルフレッドは、美咲が勇者として旅立つにあたり護衛兼従者となったのだが、その時から彼は美咲を『姫様』と呼ぶ。理由は一応聞かせてもらったが、その呼び方は恥ずかしいからやめてほしいと言っても結局やめてくれなかった。そしてそのまま、現在に至る。ちなみに『サティ』は美咲という名前をこちらの人達が発音しやすいようもじったものだ。

「サティ、彼が問題の人物ですよ」

　レオンが示したのは、椅子に座らされ縛り付けられている男だった。

　三十歳にはなっていないだろう。すさんだ目つきと投げやりな雰囲気で、ぼんやり宙を見つめている。

「日本人だね」

「そうですねー。日本人っぽいです」

　美咲はしばらく男を観察していたが、どうにも腑に落ちなくて首を傾げた。

「フレッド、あなたこの男と直接戦った？」

「はい。剣ではなく、体術ででしたが」

　その答えに、美咲はますます顔をしかめる。

「体術？」

「はい」

「フレッドが、体術？」

「信じられないのもわかりますが、事実ですよ。私は見物していただけでした」

　レオンの補足が、ますます美咲の疑問を深めた。

「兵士を何人も一人で倒した奴なのに？」

「そうです。ですが、事実です」

「園田さんは、何が気にかかるのですか？」

　野木課長に訊かれ、美咲は考え考え説明した。

「ええと……まず、フレッドの体術の強さですが、剣術よりずっと不得手なんです。例えばレオンと勝負したら、三本勝負で二本はレオンが勝ちます」

　でも、と美咲は続ける。

「剣術なら、あのとき魔王と戦った仲間のうちの誰よりもフレッドは強いです。私でも勝てるかどうか」

「それはご謙遜が過ぎます姫様。聖剣ザーフォードの使い手たる勇者サティに勝てる者など、この世界に存在いたしません」

「……や、ザーフォードを使ったらたいていの相手は死ぬからね」

　魔王を倒すためだけに生まれた剣の力を使って最強を名乗ったところで、自慢にもならない。

「つまり、アルフレッドさんは手加減して戦ったということですか？」

「そうなります」

「もう一つ補足するならば、アルフレッドは反撃を一つも受けていません。そうですね……勝負がついて縄をかけるまで五分くらいだったでしょうか」

「えー、弱くないです？」

　泉美が身も蓋もないことを言った、その時だった。

「ステータス！」

　椅子に縛り付けられた男が、そう叫んだ。

　苦労しながら首を捻って、アルフレッドの方を向く。そして忙しく目を上下させていたが、やがて「くそっ！」と舌打ちした。

「何でだよ！　やっぱレベルも他の数値も俺より下じゃねぇか！　何で俺が負けるんだよ！　女神がチート能力くれたはずなんだぞ！」

　美咲は、はっとしてローラントを振り向いた。彼も、無言で頷く。

「やっぱり、『女神』か……」

　この転生者も、女神とやらから何らかの特殊能力を授かっているのか。まあ、そこそこの戦闘能力があるのは確かだから、それのことか。

　それにしても。

「ステータスって何？」

「あ？」

　返ってきたのは、柄の悪い目つきととぼけた一言だけだった。素直に答える気はないらしい。

「貴様、姫様に対しその態度は──！」

「フレッドはちょっと下がってて。あ、あと……」

　美咲は、じっと男を睨み付けた。そこそこ強いのは何となくわかる。だが、どうだろう。

　今の自分と比べて。

「どうしました？　サティ」

「いや……何かこうなったことに対して納得してないようだから、どうしたら洗いざらいこっちの知りたいこと話すようになるかな、と思ったんだけど」

「そうですね。では、私がやりましょう。尋問は得意ですから」

「や、命の危険あるから駄目」

　レオンではなく、この男の方に。

　暗殺者だったレオンは、尋問や拷問の方法も熟知している。それこそ自白剤のような毒を使ったりするし、それらの副作用や効果などまったく気にしない。彼がうっかり本気で尋問して、大事な証言者であるこの男に何かあったら大変だ。

「残念です」

　冗談なのか本気なのかよくわからないことを言って、レオンは肩をすくめた。

「では、どうしますか？」

「簡単に、賭でいいんじゃないかな。私達の誰かと勝負して、こいつが勝ったら無罪放免にするとかで」

　美咲は男に目を向ける。男は、にやりとした。

「ほんとにそれでいいのかよ」

「いいよ。私達が勝ったら、牢にぶち込んだ上で知ってること全部話してもらうけど」

「よし、勝負してやるよ。後悔させてやるぜ」

　あっさり決まった。

「誰が戦いますか？　私でも結構ですが」

「うっかり留め刺しそうだから駄目」

「では、誰にします？」

「私がやろう」

　レオンに答え進み出たのは、ローラントだった。

「そんな、駄目だよ」

「そうです。殿下の御身にもしものことがあったら……」

「そこまで腕が鈍ってはいないつもりだけど」

　ローラントは苦笑していたが、そういう問題ではない。

「王太子にそんなことはさせられない。しかも、こんな雑魚相手に」

「雑魚だとゴルァ！」

　何か頭の悪い言葉が聞こえてきた気がしたが、美咲は黙殺する。そして。

「ローラントに戦わせるくらいなら、私がやる」

　断言した。きっぱりと。

「姫様！」

「ザーフォードがなくても問題ない。もともと、全部の力を封じたわけじゃないんだから」

　戦いが終わり、日本へ帰る時のことは今も忘れていない。

　聖剣ザーフォードは、当然持って帰るわけにはいかなかった。そして、戦いの中で培われた大きな力も、美咲の生きる世界では不必要なものだった。例えば、猛獣を一撃で殺せるような力を持っていたとしても、日本では使うこともない。むしろ、あれば邪魔になることの方が多い気がする。

　聖剣の守護者一族の長は、ザーフォードを手放せば力の大半は使えなくなると言った。

　その言葉通り、ザーフォードを封印し日本へ戻った美咲の力は激減した。今でも自主トレをして身体を鍛えているのは、失った力が惜しいからではなく自衛のためだ。日本でも、通り魔犯罪や予期せぬ交通事故、その他どんな事件に巻き込まれないとも限らない。

　電車待ちのホームから転落する。異様な好意を向けられて命すら危険にさらされる。普通に暮らしているだけなのに、周りの悪意や害意に晒されて、危険な目に遭う。そんなことが起きないとは断言できない。今の日本は、そういうところになってしまったから。そしてそんな場面に遭遇したときに、自分だけでなく周りの誰かを助けられればいいと考えたから。

　だが結局、幸か不幸か日本へ戻ってから一度も身につけた力をすべて使うような機会はなかった。ゆえに、正直なところ今の自分がどれくらい戦闘に応じられるのかはわからない。

　アルフレッドが不得手の体術で勝ってしまえる程度の相手とでも、今の自分は果たして十分に渡り合えるのか。

　それでも、ローラントを戦わせることはしたくない。この転生者がたとえ弱くても、一度戦闘になればどんなことが起きるかわからないから。

「姫様、ポルドーではいけないのですか？」

「今彼は家に戻ってるでしょ？　連絡を取っても、ここへ来るのに時間がかかる」

「ポルドーが来るまで、こやつは牢に入れておけばよろしいのでは」

「脱走される危険がある。少なくとも、訓練を受けた兵士が数人倒されるくらいの相手なんだから。さっさと決着を着けてしまった方がいいでしょ？」

「園田さん……」

　アルフレッドの横で、野木課長も心配そうな顔をしている。

「大丈夫です、課長」

「ですが、その……勇者を辞めてからブランクがあるんじゃないんですか？　十年と言っていましたよね？」

「勇者？」

　男が、その一語に反応した。またしても「ステータス！」と謎の単語を叫び、美咲をちらちら見ていたが、不意ににやりと唇を歪めた。

「いいぜ。戦ってやる」

　何がおかしいのか、にやにやしたまま美咲を見下したような目つきをしている。

「何が勇者だよ。レベル三〇じゃねぇか。あれか？　やっぱ魔王と戦ったりとかしたのか？」

「まあ、一応」

「けっ！　どんだけ弱ぇ魔王だよ。その程度のステータス値で倒せるとかクソじゃね？」

　だから、ステータスとはいったい何なのだ。

　謎は解決しないまま、美咲は転生者の男とタイマン勝負をすることになったのだった。
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　男は、林哲郎と名乗った。名前の前になんだかんだと意味不明な肩書きをつけていたが、よくわからないので覚えられなかった。どうでもいいし。

　勝負は兵士達の訓練場で行うことにした。もちろん、そこで日課の鍛錬に励んでいた兵士達は総員退避させてある。どうしても戦いを見守りたいと言ってくれた野木課長と泉美のことは、ローラント達にガードを頼んだ。

　あとは、自分次第だ。

　兵士達の訓練着を貸してもらった美咲は、訓練場の隅でとんとんと軽く跳躍してみた。

　イメージよりも、高く跳べない。身体は重い。

　だが、予想していたよりは悪くない。

「おい、早くしろよ。まあ怖じ気づいたんなら、土下座すればやめてやらないこともないぜ」

　林はやはりにやにやしている。どうでもいいが、その少年漫画の三流悪役みたいな台詞回しは何とかならないのだろうか。

「じゃあ……」

　美咲はとことこと、訓練場中央まで進んだ。林まであと百メートルほどというところまで近づいたとき、突然林が動いた。

「でやっ！」

　かけ声と同時に、拳が向かってくる。美咲は後方へ跳躍しそれをかわした。

「よけたか。さすが勇者サマ」

　間合いを計りながら、美咲は眉をひそめる。

　何だろう、この男の力は。何か、違和感がある。

「次はどうかなっ！」

　回し蹴り。それも跳び下がって避けるが、林はそのまま追撃をかけてくる。

「ライジングサンダー！」

　意味不明の叫びと同時に、林の拳に光が集まり始める。

　何だろう、と思わず見ていたのが隙になった。

「おらぁ！」

　腹に。

　叩き込まれた。

「園田さんっ！」

　めちゃくちゃに揺れる世界の中、泉美の悲鳴がなぜかはっきり聞こえた。

　次いで感知したのは、肩と背中への強烈な衝撃だった。

「はははははははぁ！　どうした、それでも勇者かよ！」

　どうやら、あの変な光るパンチで殴り飛ばされたらしい。身体を起こして、美咲は自分がどんな状態になっているのかをまず確かめた。兵士達の武器を入れておく小屋の壁に叩きつけられて、大穴を開けてしまっていた。

「……経費で落とせるかな」

　修繕にあまり時間もかからなければいいのだが。

「どうする？　土下座して靴を舐めるか？　そのくらいで許してやるぜ」

　林が何か言っているが、美咲はもう何かを考える気力もなくなってきていた。

　疲れた。

　非常に疲れた。

　今までのやりとりで最も疲労を感じたのは、やはりあの謎パンチだ。

「百瀬さん」

　幸いすぐそばにいた彼女に、一応確認してみる。

「は、はい！　大丈夫ですか園田さん！　痛くないです？　あ、どっか怪我して……？」

「サンダーってライジングしませんよね？」

「……へ？」

　涙目で心配してくれた彼女は、予想外の問いに間抜けな声を漏らした。

　まあ仕方がない。今のは確かに唐突だった。

「いえ、さっきあいつ『ライジングサンダー』とか言ってたんですけど、サンダーって雷じゃないですか。ライジングって『上昇する』とか『増大する』って意味ですよね」

　雷が上昇するとかありえないだろ、と思ったのだが、美咲の記憶違いだろうか。

「ええと……すみません、私英語苦手で……」

「あ、じゃああとで辞書引いてみますね」

「おいゴルァ！」

　律儀に美咲と泉美の会話の間待っていた林が、耳障りの悪い声でがなる。

「ちなみに園田さん、単語の意味もその通りですし、雷の電流は下から上に向かうので現象としては正しいらしいですよ」

「え、そうなんですか？　じゃあ問題ないんですね。ありがとうございます」

「課長すごーい！」

「いやぁ」

「だぁらそっちで何くっちゃべってんだよ！　さっさとしろよ！」

　うるさい。せっかく課長の豆知識を楽しんで聞いていたのに。

　美咲はうんざりしながら、林に向き直った。

「ステータス！　……へっ、やっぱ今のライジングサンダーでＨＰ減りまくってんじゃねぇか！　次で決めてやらぁ！」

　ＨＰ。ヒットポイント。

　ようやく、美咲にもおぼろげながら林が何を判断基準としているかがわかってきた。その代わり脱力感は増したが。

　どちらにせよ、さっさと終わらせた方がよさそうだ。

「てめぇ程度にもったいねぇ技だけどな、ファイナルファイヤーで決めて……って、おい！　ちょ、何だよ！」

　美咲は大股に林に向かって歩いた。

　距離が縮まる。ファイナル何とかを使うという発想にもならないのか、林は狼狽えて数歩後ずさるだけだ。

　拳を握る。後ろへ腕を引く。

　そして。

　殴った。右ストレートで。

「ごげ」

　それはもう爽快な勢いで、林はすっ飛んでいく。幸い軌道上には何もなかったので、美咲のように設備を破壊することはなかった。もちろん、そういう安全な方向を選んで殴り飛ばしたのだが。

「弱っ」

　普通素手で人間を殴ると拳も若干痛いものだが、そんなこともない。

「サティ、大丈夫かい？」

　駆け寄ってきたローラントを、美咲は戸惑いとともに見上げる。

「……ごめん、こんなときどういう顔をすればいいかわからない」

「え？」

「いや、気にしないで」

　頭が回らなくて、自分でも何を言っているかわからない。

「ぐ……なんで」

　大の字になっていた林が、顔だけ持ち上げて美咲を睨む。

「なんで……ＨＰ瀕死のレベル三〇程度の奴に……」

「いや、だからさ……いい加減にしたら？　そのゲーム脳」

　ステータス、ＨＰ、レベル。

　なぜそんなものが実在するなどと信じられるのだ、この馬鹿は。

「現実にそんなもんがあるわけないでしょ？　ゲームじゃないんだから」

　風が吹いた。訓練場に敷き詰められた砂が舞い上がる。誰かが、軽くむせた。

　林は、がっくりと倒れて痙攣した。
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　ローラントが作った魔道の道具で、林は無事に拘束されて投獄が決定した。すっかりおとなしくなってもう抵抗する気力もないように見受けられたが、油断はできない。

　マータ伯爵領は、伯爵の体調が戻り次第領主が帰還することになる。大きな混乱が何一つ起きないうちに事件が解決したのを、伯爵はとても喜んでくれた。

「園田さんすごかったですー！」

　泉美がはしゃぐのに合わせ、野木課長もうんうんと頷いている。

「格闘技の試合を見ているようでした。思わず興奮してしまって……お恥ずかしい」

　丸顔を赤くして照れているのが、何だか妙に可愛くて和む。

「姫様の強さは、あの程度のものではございません。聖剣ザーフォードを意のままに振るい、迫り来る魔王軍五千をお一人で蹴散らされたのですから」

「そんなにいないって」

　確かにザーフォードの威力はすさまじかったが、五千は大げさだ。

「ですが、魔王城への道を切り開かれたのは姫様です」

「みんなだって一緒だったでしょ。フレッドだってずっと殿しんがりでがんばってくれたし」

　あの戦いが、誰か一人の功績だったなどということはあり得ない。ともに戦ってくれた彼らはもちろん、滅び行く世界でそれでも生きようとしていたすべての人々の意思があってこそだ。

「それはそうと、サティ」

　みんなでくつろいでいたローラントの私用応接間に、部屋の主が戻ってくる。彼はつかつかと美咲に近づいてきて、そっと腕に触れた。

「いっ……！」

　思わず、引きつった声が出てしまう。

「やはり傷めていたね」

　自分のこらえ性のなさがいやになる。あとでこっそり手当てしようと思っていたのに。

　心の中で舌打ちをする美咲の袖を、ローラントは何の遠慮もなくまくり上げる。もう抵抗しても無駄なので、美咲もおとなしく露わになった自分の腕を眺めていた。

「きゃあっ！」

　泉美が悲鳴を上げる。

「これは、重傷じゃないですか！」

「姫様、まさかあいつの攻撃で……？」

　謎の必殺技を腕で払いのけたときに、火傷を負ってしまっていた。訓練着の袖も当然焼けてしまったが、急いで着替えて何とかここまでばれないように取り繕ってきたのに。

「これは私では治せない。レオン、馬車を貸すからユーフィーミアを呼んできてくれないか？」

「わかりました」

　美咲が止める間もなく、レオンは部屋を出て行ってしまう。応急処置のつもりか、ローラントが治療の魔法を発動させたので美咲は慌てた。

「ほんとに大丈夫だから」

「サティは大丈夫じゃないときほどそう言うよ」

　言葉は冗談めかしているが、口調は真剣だ。逆らうことはできず、美咲はおとなしく魔法が効いていくのを見つめた。

　徐々に痛みは消え、楽になる。だが焼けただれた肌も含めて、完全には治癒しない。ローラントが口惜しげに傷を見つめている。

「ありがとう」

　美咲はそっと腕を引いた。ゆっくりと袖を下ろし、傷を隠す。

「情けないね。昔はあの程度の相手に怪我なんかしたりしなかったのに」

「あの時は防具も身につけていただろう？　むしろこの程度で済んだのはよかった方だ」

「うん……」

　油断していたつもりはないが、甘く見すぎていたのも事実だ。かといって兵士達が着ける防具は美咲の体格に合わなかったので、どのみちどうにもならなかった。

「サティ」

　ローラントの声は、思いの外近くで聞こえた。

「どうか、もっと自分を大切にしてくれないか。あれは無茶に過ぎる」

「……でも」

「目の前で君が損なわれていながら、どうにもできないなどというのはまっぴらだ」

　言葉に詰まる。

　胸が、苦しい。

　顔を上げられない。だから、見えない。

　ローラントの顔が。

「約束してくれ、サティ」

「……でも」

「サティ」

　反論しようとして、気づく。そのための理由が、何一つないことに。

　昔は、こう言えばよかった。『自分は勇者なのだから』と。

　けれど、今は。

「……わかった」

　ローラントから感じる気配が、緩むのを感じた。

「ありがとう、サティ」

　顔を上げられない。まだ。

　確実に、ローラントを心配させてしまいそうな気がしたから。
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「聖女なんて、おかしくって」

　儚げな美貌とは正反対の豪快な仕草で、ユーフィーミアは大きく切り分けた肉にかぶりついた。

「癒やしの力を持つ女の子は、風が吹いただけで失神するようなたおやかな美女じゃなきゃならないって、誰が決めたのよ。馬鹿馬鹿しい」

　誰かに何か悪口でも言われたのだろうか。毒づきながら、ユーフィーミアはひたすら肉や魚を自分の口に放り込んでいる。

「野菜も食べないと、栄養偏るよ」

「エイヨウ？　偏るって何？」

　アイガウッドでは、偏食に対する日本人の常識は理解されなかった。美咲はそれ以上は言わず、彼女に取られないうちに自分の分の肉を確保することにした。

「ユーフィーミアは、聖女だと思うよ」

「は？　何よ突然」

　彼女を見ずに、美咲は肉を食べる。面と向かってこんなことを言うのは、照れくさい。

「だって、昨日保護したあの身寄りのない双子、ユーフィーミアがほとんど面倒見てるじゃない。お母さんみたいだなって思った」

「やめてよ。私のがらじゃないわよ」

　再び食事を始めたユーフィーミアは、それきり何を話しかけても答えなかった。照れているらしいことは、彼女の白い頬がほんのり赤くなっていることでわかった。

　仲間内で最高の癒やし手。恐らく、アイガウッド中探しても彼女ほどの治癒能力の持ち主はいないだろうと言われている。

　その力はきっと心根の優しさから来ているのだろうと、美咲は思っている。
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　膝裏まである真っ直ぐな白金の髪。白皙の肌に、緑の瞳。美咲とそう変わらない年齢のはずなのに、今も少女のように初々しく優しげな顔立ち。

『聖女』と呼ばれてもまったく不思議はない容姿。ユーフィーミア・グレイン──現在の名をユーフィーミア・ゴーディアスという女性は、そういう美人だ。三つ子の母であり、今四人目を妊娠中なので身体をいたわる必要があり、王宮へ来るまで時間がかかった。

「久しぶりね、サティ！　来たのは聞いてたけど、なんで顔見せないのよ水くさい！」

　なよなよと折れそうな見た目とは裏腹に、彼女はとても逞しい性格をしている。ゆったりとしたドレスの腹部は優しい膨らみが目立っていたが、そんなことは気にする様子もなくずかずかと美咲に近づいてきて、ぎゅっと抱擁した。

「ちょ、ユーフィーミア！　お腹！　お腹っ！」

「だーいじょうぶよー！　前は三人入ってたけど、もっと乱暴なことしても全員無事に生まれたわよ」

「いやいや！　気遣ってあげて！　赤ん坊いたわってあげて！」

　かえって美咲の方が慌ててしまう。少し遅れてやってきた彼女の夫が引き離してくれたので、ようやくほっとして溜息をつく。

「ユーフィーミア姉様、椅子をどうぞ」

「姉様、お白湯です」

　そう言いながら、ちょこちょことレオンの後ろから現れた少女二人の顔を見て、思わず歓声を上げた。

「エーレ！　シラ！」

「サティお姉様、お元気そうで何よりですわ！」

「お姉様、お美しくなられましたわ」

　両腕を広げて、美咲は二人を抱きしめた。

　エーレとシラは、双子の姉妹だ。十年前の戦いの時、孤児となったところを発見して保護した。当時二人はまだ七歳だったからともに戦ったわけではないが、幼い彼女達のことは仲間達全員が気にかけ、安全な場所で暮らせるよう面倒を見たのだ。

　二人に魔法の素質があることがのちに判明したので、すべて終わったあとレオンが後見人となり魔法学校へ入学させるように取りはからった。素晴らしい成長ぶりを見せているというのはローラントからも聞いていたが、同じ街にいるのになかなか会いに行けなかった。

「二人とも、すっかり大きくなって……」

　つい、涙腺が緩んでしまう。

「お姉様ったら、それではお母様みたいですわ」

「お若いんですから、もっと元気に溌剌と喜んでくださいませ」

　鼻を啜り、美咲は二人に笑顔を見せる。

　エーレの髪が水色、シラは薄紅色という違いはあるが、その他はすべてうり二つの双子だ。並ぶとなかなか壮観である。女性らしさが現れ始めた体つきも、大きな相違はないようだ。

「それよりお姉様、お怪我なさったと聞きましたわ」

　エーレが美咲の背中をそっと押して、ソファーに座るユーフィーミアの前に連れていく。

「どれ、見せて。──あら、だいぶ治ってるようね」

「さっき、ローラントが少し治療してくれて」

「ふぅーん」

　ユーフィーミアの目が細められる。猫のようだ。

「時間をかければ治癒できたはずだから、そのまま朝まで一緒にいればよかったのに」

「……妊婦じゃなかったらはたいてたよ」

　昔から彼女はこうだ。何かにつけて、ローラントと美咲のことをからかってくる。

「ま、それはそれとして。完全に治せばいいのね」

　指示されるまま彼女の向かい側に座り、強い治癒の力が浸透してくるのに任せる。

　さすが、仲間内で最大の癒やし手だ。魔法の発動がローラントより迅速で、しかも効果が大きい。一分とかからず、わずかに残っていた傷跡は綺麗に消え失せた。

「よし。もう痛みはないでしょ？」

「うん、ありがとう。わざわざ来てくれて」

「こんなことでもなきゃ、会うのはずっと先になってたでしょ。私、ここ数年ポルドーともご無沙汰よ。割と近くにいるのに」

　ユーフィーミアは、からからと笑った。

「そうなの？　ポルドーなら、今私の仕事に協力してもらってるから、よく王都に来るけど」

「なんだ、じゃあ近いうち全員で集まって酒盛りといきましょうよ」

「いいけど、ユーフィーミアは水だけだからね」

「わーかってますー」

　相当な酒豪のユーフィーミアは、あからさまにがっかりした顔でうなだれた。

「ただいま戻りました」

　アルフレッドが入ってきて、美咲の傷が治っているのを見てぱっと笑顔になった。

「おかえり。無事に課長と百瀬さんは帰っていった？」

　ユーフィーミアを待っている間に終業時刻が近づいたので、二人には先に帰ってもらうことにしたのだ。アルフレッドが、二人をオフィスまで馬車で送り届けてくれた。

「イズミ様は、姫様の傷を心配なさっておいででした。あとでええと……らいん？　とやらを送ってほしいとのことです」

「そっか……わかった」

　美咲は、腕に触れてみた。もう大丈夫だ。

　治ったところを写真に撮って、添付してＬＩＮＥに送ろうか。そうすれば安心してくれるだろう。

　胸が、何とも言えない温かさで満たされる。

　職場の同僚。ただそれだけだと思っていた。少なくとも、美咲の方は。

　優しい人だ。

「姫様もお帰りになりますか？　でしたらお送りいたします」

「うん……」

　しかし、アルフレッドにまた同じ道を往復してもらうのは申し訳ない。王宮からオフィスまでは、十分歩いていける距離だ。こちらに不慣れな二人ならともかく、美咲なら街を歩いてもそう危険はない。

「今夜は泊まっていけばいい。すぐに部屋の支度をさせるよ」

　だが、美咲が口を開くより先にローラントがそう言った。すかさずユーフィーミアは目を輝かせる。

「支度なんてしなくても、王子の部屋で一緒に──ぐげっ」

「はしたないことを言うものではないよ、ミア」

　ユーフィーミアを窘めたのは、レオンだ。

　叩かれた後頭部を押さえて呻くユーフィーミアごしに、美咲はレオンにサムズアップを送った。もちろん、レオンはその意味がわからず首を傾げていたが。

「レオンとユーフィーミアも、今からでは帰るのも大変だろう。泊まっていくといいよ」

「殿下、わたくし達は？」

　ちょこまかと腰のあたりにまとわりつく双子を、ローラントは優しく諭す。

「明日も学校だろう？　遅刻しないように早めに起こすけれど、それでいいなら」

　双子ははしゃいだ声を上げ、ゴーディアス夫妻は笑みを交わし合う。

「嬉しいわね、なんだか昔を思い出すわ。そうだ、サティ。どうせなら女同士同じ部屋にしてもらいましょうよ。積もる話もあるし」

「わたくし達も！」

「ですわ！」

「うん、私はかまわないけど」

　ローラントの様子を窺うと頷いてくれたので、美咲は喜んでその提案に乗ることにした。
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　夜更かしする気満々だった双子を、ユーフィーミアは時刻が遅くなってきたとみるや誘眠の魔法で強制的に眠らせてしまった。

「ほんとは、ついてくるのだってやめさせたかったのよ。宿題が山のようにあるんだから」

「実のお母さんみたいだね」

「子供三人育てたらあんただってこうなるわよ」

　大きなベッドに四人で並んで寝転ぶ。双子はすっかり寝入っているので、隣り合ったユーフィーミアと美咲の話し声も自然に密やかになる。

「それで。冗談じゃなくて、あんたと王子様どうなってんの？」

「……別に」

「惚れてんでしょ？」

　美咲は寝返りを打って、彼女に背を向ける。

　どうして、彼女はこうなのだろう。ずばずばと、直接心の中に切り込んでくる。

「十年前だって、端から見ててもわかったもの。あんたたち二人、好き合ってるんだなぁって。魔王倒して、てっきりサティはこっちに残って王子と結婚するのかと思ってたのに」

「……当時十七だよ。結婚なんて考えるわけないでしょ」

「まあいきなりは無理だったろうけど、それにしたってあんなにあっさり帰って行くなんて思わなかったわ。二度と会えないのに──少なくとも、当時はそういうことだったでしょ？」

　勇者は、魔王を倒すために違う世界から召喚された。魔王がいなくなれば、存在する意味がない。美咲も、当初は帰るために戦いを選択したのだ。

　その気持ちが変わっていくなんて思いもせずに。

「こうやって運命的に再会を果たしたんだから、ちっとは素直になってもいいんじゃない？　第一王位継承者なのに、王子は未だに婚約者を決めてないのよ。跡継ぎは一族の優秀な誰かを据えればいいとか言って」

「……世襲にこだわる理由もないと思うけど。血筋だからって馬鹿をトップにされたら国民が迷惑する」

「そりゃそうだけど」

　そういう話じゃないのよ、とユーフィーミアは続ける。せっかく話を逸らそうとしたのに。

「一途な人だし、あんたのことあんなに大事にしてくれるし。顔だって性格だって申し分ないでしょ。何が不満なの？」

「そういう問題じゃない」

　今度は、美咲が首を振る。

「ユーフィーミアは、私の国──日本に来たことなんて当然ないから、わかってもらえるかどうか。日本は、とにかく便利なの。何でもそろうし、綺麗だし、一応平和だし。何より生まれてからずっと暮らしているから勝手がわかる。こことは何もかも違う」

　アイガウッドへ来て、環境がまるで違うことになかなか慣れることができなかった。食べたことのない料理、慣れない味付け、生活手段の不便さ、そして衛生環境のひどさ。数え上げれば際限なく出てくる。

「こっちの世界で過ごすのは限界だった。でも、確実に戦いが終われば帰れると思ったから、何とか我慢できた。永住なんて耐えられない」

「……王子と一緒でも？」

「うん」

　愛さえあればどんなことでも乗り越えられるなどというのは、ただの理想論だ。十七歳の美咲でも、そんなのは熱に浮かされて正常な判断ができなくなっているだけだと思ったし、実感していた。

　美咲は日本の生活に馴染みすぎていて、少しでもそこから逸脱することはできないと。

「正しい選択だったと思ってるよ。十年経ってまた来てみたら、なおさら耐えられないと思った」

「……現実的ね。まあ、賢いとも言えるけど」

　ユーフィーミアは、それきり黙り込んだ。ちらりと肩越しに見やると、仰向けになって目を閉じている。

　しばらく、美咲はじっとしていた。やがて彼女の寝息が聞こえてきたので、手を伸ばして寝台脇の小テーブルに灯っていたランプを消した。

　暗闇の中で横たわっていると、眠気がやってきた。とろとろと微睡んでいるうち、夢とうつつが混ざり合い始める。

　あの時彼の紫の髪は、今より長かった。緑と金色の瞳は、落ち着きではなく情熱と生命力に満ち溢れていた。

　その目が、真っ直ぐに美咲を見つめていた。

　行かないで、と、彼は美咲を抱きしめた。その言葉の響きに、息が止まった。

　胸が痛い。

　喉が、何かに締め付けられているようだ。

　何も言えなかった。動くこともできなかった。

　ただ、溢れそうになる涙をこらえるだけで、精一杯だった。
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　ポルドーの故郷から出奔したルゴット族の娘達が、仕事をしたいと申し出てきたという。

　王宮に泊まった翌日、そのままオフィスへ出勤した美咲は、程なくやってきた彼からそんな話を聞かされた。

「ファッサを狩るには人手がいるから、俺には異存はないんだけどな。あの坊やを養う金を稼ぐためっていうのが複雑なんだ」

　未だに彼女達への説得は続いている。そちらに何の進展もない上そんなことを言われたら、確かにいろいろ思うところはあるだろう。

「なんていったっけ、あの少年……」

　うっかり名前を忘れていたので、美咲は手帳をめくった。少年と面談した日付のところに、『岡村悠人：異性に無駄にもてる特殊能力持ち』と記入してあった。

「それで、そいつも狩り場まで行くらしいんだよ」

「岡村君が？　普通の学生っぽかったけど、ファッサが出るような山を登れるの？」

「無理だろ」

　日本にいる鹿と同じで、ファッサは山に生息する。狩りをするには、当然山中深く入っていかなければならない。狩猟に長け身体能力が高いルゴット族なら問題ないが、山歩きの知識も経験もない日本人の少年には、過酷としか思えない。

「むしろ無謀だろ。けど、イェリス──娘達の一人が、奴だけで家に残しておくのは心配だって主張するんだよ」

「どうしてまた？」

「最近、あいつらの住んでる家の近所に不審者が出るんだとか」

　初めて聞く情報だ。

「どんな不審者なの？」

「見た目は、転生者の奴らと似てるみたいだな。黒髪に不思議な肌の色、黒い目。男のようだ」

　美咲は眉をひそめた。また転生者が現れたのか。

「何をするわけでもなく、家をじっと見てるんだとよ。何時間も」

「それは不審だね」

「通報しないんですか？」

　泉美が話に参加してくる。

「こっちにも、警察みたいな人とかいますよね？　ええと、治安を守る人達です」

「いるにはいるが、役人を探している間に消えちまうそうだ。どうにもできん」

「うーん……信ちゃんが言ってたのと同じ人かなぁ？」

　泉美の呟きに、美咲だけでなくオフィスにいた全員が反応した。

「信ちゃん？」

「あ、えへへ。ついうっかりー」

「……もしかして、丸山さん？」

「そうですー」

　ただ親しくなったからそういう愛称で呼んでいるのかとも思ったが、両手で赤くなった頬を隠すようにして身体をくねらせている泉美の様子からして、それは違うようだ。

「……百瀬さん、まさか……」

「えへ、実は……付き合ってるんですー」

　泉美はきゃーといって机の下に隠れてしまう。

　全然気づかなかった。

「それはおめでたいですね」

　野木課長は、いつもと変わらず泰然としていた。穏やかな微笑みのおかげで、美咲も落ち着きを取り戻す。

　確かに、二人はラーメン開発で一緒にいる時間が長かった。料理が好きな彼女は、何かと丸山と合う面も多かったのだろう。別に、不思議なことではない。むしろ、そういう縁があったのは素敵なことだ。

「まだそうなってから日が浅いですけどー、まずはゆっくりお友達からってことで。信ちゃんすっごく優しいんですよー」

「真面目そうな方ですからね。よかったですね」

「はいー」

　机の下から、泉美の幸せそうな声が聞こえた。きっと、幸せいっぱいの表情をしているのだろう。

　美咲も、ふっと口元を緩めた。

「おめでとう、百瀬さん」

「あ、はいー。ありがとうございますー」

　話してみて、丸山の人柄には好感を持った。美咲達の言い分を聞き、改めるべきところをすぐに改めようとする姿勢もそうだし、新しいラーメンを作るために日々研究を重ねる姿には心を動かされた。泉美も、素直で性格のいい女性だ。幸せになってほしいと思う。

　アイガウッドで仕事をするようになってから、本当に思いもしないことが起きる。嬉しいことや楽しいことが多いのが幸いだ。

　十年前には、とうてい考えられなかった。

　長い年月が経った、ということだろうか。

「……おーい、そろそろ本題に戻っていいかー？」

　話題から外されたポルドーが、遠慮がちに声をかけてきた。
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　案の定途中でへばった岡村少年は、山の麓で待機することになった。無理矢理連れて行こうものなら、確実に遭難する。というか、狩りの邪魔だ。

　そういうわけで、同行した美咲が彼の見張りも兼ねて麓に一緒に残ることにする。ポルドー達ルゴット族は、軽快に山へと入っていった。

「はい、飲み物」

「あ、はい……ありがとうございます」

　岡村は、ぐったり座り込んだまま美咲の差し出した水筒を受け取った。ちなみにそれはアイガウッドで普通に使われている動物の臓物などを利用したものではなく、日本で買った魔法瓶だ。中に詰めてきたのも経口補水液。そう説明すると、岡村は礼を言って躊躇なく魔法瓶に口をつけた。

「たぶん、みんなは昼には一度戻ってくると思うから。それまでこの昼食の番をして待っていましょう」

「はい……」

　覇気がないというか、大人しい少年だ。高校生だと言っていたが、クラスでも目立たない存在だったのだろう。初対面の時はいきがっていたが、今が素の彼なのかもしれない。

　それはそれとして、手持ちぶさただ。何しろ、会話しようにも、年が離れているから会話のきっかけになるような話題も探しにくいし、前に会ったときは彼は決して友好的ではなかった。

　彼も気詰まりだろうなと思っていると、少年が「ごちそうさまでした」と魔法瓶を返してきた。

「あれ、全部飲んじゃった？」

「はい、喉渇いてたんで……」

　帰りの分も考えて入れてきたのだが。

　まあ飲んでしまったのは仕方がないので、あとでその辺の川で水を汲んでいこうと考えていると、岡村がおずおずと話し始めた。

「レミアって子から聞いたんですけど、昔勇者としてここで戦ったって……本当ですか？」

　知らない名前だが、彼の取り巻きの一人だろうか。そこは追求してもしょうがないので、質問の答えだけを返す。

「十年前の話だけどね」

「やっぱり、トラックにはねられて女神に会ったんですか？」

「会ってないよ。はねられてもいない」

　岡村は目を瞠った。そんなに意外だったのだろうか。

「私は、エルディアスの大魔道士に召喚された。あなた方みたいに、何らかの特殊能力なんて一つも与えられず、ひたすら実践で力をつけていくしかなかった。まあ、途中で反則武器は手に入ったけど」

　聖剣ザーフォード。魔王を倒すためだけに存在するという武器。選ばれし勇者にしか扱えないという剣を自分のものにするために、思い出したくもないような『試練』をクリアしなければならなかった。暗闇の中で延々何かと戦い続けたり、砂漠のような空間をゴール目指してひたすら歩き続けたり。その他にも、似たようなことをいろいろやった。どんな『試練』を正確にいくつクリアしたかは詳しく思い出したくもない。

「じゃあ、魔王を倒したのも全部、努力して身につけた力なんですか？」

「仲間の協力とね。それでも死にかけたけど」

　岡村は、それきり黙り込んでしまった。

　何か考えている様子だったので、美咲もそれ以上は続けない。山の方を眺めて、まだみんなは戻らないかなとぼんやりしていた。

「どうして、勇者をやろうと思ったんですか？」

　岡村が、切り出した。

「いきなり違う世界に呼び出されて、特別な力も何もないのに世界を救うなんて、どうしてやろうと思ったんですか？」

「……すぐに決めたわけではないよ。もちろん。でも、帰りたければ魔王を倒せって言われてたし、それに……」

「それに？」

「ここで何日か過ごしているうちに、何か……愛着っていうのかな、そういう気持ちが湧いたの」

　最初のうちは、理不尽な出来事に怒ることしかできなかった。それを引き起こした人達に、当たり散らしてばかりいた。そんな彼女の傍について、根気強く気持ちを鎮めてくれたのは、のちに仲間になるローラント達だった。

「私、あんまり友達を作るの得意じゃないんだけど、彼らが親切にしてくれたから打ち解けられた。心細いときに親身になってくれたのも、やっぱり嬉しかった。そのあとの勇者としての鍛錬も魔王の城への旅も、みんながいつも一緒にいて支えてくれた。だからだんだん、思うようになったの。『この人達が生きる世界を守りたい。救いたい』って」

　その気持ちは、今でも変わらない。二度と来ることがないと思っていたこの世界で、再び彼らの役に立てるなら嬉しい。

「彼らだけでなく、この世界の人達が平和に生きていけるようにって、心から願っている。何か偉そうだけど、一度は滅びを食い止めたんだから、この先ずっと幸せなときが続いてほしいじゃない？」

　岡村少年は、無言だった。唇を引き結び、美咲の言葉に耳を傾けていた。

「……だから、勇者なんですね。園田さんは」

「ん？」

　呟いたきり、彼はもう口を開かなかった。美咲もそれ以上は話さず、静寂に身を委ねる。

　そうして、昼近くなった頃だった。何かが近づいてくる気配を感じ、美咲はその方向に感覚を集中させた。動物かと思ったのだ。山の麓とはいえ、危険な生き物が襲ってこないとも限らない。

　そしてすぐ、違和感を覚える。

　動物ではない。人間だ。だが人間にしては、妙な気配をまとっている。

『気』を鋭角化して、放つ。攻撃ではないが、それを受けた対象は何となくいやな気分にはなるはずだ。

　しかし相手は、動かなかった。効かなかったわけではない。多少の狼狽は伝わってきた。

　何だ。

　何者だ。

　何の目的があるのだ。

　周囲に素早く目を走らせる。草むらに転がる石を見つけた。

　当てはしないが、投げつけて威嚇して追い払えれば。

　美咲が一瞬だけ謎の気配から注意を逸らした、その時だった。

「っあ──！」

　岡村が小さく悲鳴を上げて、体勢を崩した。

「どうしたの！」

　岡村の身体を支えて抱き起こす。岡村はぐったりして気を失っているが、ざっと確認しても傷を負った様子はない。

　何があった。

　まさか、奴が。

　急いで探ったが、すでに気配は消えていた。

　わずかの間だった。いつの間にいなくなったのかすら、わからなかった。

　いや、それ以前に──いつどこから現れたのかも。

「何が……」

　岡村を横たえて、しばらく辺りを警戒していたが、それきりあの気配の持ち主は現れなかった。

　やがて、ポルドー達が戻ってくる。ファッサをどっさり獲ることができたらしく、満足そうな顔をしている。

「待たせたなお嬢。ん？　そいつどうした？」

「ちょっと気分が悪くなったみたいで」

　娘達がいるし、ややこしい説明になりそうだったからそう言うに留めておく。

　だが、娘達の次の言動はもっと美咲を驚かせた。

「やっぱ、こんなひ弱な奴を連れてきたのが間違いだったよね」

「役に立つわけないもんね」

「……狩りもできないなんて……惰弱」

「ですぅ～」

　あんなにべたべたしていたとは思えないような、冷淡な言葉ばかりが続くのだ。

「お前ら、どうしたんだ？」

「どうもしないですよ。あれ、っていうかなんであたしらこいつにくっついてきたんだっけ？」

「さあ……」

　娘達はわいわいとりとめもないことを話していたが、誰からともなく森へ帰ると言い出した。かねてからポルドーの頭を痛めていた問題だったのだから、それはそれでいいことなのだが。

　しかし。

「お嬢……」

　ポルドーは、困惑した顔で美咲を見ている。美咲にもわけがわからない。

　そして、結局。

　ファッサをエルディアスに運んだあと、突然の状況変化に混乱する岡村少年一人を残し、娘達は全員故郷へと戻っていったのだった。
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　しょんぼりしている岡村がさすがにかわいそうで、美咲とポルドーは彼を王宮へ連れて行き、ローラントに事情を説明した。

「……よくわからないな」

　ローラントは首を振ったが、美咲達にも何が何だかわからない。そもそも、岡村自身にすら何が起きたのか定かではないのだから。

「サティは、妙な気配を感じたと言ったね？」

「関係あるのかはわからないけど」

　おかしな出来事と言えば、それだけだ。狩りに出発する直前まで、ルゴット族の娘達は岡村にべたべた纏わり付いていた。それが戻ってくるなり掌を返したように冷淡になったのと、あの気配が関連しているのだろうか。

「山の中ではどうだったの？」

「いや、狩りの最中だからな。無駄口なんか叩いてる暇はねぇ。あの時何かあったんだとしても、俺にはわからねぇな」

「そう」

「あの……」

　岡村が、掠れた声を出した。

「俺……どうすれば」

　何とも人任せな問いだったが、美咲にはその点を責める気にはなれなかった。日本で轢き逃げされて死んでしまい、生き返った先が右も左もわからない異世界。これまでは身についた異能力で図らずも娘達という庇護者を得て辛うじて暮らしてこられたが、これからはそれもままならない。

　世界にたった一人という孤独と恐怖は、美咲にも経験がある。

「何か、彼に仕事を世話してあげられないかな？」

　まずは、それくらいしてやってもいいと思うのだ。

「仕事ね。オカムラ……君だったか。君にはどんなことができる？」

「どんなことって……」

　ローラントの質問に、岡村はうなだれてしまった。無理もない。

「高校生だったんだもんね。じゃあ、アルバイトの経験とかは？」

「あ、コンビニのバイトならやってましたけど……」

　美咲は、ふむと考え込んだ。コンビニの仕事は、やることが多岐にわたる。レジ打ち、接客、清掃、商品陳列、その他諸々。だが、その程度の経験では王宮の雑用係などは難しいだろう。

「そうなると……丸山さんかな」

　接客経験があるなら、丸山の店の店員ならやってやれないこともないかもしれない。何より丸山も転生者だ。岡村にとっては心強いのではないか。

「丸山さんに会ってみる？　やっぱり日本から転生して、こっちでラーメン屋さんやってる人なんだけど」

「あ、もしかして俺んちの近くの……。何回か食べに行ったことあります」

　近くだったのか。前に彼の家に行ったときは気づかなかったが。

「通り一本挟んだところなんです。みんなおいしいって……」

　明るくなりかけていた岡村の表情が、ふっと陰った。去って行った娘達のことを思い出したのだろう。

「じゃあ、明日にでも丸山さんに話してみるよ」

　美咲は努めて明るい声で言って、勇気づけるように岡村の肩をぱしんと叩いた。

「そのうち異世界からの転生者全員に納税義務ができそうだから、今のうちに仕事見つけておいた方がいいよ」

「え、納税？」

「ああ。今制度を整えているところだ」

　ローラントもにっこりした。かなり具体的なところまで進捗していたようだ。

「今日のところは、王宮に部屋を用意するよ。時間も遅いしね」

「は、はい。ええと……すみません。ありがとうございます」

　岡村は、美咲達三人にそれぞれぺこりと頭を下げた。根は素直な少年のようだ。

　彼の家に送るより、その方がいいだろう。あの家に一人でいると、きっと心細い。

「じゃあ、私達は帰るね。ローラント、彼をよろしく」

「任せてくれ。それではね、サティ。ポルドー」

　馬車を用意する、という申し出は辞退して、二人は徒歩で王宮を出た。やることがいろいろあったので、もう日が暮れかけている。

「まあ、俺の仕事は一つ終わったから、それはいいんだけどな」

　並んで歩きながら、ポルドーが言った。

「突然前触れもなく、娘達が岡村に愛想尽かしたっていうのが気に入らねぇ。お嬢の感じた気配の正体も気になるな」

「うん……」

　殺気はまったく感じなかった。だが、美咲が放った気の攻撃にも動じなかった。衰えたとはいえ、戦いの素人なら怖じ気づく程度の闘気をぶつけたつもりだったのに。

「自覚はなかったけど、かなり劣化してたのかなぁ」

「何が？」

「私の戦闘能力」

　前回、名前はもう忘れたが迷惑な勘違い野郎転生者と戦ったときには、そんなに力が衰退したようには感じなかったのだが。むしろ、意外にまだいけるもんだと思ったくらいだ。

「お嬢は弱くなってなんかいねぇよ」

　ポルドーがぽんと美咲の頭に手を載せた。

「こないだ転生者と戦ったって言ってたよな。俺は直接見てねぇが、聞いたところでは昔とそんなに変わってねぇと思うぜ」

「……そうかな」

「ザーフォードなしでそれだけ戦えるなら、十分だろうよ」

　この世界を離れるときにした『あること』のために今は使うことができない、美咲の全力。

　もしここにザーフォードがあったら、あの気配を完全に威圧することもできただろうか。

「そういえば、今朝もそんな話がなかったか？」

「え？」

「ほら、あのうまい異世界のらぁめんって飯作る男とデキたデキないって騒いでた嬢ちゃんが……あー、違うな、そもそも俺が言い出したんだよな。オカムラの家の周りに不審者が現れるって」

　思い出した。確かに泉美もちらりとそんなことを口にしていた。信ちゃんこと、丸山の周囲にも同じような人物が見かけられたと。

　まさかその不審者が、今日のあの気配の持ち主だったのだろうか。岡村を追って、わざわざあの山まで着いてきたとでもいうのか。

「もし同じ奴なら……丸山さんも危ないんじゃ」

「そうかもな」

　美咲は、ポルドーと顔を見合わせた。

　そしてどちらからともなく走り出し、丸山の店兼自宅へ向かった。
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　丸山はまだ店を開けていたが、何も変わったことはないと言った。とりあえずはほっとする。

「でも、念のため戸締まりは厳重にしてください」

「ええ。というか、いつもちゃんとしてますけどね。ラーメンのスープでも盗まれたら大変なんで」

　冗談めかして笑ってはいたが、ラーメン屋にとってスープは命。特に丸山のところのは、詳しい作り方は企業秘密で聞けなかったが、材料を何日もかけて煮込んで作るらしい。そんなに手間暇かけて作ったスープに何かあれば大事件だ。

「そうだ、よかったら俺が店の方に泊まろうか？」

　ポルドーが気軽に申し出る。丸山の店は、二階が自宅スペースで店の中から階段で移動できるようになっている。つまり、一階の店を通らなければ丸山の部屋まで辿り着けない。ポルドーが店で見張っていれば、もし不審者が侵入してきても捕らえられるはずだ。

「でも、店に布団とかベッドは置けないですよ」

「屋根と壁と床があるだけ上等ってもんだぜ」

　ワイルドな発言に、丸山は笑顔になった。やはり、不安だったようだ。

「そうしてもらえれば心強いです。すみません、よろしくお願いします」

「そんな気にするなって。いつもうまいらぁめんごちそうになってるんだし」

　ファッサの仕入れでよく顔を合わせるからか、丸山とポルドーは打ち解けた雰囲気で話している。彼らがこんなに仲良くなっているなんて、少しも気づかなかった。

　気づかなかったといえば、泉美のこともだ。毎日顔を合わせているし、丸山とも美咲はよく会っていたのに、二人が付き合っているなどと、まったく予想だにしなかった。自分の鈍感さに呆れてしまう。

　関心を持っていなかったから、だろうか。

　もう閉店にしたので、店内はがらんとしている。テーブルに放置したままのラーメンどんぶりは、底の方にスープが少し溜まっているだけ。この店では、ほとんど食べ残しなど出ないと聞いたことがある。

　初めて来たときと、メニュー内容が変わっている。価格設定が少し高くなっていたし、料理の名称も違う。それらはすべて、エルディアスの文字で書かれていた。丸山が書いたらしいその文字はまだ多少ぎこちないけれど、以前よりずっと上手になっているのがわかる。

　いろいろなことが起きた。様々なことが、変わった。

　なのに自分はいったい何を見て、何をしてきたのか。
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　日本でも、動きはかなりあった。

　美咲達の会社が、野木課長の提出した企画の一つを採用した。会社が窓口となり、小規模ではあるがエルディアスと貿易をするというものだ。扱うのは、主に食材。

「丸山さんの店で使う食材で、どうしても日本にしかないものは輸入品を使うことができるようになります。そして、丸山さんの料理を一例として、エルディアスに日本の食材の調理法と味を広めることができ、ゆくゆくは販売も可能になります」

「なるほど、素晴らしい案です」

　ローラントの反応もよかったが、丸山の店だけが窓口というのは弱い。何しろラーメン屋だから、ラーメンとその他中華料理を作るための、ごく限られた中華の食材くらいしか使われない。

「エルディアスの料理人にも、日本食材を使った新しい料理を考案してもらうことができればよいのですが。その作り方を、国民の皆さんに広める……できるだけ手軽に作れるものがいいですね」

　野木課長が言う。

　理想は、エルディアスで手に入るエルディアスの食材と一緒に使って作れる料理だ。残念ながら、美咲に創作料理のセンスはないので役に立てそうもない。

「おもしろそうー。私も考えてみようかな」

　泉美は乗り気だ。早速メモ帳に何やら一生懸命書き始める。

「さすが、料理が得意なだけありますね」

「っていうか、たいていの食材は醤油使えばおいしくなりますよー。あと味噌」

「そうなんですか？」

「はい。こっちの人だって醤油大丈夫みたいですしー。信ちゃ……丸山さんのお店の醤油ラーメンも大人気ですし」

「なるほど」

　そうなると、丸山のラーメンのおかげで日本の食材や料理への抵抗感はある程度なくなっていると考えていい。それなら、日本から食材を仕入れて新たな料理を生み出すという試みは、案外うまくいくかもしれない。

「ですが」

　今日から会議に参加するようになったレオンが、口を開いた。

「広めるといって、どのようにするのです？　例えば店を一軒開くとしても、お客がついて繁盛するまで時間がかかります。サティ達の雇い主は、できるだけ早く輸入を開始したいのでしょう？」

「そうだね……」

　新しい食材というのは、ただ店頭に並べれば売れるというものではない。どんな調理法があるのか、それはどれくらい手間がかかるのか、何よりもどんな味がするのかということを知ってもらうことが肝心だ。日本でなら、スーパーや百貨店の売り場で作り方を実演し試食を配るアレが効果的なのだが……。

「ん？」

　実演販売。

　試食を配る。

　食べる。

　食べさせる。いや。

　──食べざるを得ないように持っていく。

「そうだっ！」

　美咲はつい、大声を出して立ち上がった。がたーんと椅子が後ろへ倒れ、一同ぎょっとして一斉に彼女を見る。

「ど、どうしたんですか？　園田さん」

「グルメイベントを開くというのはどうでしょうか！」

「ぐるめいべんと？」

　ローラントが首を傾げた。よく考えたら、彼がグルメイベントの何たるかを知っているわけがなかった。

「最近よく日本のあちこちで開かれるようになったイベントなんだけど、いろいろな食べ物のお店が一つの会場に集まって、料理を振る舞うの。高級な料理もあるし、安くてたくさん食べられるようなものもあるの。他に、ある地方の名物とか、限られた場所へ行かないと食べられないものが売り出されたりするから、それを目当てに遠くからイベントに来る人もいるんだって。料理を提供する側も、イベントをきっかけにして自分達の土地の料理を宣伝できるから、両方にとっていいことがあるんじゃないかな」

　一つの会場の中で、たくさんの料理を気の向くまま心置きなく食べられるのだ。そういうイベントに足を向けるのはほぼ食べるのが好きな人達だから、一人で三から五品くらいは食べる。

「なるほど、当然お金の流れが生まれますから、経済効果もありますね」

「話題性もありますよねー。あ、でもこっちの人ＳＮＳはやらないか」

「いえ、日本でだけでもネットでの宣伝は効果があるでしょう。旅行会社に、イベントに合わせてツアーを組んでもらえれば……」

　美咲は、ローラントを振り返った。彼は、旅行会社とすでに繋がりを作っている。

「詳しく説明を聞いた上で具体的な計画が立てられそうなら、すぐに掛け合ってみるよ」

「うん！」

「じゃあ、信ちゃん……じゃない、丸山さんにも話しますね。グルメイベントやるって言ったら、きっと張り切っておいしいラーメン作りますよ」

「お願いします」

　丸山は、快く岡村少年を雇い入れて今日も忙しく店を切り盛りしているに違いない。ポルドーはしばらく用心棒として店に詰めることになり、今日の会議にも来ていない。

「何だかわくわくしますねぇ」

　野木課長は楽しそうだ。

「文化祭を思い出します。一度運営委員をやったことがあるんですが、大変だったけれどやりがいがありましたね」

「そうか……運営スタッフも必要ですよね」

　つい勢いで口に出してしまったが、イベントを開催するならそれを動かす人員も必要だ。

　大丈夫だろうかと考え込む美咲の胸中を察したかのように、課長が続けた。

「私は裏方をやりますよ。日本とやり方は多少違うかもしれませんが、何とかなるでしょう」

「課長……」

「今からとても楽しみですよ。日本にいたのでは絶対できない経験でした」

　心からの言葉なのは、課長の表情を見れば疑いようがなかった。

　こんな課長は、見たことがない。ひどい言い方だが、日本ではいつも存在感が薄くて仕事上の実績もそれほどではなかった気がする。会社へ来て、仕事をして、帰宅するという生活を繰り返すだけの、可もなく不可もなくの地味な勤め人だった。

「私も出店したいけど、裏方の方がいいですかー？」

「え！　出店ですか？」

「だってせっかくのグルメイベントだしー。私、料理作って誰かに食べてもらうのも好きなんですよ。ほら、今ちょっとメニューのアイディア考えてみたんですよ」

　泉美のメモ帳は、いつの間にかぎっしりと文字や絵で埋まっていた。どうやら、レシピを考案していたらしい。わずかの時間でこれだけアイディアが出てくるとは、料理好きは伊達ではない。

「誰か出店する人ももっといた方がいいですねぇ。日本人が考えた、エルディアスと日本食材を使った新しい料理というのは、きっと関心を集めると思いますよ」

「わー、じゃあ私お店やろうっと」

　それから課長と泉美は、早くもイベントの計画で盛り上がり始めた。まだやると決まってもいないのに、どれくらいの出店数を募るかとか、会場はどの辺りがいいかとか、価格やイベント内の具体的な内容まで、いろいろな案を出し合っている。

「つまり、お祭りなのですか？」

　その様子を見て、レオンが訊いた。

「でも、いいかもしれませんね。エルディアスでは、長い間民の楽しみなどほとんどありませんでしたから」

　魔王の破壊の爪痕。破壊からの復興。元の暮らしを取り戻すことが先決で、みんながむしゃらに働くしかなかっただろう。美味しい料理どころか、その日の食糧にも事欠くような状態が当たり前だったろう。

　せめてこの街の人だけにでも、イベントに来てもらいたい。エルディアスと日本の料理を、心ゆくまで堪能してもらいたい。

「もし本当に決定したら、私も会場で一曲披露させていただきましょう。これでも吟遊詩人ですから」

「いいね」

「ええ、勇者サティと仲間達の、魔王との決戦を謳った英雄譚をね」

「……やめて」

　実際より誇張しまくって美化した自分の話を、目の前でがんがん語られるとか、どんな羞恥プレイかという話だ。

「魔王イグフェイルか……」

　いつの間にか、ローラントが傍らに立っていた。異なる色の瞳は、遠くを見つめている。

「魔王と対峙して、まず感じたのは驚愕だったな。まったく思いもよらなかったよ」

　彼が何のことを言っているのか、美咲にはわかった。恐らく、レオンにも。

「あれが魔王というのは何かの間違いで、罠ではないかと」

「本当にね。まさか……」

　まさか、と全員が思ったことだろう。

「まさか魔王が、あんなに美しい女性だったなんて」

　波打つ黄金の長い髪。華奢な肢体。見開かれた大きな瞳は、澄み渡る蒼穹そのもの。

　世界を滅ぼそうとしていた魔王は、見る者の心を一瞬で奪うような神々しい美女だった。

　その姿に最初は戸惑った。それが大きな隙となり、一時は窮地に追い込まれてしまった。

「何とか勝ったからよかったものの。普通魔王って聞いたらごついでかい怪物を想像するよね」

「ごついかどうかはともかく、少なくとも男のように考えていたよ」

　先入観とは恐ろしいものだ。

　話しているうち、ふと美咲の心に引っかかることがあった。

「ねえ、転生者達が会ったっていう女神も、金髪碧眼の美人なんだよね……？」

「うん」

　ローラントも同じことに思い至ったのか、何とも言えない表情をしている。

　とどめは刺した。魔王が動かなくなり肉体が砂になっていく様を、美咲達は最後まで見届けた。消えずに残ったのは、心臓だけだった。大人の握り拳大の、深紅の石のような外見をしていた。それが強大な魔力を秘めていたのがわかったので、のちにローラントが大魔道士エルバラとともに回収したのは覚えている。何かの研究素材にするつもりだったのだろうか。

「偶然、にしては……なんか、いやだよね」

「どうしたのです？　二人とも」

　レオンは、怪訝そうに美咲とローラントを交互に見ている。彼はまだ、転生者達がアイガウッドへ来たときの詳細な出来事までは聞かされていないらしい。

　ローラントはレオンの問いには答えずなおも黙って考え込んでいたが、やがて美咲を呼んだ。

「いい機会だから、君に説明するよ。アイガウッドと君の世界を繋ぐ本当の力について」
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　広い部屋の中央に魔法陣が描かれている。大きさは半径百メートルほどだろうか。その円の中をびっしりと埋め尽くす魔道文字の密度と量に、美咲は圧倒される。

「前にも少し話したけど、魔王を倒したとき城から回収した魔王の埋蔵金は、魔法の発動と維持に必要な道具を賄うために使われている。アイガウッドとサティ達の世界への通路を維持するために欠かせないものだ。けれど何より必要だったのは、魔王の心臓石に宿っていた無尽蔵の膨大な魔力だった」

　ローラントは、魔法陣をじっと見つめた。

「他の魔道具や薬草などは、高価ではあるけれど買うことができる。だが心臓石がなければ、こんなにも長期間に渡って回廊を維持することは不可能だった」

　異世界間回廊。彼らは、世界を繋ぐ通路をそう呼んでいるという。

　その維持装置を初めて目の当たりにして、美咲は呆然としてしまった。

　美咲は魔法に関してはあまり上達しなかったが、それでもわかる。これは、大変高度な知識と技術、それらを扱える確かな腕がなければ発動させることすらできないものだ。

　今アイガウッドでこの魔法陣を制御できる者がいるとすれば、大魔道士エルバラと他ならぬ彼が自分をも凌ぐと讃えた、ローラント・デル・カデナ・エルディアスくらいではないか。

　振り返った美咲の視線の先で、異色の瞳を持つ美貌の王子は柔らかな笑みを浮かべている。

「永久に動き続けるようにしたから、魔法陣を破壊しない限り回廊は維持される。たまに魔力増幅の魔道具を交換したり、魔道文字を書き直したりするくらいかな」

「魔法文字を書くインクが、高級品なんだっけ？」

「正確には、原料となる薬草がね。でも言い換えれば、それさえ不自由なく調達できれば、この魔法陣を動かし続けることが可能ということだ」

　つまりその程度のコストしか必要としないで、これだけ大規模な想像を絶する魔道を半永久的に発動させたままにできるということ。

　異なる世界同士を繋ぐ。アイガウッドではこれまで誰一人考えたことすらなかったはずだ。大魔道士エルバラの異世界から勇者を召喚するという魔法ですら、稀代の天才でもなければ成功しないと言われていた。

　十年前一緒に戦っていたとき、ローラントの能力の高さには驚かされつつも慣れていたつもりだったが、実際はそれ以上だったとは。

「魔王の心臓には、どういうわけか膨大な魔力が蓄積され、今になってもまったく尽きる様子を見せない。ありがたいことだが、どういう原理なのだか気にかかるよ」

　魔法陣の中央に設置された深紅の石は、鈍い輝きを放っている。

「金髪碧眼の美女……女神か」

「やっぱり気になる？」

「ノブオ達がその女神の容貌を覚えているようなら、似顔絵を作らせてみるのもいいかもしれない。まさかとは思うが」

「魔王は倒した。とどめを刺したのは私だもの、それは保証する」

　ローラントが、隣にそっと並んだ。手が包み込まれてはっとするが、美咲は動かずにいた。

　彼の指が、美咲のそれに優しく絡む。

「転生者達が発見された確実な最初の例は、四年前。アイガウッドと君の世界との間に回廊を繋げてからだ」

　掌が、じんわり温かい。

「回廊が、君の世界の死者達を呼び込むのだと思っていた。副作用なのだと……。だが、同じ条件、同じ出来事を経験し、ここで蘇るというのがどうも不思議だ。それぞれに異なるが、何らかの異能力を身につけるという点も共通している」

　もともと持たない能力を与える。そんなことが、たかだか世界の間が繋がったくらいで起こりうるのか。確かに、まず疑問に思わなければならないことだった。

「今まで話を聞いた三人とも、みんなトラックにはねられて死んだ結果、こちらの世界に転生というのはやっぱり変だよね……」

　現代日本に於いて、人が死ぬ理由など他にいくらでもある。病気、事件、自然死。車にはねられる事故でも、トラックだけとは限らない。自家用車、タクシー、バス、バイクなど数えれば切りがない。

　それなのに、たまたま美咲達が接触した相互に共通点のない三人の転生者が、全員トラックにはねられている。まるでそれが、異世界に転生するための必須条件ででもあるかのようだ。

「ローラント」

　大きな手。温かい。掌が硬いのは、剣術で鍛えられているから。

　昔と同じ。

「どうして二つの世界を繋げようと思ったの？」

「前に話した通りだよ。このままでは、アイガウッドはいつまでも停滞したままだと思ったから。君達の世界のような発展を遂げたかったからだ」

　真っ直ぐな、強い言葉だった。嘘は感じられない。

　美咲は、自分の爪先を凝視した。

「……どうして、私に会いに来たの？」

　ローラントの目的を達成するためには、美咲などいなくてもいいはずだ。日本の中枢にいる政治家、やりたいことに見合う専門知識や技術、ノウハウを持つ誰かに頼めばいい。

　あんな無茶な金額と理屈で、美咲を引っ張り込むメリットなど一つもない。

　繋いでいた手に、力が込められた。だがそれは、直後離れていく。

　美咲がはっと顔を上げると、一瞬のち深い抱擁の中にいた。

「サティ……！」

　美咲の背中を抱きしめる、二本の腕。頬に、胸に、全身に感じる熱。

　覚えているより、ずっと力強い。

　十年前、彼の紫の髪は、今より長かった。緑と金色の瞳は、落ち着きではなく情熱と生命力に満ち溢れていた。

　その目が、真っ直ぐに美咲を見つめていた。

　あの時彼は、行かないで、と美咲を抱きしめた。その言葉の響きに、息が止まった。

　胸が痛くて。

　喉が、何かに締め付けられて。

　何も言えなかった。動くこともできなかった。

　ただ、溢れそうになる涙をこらえるだけで、精一杯だった。

　今と、同じように。

「間違っていただろうか」

　ローラントの声は、すぐ耳元で聞こえた。

「魔王の心臓石と、この魔法陣。正しいことに利用できると、信じてきた。だが結果は、不要な混乱をエルディアスにもたらしただけだったのだろうか……」

　あの時とは反対に、今は彼が震えている。

　美咲は目を閉じて、覚悟を決めた。

　両腕を持ち上げる。重い。落ちてしまう前に、しがみつく。

　彼の、背中に。

　ぎくりと彼の肩が跳ねるのが伝わってきて、少しおかしくなる。

「何が正しいかなんて、やってみないと誰にもわからない」

　可能性だけならいくらでも存在するが、現実に起きるのはその中のたった一つだ。どんな未来が待っているかは、人にはきっと選べない。

「大丈夫。確かにちょっと不思議なことは起きてるけど、どうにかできないほどのものじゃない。現に、丸山さんは私達の話を聞いてくれたし、協力もしてくれてる。岡村君だって悪い子じゃない。まあ、ちょっと困った馬鹿はいたけど」

　その馬鹿もとりあえず捕まえたので、問題はない。

「それに、今度みんなでイベントをやるんだから。私達の世界と、アイガウッドとで。二つの世界を繋ぐお祭じゃないの」

　口に出してみてから、初めて気づく。そう、これはとんでもない一大イベントだ。二つの世界で人が混ざり合い、食べ物の文化が出会い、それを通して互いを知る第一歩ではないか。

「ローラントが回廊を繋げなかったら、こんなことはできなかった。すごいことだよ」

「……サティ」

「だから」

　だから。

「そんなに、悲観することないよ」

　ぎゅっと、強く彼を抱きしめる。そうしないと、膝が崩れてしまいそうだった。

　どきどきして。

「……ええと」

　伝わっただろうか。伝わっているといい。正直、もう話すのも限界なのだ。どうしてこんなに胸が苦しいのだろう。

　ローラントに、触れている。

　それだけのことで。

　十年前。彼の気持ちをはっきり告げられたとき、自分はどんな風に感じただろう。

　今思い出せるのは、驚きと戸惑いと──苦しさと、悲しみ。

「サティ」

　抱擁が、強くなる。美咲は息を詰めた。

「ありがとう」

　それきり、彼は無言だった。

　ひどい目眩がして、美咲はひたすら彼にしがみついていた。

　それだけ、だった。

　けれど、これ以上のことは、なかった。
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　もし二つの世界が繋がったら──と、ローラントは言った。

「何？　それ」

「君の世界と、アイガウッドを繋げることができたらってことだよ」

　魔法陣に、魔力が満ちていく。アイガウッドの優秀な魔道士を十人集め、大魔道士エルバラの補佐につけて魔法発動の準備をしている最中なのだ。

　魔王を倒し勇者としての使命を果たした美咲を、元の世界に戻すための魔法。

　ローラントと話ができるのも、今が、最後。

　長い紫の髪を、彼は切ってしまっていた。なぜかはわからない。訊くのも何となく気が引けた。

「世界を繋ぐって？」

　美咲は、ローラントの髪から目を逸らした。幾重にも重なって、魔法の詠唱が聞こえてくる。

「言葉通りの意味だよ。この魔法では、異世界から人を一人召還することしかできないけれど、世界と世界を──例えば、回廊のようなもので繋ぐことができたら。何人でも、どんな人でも、いつでも自由に行き来できたら、素晴らしいと思わないかい？」

　美咲は、答えなかった。

　夢のような話だ。美咲一人アイガウッドへ連れてくるにも、世界一の大魔道士エルバラだけでは力が足りず十人も補佐を必要とする。今美咲の足下で光り始めている魔法陣はおおよそ学校の体育館半分くらいの大きさで、円の中には複雑な魔道文字がびっしりと書き込まれている。すべて書き終わるまで魔道士達が交替制で作業に当たり、不眠不休で三日かかったという。さらにこの魔法陣を書くために、高級品という魔道具のインクをどれだけ消費したかは想像もできない。

　一人の人間を異世界から召喚する魔法を使うために、それほどの労力が必要とされるのだ。世界と世界を繋ぐことなど、不可能としか思えない。

「そろそろ、魔力が魔法陣に行き渡ったんじゃないの？」

　魔法陣の文字すべてが、等しく輝いている。詠唱もいつの間にか聞こえなくなっていた。

　準備が整ったのだ。あとは……。

　エルバラが、ローラントに目配せを送った。彼と十人の魔道士達は、ここから魔法陣の魔力の維持に集中することになる。魔法を発動させ、美咲を無事に元の世界へ戻す役割は、ローラントが担うのだ。

「サティ」

　ローラントの瞳は、揺らいでいた。美咲は、口を開きかけて、すぐに閉じる。

　何を言えばいいのだろう。わからない。

　これが、最後なのに。

「……忘れない」

　ローラントが、右手を挙げた。魔力の光が、彼の掌に集まっていくのが見える。

「絶対に忘れない。君のこと。それから──」

　浮遊感に包まれる。足下から頭に、何かが流れていくのがわかる。

　次の瞬間、何も聞こえなくなった。

　ローラントの声も。

　気がついたとき、美咲はアスファルトの上にぼんやり座り込んでいた。辺りは暗かったが、街灯の光に照らされたそこがどこなのかはわかった。通学路──アイガウッドへ召喚される直前歩いていた場所だった。

　日本へ帰ってきた。そう実感すると同時に、美咲は泣き出していた。

　安堵ではない。喜びではない。強烈な苦痛と、後悔だった。

　もう戻れない。二度と、逢えない。

　彼は好きだと言ってくれたのに、美咲は拒んだから。彼と一緒に生きることを。

　小さな子供のように声を上げて泣きじゃくっていた美咲は、やがて近くの交番に保護された。警察官に質問されるうち、自分が高校の制服を身につけ学校の鞄を持っていたことに初めて気づいた。家に連絡が行き、しばらくして血相を変えた両親が美咲を迎えに来た。母は号泣し、父は涙ぐみながらしっかりと美咲を抱き締めた。二人の話から、美咲は日本の時間で二週間行方不明になっていたのだと知った。アイガウッドで過ごしたのは、一年と少しだったのに。世界の境界を越えたとき、時間の経過にまでずれが生じたのだろうか。

　どうでもいい、と美咲は思った。急に酷い疲れを感じていた。

　ぼんやりと思い出す。最後に見た、ローラントの姿を。

　魔法が発動する瞬間、何も聞こえなくなった。だからきっと、意識を失う直前耳に届いた言葉は、幻聴だったのだろう。

「いつか、必ず会いに行くから」

　美咲の、夢だったのだろう。
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　一言でイベントを開催すると言っても、一筋縄ではいかない。

　会場をどこにするかを決定し、その面積から会場全体のレイアウトを決めなければならない。出店数、一店舗ごとの割り当て区画の広さ、通路の広さなど、考えなければならないことは多い。

　特に、参加店が集まるかどうかが問題だった。アイガウッドと日本で募ったとして、どれくらい反響があるかまったくわからない。大きな会場を確保しても、最悪丸山の店だけということも十分あり得た。

「まあその辺りは、本社の営業力に期待しましょう」

　野木課長はずいぶん大らかに構えていて、美咲は改めて尊敬する思いだった。

「普通、こういうイベントをする場合会場は施設や土地を借りることになりますから、責任者との打ち合わせも必要になるのですが、今回はローラント殿下が全面的にご協力してくださっていますので、そこは問題ないでしょう」

「ええ」

　頷いたローラントと、一瞬目が合った。

　美咲は、報告書を読むふりで視線を逸らす。少し顔が熱かった。

「資金面もですね。予算をかなり潤沢に用意してもらえることになりました。でもそもそもエルディアスから巨額の資金提供をしていただいての共同事業ですから、それも当然ですね」

　何しろ五億円だから、本社の方でも全力で協力してくれることだろう。頑張って出店してくれる人を集めてほしいところだ。

「ですので、我々が気を配らなければならないのは、エルディアスの皆さん──特にこの城下街の住民の方々との関係を良好なものにし、当日だけでなく開催までの期間にもご協力いただけるように話し合いをすることです」

「話し合いですかー？」

　泉美がきょとんと瞬きする。

「イベントを行うにあたり、最も影響を受けるのが地元の方です。よくも悪くも。まして、エルディアスではイベントというもの自体今まで存在していませんし、やってくる観光客の大半は違う世界の人間です。混乱が起きないはずはありません」

　日本でも、地元住民が諸手を挙げてイベント開催を喜ぶということはまずない。観光客が大勢やってくるというのは、日常の生活に何らかの不便が生じるということでもある。例えば日本で言うなら騒音、交通機関などの混雑、ごみの問題。さらに、イベントが失敗した場合、かかったコストを回収できないなどの損害を被らなければならないこともある。

「なるほどー。地域の方といい関係になるの大事ですねー」

「我々異世界支部調査課だけでなく、場合によっては殿下達のご協力もいただければと思っております」

「それは当然ですよ。何なら、直接私が出向きましょう」

　王子が直々に話し合いに行ったら、庶民の皆さんは腰を抜かしそうだが。

「その他、宣伝ビラやポスター、パンフレットなどもほしいですが……エルディアスでは文字が違うので日本の印刷会社に頼むのは難しいですね。ガリ版刷りでもしましょうか」

　野木課長が言う。

「ガリ版……」

　昭和の時代、学生が大量に印刷物を作りたいときなどに大活躍した道具らしい。美咲は見たことがない。

「年賀状を作るのにものすごく役に立った、家庭用のプリント機械もありましたね。残念ながらもう手元にないんですが、あれがあればよかったなぁ」

　課長は、とても楽しそうだ。こういう企画・運営が好きなのかもしれない。

「お絵かき用の、パソコンに繋ぐ機械で大丈夫じゃないですかー？」

「ああ……」

　美咲はパソコンでもアナログでも絵を描かないので詳しくないが、そういうものの存在だけはぼんやり聞いたことがある。日本へ帰ってから調べてみよう。パソコンが使えるなら、レイアウトなどもネットで検索しながら作業ができるのでその点もありがたい。

「文書を大量に複製するための道具なんですか？」

　ローラントが目を丸くしていた。こちらでは識字率が低く、文書でものを伝える習慣があまりないので、そんなに大量に文書コピーをする必要はない。複製がほしければ、地道に写本作業するだけで足りてしまうのだ。

　美咲達の世界でも、昔のヨーロッパでは写本の製作作業の過程で書き間違いや誤字が発生することがあり、混乱を招くことが多かったらしい。活版印刷の誕生で、そういうことが大幅に減ったのは喜ばしかっただろう。

「ニホンでは、そんなにたくさん同じ文書を作る必要があるんですか？」

「はい、会議で資料を作ったりしますし……」

「いちいち手書きするのめんどくさいですしねー」

「興味がありますね。いずれ詳しい話を聞かせていただきたいものです」

「はい。承知いたしました」

「それと、前から気になっていたこの紙のこともですね」

　ローラントは、美咲の持っていた資料を一枚ぺらりとめくった。

「こんなに質のいい、なめらかな紙は見たことがない。どうしたらこんな上質の紙ができあがるのですか？」

「ああ……」

　美咲は、自分のうっかりさ加減に舌打ちしたくなった。

　忘れていた。アイガウッドでは、まだ使われている紙の大半が羊皮紙だったのだ。

「それはまずいですねぇ」

　そのことを説明すると、野木課長はやはり首を捻って考え込んだ。

「何がまずいんですかー？」

「いや、だって、羊皮紙しか見たことない人達にこんな紙とか見せちゃったら、びっくりするどころじゃ……」

　泉美がよくわからないという表情をしているので、美咲は控えていたアルフレッドに頼んで羊皮紙を持ってきてもらった。

「羊の皮を加工して、紙として使ってるんですけど、この通り表面に油が載りすぎているとインクをはじいたりして、うまく字が書けないこともあります。質が一定じゃないんですよ」

「ああ……これ書きにくいですねー。当然コピーとか無理ですね」

　ビラとかポスターにするのは、羊皮紙では無理だ。貴重品で量産が難しく、そんな目的で使えるほどの数を確保できない。だから作るとすれば日本製の紙を使うしかないが、エルディアスの人達に紙を見せたら、不要な混乱が起きる可能性がある。

　例えばまず、写真というものを当然見たことなどないはずだから、ポスターに使用したりしたら驚くに決まっている。カラー印刷もそうだ。「どんな腕のいい画家が描いたのか」などと騒ぎになって、肝心の内容を見てもらえないかもしれない。

「あー、じゃあこっちでポスターとかはやめた方がよさそうですねー。よく時代劇でやってる立て札みたいのにしたらいいかも」

「それがいいですね」

　実行する前に気づけてよかった。

「じゃあそういうことで……」

　確認を取ろうとローラントを見やると、彼は紙を前にして考え込んでいる様子だった。話を聞いていないなんて、彼らしくない。

「ローラント？」

「え？　ああ……すまない。ちょっとね」

　照れくさそうに笑った彼は、紙の上に指を滑らせた。

「エルディアスでも、こんな紙を作る技術を導入できたらいいと思って。紙が簡単に作れるようになれば、印刷物もそれだけ多く出回るようになる。それと合わせて、前に聞いた学校制度も導入して識字率と教育水準を上げられれば、この国の可能性はもっと広がると思うんだ」

　美咲は、答えなかった。歴史の授業レベルの浅い知識ではあるが、民の知的水準が上昇すれば、自由にものを考えることもできるようになる。その結果、支配者層に反発することも増える。国を統治する側としては、やりにくくなる部分も出てくるのを知っていたからだ。

「まずは、一つずつやっていった方がよろしいかと思います。殿下」

　野木課長が、穏やかに言った。

「このイベントを無事に終わらせること。今はそれが一番ではないかと」

「そうですね」

　ローラントは、紙を置いて立ち上がった。

「申し訳ありません。話を中断してしまいました。作業にかかりましょうか」

「ええ」

　彼の言葉に頷いて、美咲達はそれぞれ自分のすべきことに取りかかった。





＊　＊　＊






　数日後には、街のあちこちに立てられた看板の前で、人々が楽しそうに話す光景が見られるようになった。

　どんな料理が食べられるのか、とか、誰が出るのか、という会話も聞こえてくる。どうやら、異世界の料理や人間に対して比較的悪いイメージは持っていないようだ。

「税金のことで、俺達みたいな立場のやつからも適正に徴収するっていうのを広めたおかげみたいですよ」

　丸山は、鹿肉醤油ラーメンを運んできて、美咲と泉美それぞれの前に配膳した。

「その方が、俺達も堂々とここで暮らしていいんだって思えますしね。な？　岡村君」

「そうですね」

　額に汗止めの布を巻いて、岡村も頑張っている。今はオーダーをとったり料理を運ぶだけだが、そのうち彼にやる気があれば厨房に立ってもらいたいと丸山は言っているそうだ。もしそうなれば、今は日本でいうアルバイト待遇の岡村ももっとしっかり稼げるようになるし、それはつまり彼が好きなところで好きなように生きることもできるということだ。

「まだ先のことは決めてないですけど……まずは、今やってる仕事を覚えようと思います」

「お、偉いな。じゃあ、これを三番テーブルのお客さんに頼む」

「はい」

　岡村は、大きなどんぶりを二つお盆に載せると、危なげなく目的のテーブルまで運んでいった。

「結構慣れてきた感じねー」

　ラーメンの写真を撮りおわった泉美が、丸山を見上げる。その眼差しは、心なしか嬉しそうだ。彼女を見つめ返す丸山も。

「コンビニでバイトしてたって言うから、接客慣れしてるしな。まあ、もともとテーブル数もそんなに多くないし……覚えの早い子でよかったよ」

「うふふ～、信ちゃん嬉しそう～」

「そうか？」

　泉美はラーメンそっちのけで、丸山といちゃいちゃと会話を続けている。美咲はのびないうちにラーメンをおいしくいただくことにして、エルディアス製の箸を手に取った。

「お、お嬢にイズミちゃん。来てたのか」

　二階から、ポルドーがあくびをしながら降りてきた。

「今頃起きたの？」

「ん？　ああ……夜は寝ずの番してるからな」

　今もポルドーは、店の用心棒としてここに住み込んでいる。丸山と岡村の話では、昼間はお客さんがたくさん出入りして賑やかだし、そこに紛れて例の不審者らしき人物が店内に入ってきたことはないという。

　山に狩りに行った日からかなり経つ。あの気配の持ち主は、不審者とは別の存在なのだろうか。同一人物だとしても、もう丸山の方はターゲットにするのをやめて、去って行ったのだろうか。とは言え、丸山が狙われていたと決まったわけでもないのだから、真相はわからない。

「夜も何も異常はないの？」

「ないな。誰か来たらすぐわかるが、明らかに敵意を持った奴も来ないし、すぐに店の前を通過していくような奴ばかりだ」

　ポルドーは、感覚が鋭敏だ。たとえ眠っていても怪しい者や敵が近づけば、彼が一番に察してみんなに知らせてくれていた。

　そんな彼に気づかれず、店に侵入できるような者がいるとは考えにくい。いるとすれば、相当の手練れだ。

「ポルドーに感づかれずにここに入ってきて、丸山さんに何かできるような奴なんて、今のアイガウッドにいると思う？」

「レオンぐらいじゃねぇ？」

　試しに聞いてみたら、即答された。確かに暗殺者の彼なら可能かもしれないが、彼にそんなことをする理由はない。

「レオン並みの人が他にいる？」

「まあな。あいつと同じかそれ以上の暗殺者なんて、いるとは思えねぇ」

　やはり、ポルドーもそう思うのか。

　ではいったい、あれは何だったのだろう。突如出現して、岡村に何かを仕掛けていったあれは。

「っていうかー、園田さんもポルドーさんも魔王を倒した勇者様ご一行なんだから、世界最強なんじゃないですかー？　誰も勝てませんよー」

　いつの間にかいちゃつくのをやめていた泉美が、あっけらかんと笑った。

「そうだ、園田さんって勇者だったんですよね。いやぁ、憧れるなぁ。あ、いや、こんなこと気軽に言っちゃ失礼ですよね」

　ガキの頃勇者ごっことかよくやっていたから、と丸山は照れた仕草で頭を掻いた。

「テレビゲームのＲＰＧが全盛でしたからね。誰が勇者になるかで、よく友達と揉めましたよ。懐かしいなぁ」

　語る表情に陰が差したのは、かつて生きていた世界を思い出したためだろうか。

　美咲は、努めて明るい声を出した。

「私もＲＰＧ好きだったんですけど、こっちで実際に自分がやるとなったら当然すごく大変で。もう二度と勇者になんか選ばれたくないって思いました」

「あはは、でも魔王倒しちゃったんだから、大丈夫ですよね。それに勇者って、一度なったら二度はなれないものなんじゃないですか？　ゲームとかだとよくそういう設定ですよね」

　丸山が明るい表情を見せてくれたので、美咲は安堵する。

「そもそも、魔王って何なんですかー？」

「大魔道士エルバラ──私を召還した魔道士の話によると、諸説あるらしいんですよ。世界に溜まった悪い意思が具現化したものだとか、長いこと地底に眠っていた邪悪な存在が目覚めたんだとか、でも結局わからなかったんです」

「災害みたいですね。まあ、どのみち倒さなきゃならないのは変わらないんですよね」

「そうですね」

　美咲も当時はとにかく夢中で戦うことしかできないくらい心に余裕がなくて、魔王とは何なのかなどと考えもしなかった。余裕ができた頃には日本に帰ることになってしまい、その後はもとの世界での生活に追われた。

　こうしてまたアイガウッドへ来るようなことにならなければ、二度と魔王のことなど思い出すことすらなかっただろう。

「店長、ランチタイムのラストオーダーです」

　忙しく働いていた岡村が、伝票を片手にやってきた。

「おお、悪い。話し込んじゃって」

「いえ。あとはあの一組のお客さんだけですから……何のお話ししてたんですか？」

「いや、園田さんが勇者だったっていうから、ちょっと魔王の話を」

　岡村の目がちょっと輝いたように見えたのは、美咲の錯覚だったろうか。

「勇者かっこいいですよねぇ。最近のゲームじゃ、選択できる職業の一つですけど」

　ゲームとすぐに結びつけるのが、さすが若い男の子だ。彼らの年代にとって異世界や勇者というのは、プログラムで作られて具現化される娯楽の場でしかないのだろう。

「あ、そうだ。勇者で思い出したんですけど」

　岡村はごそごそとズボンのポケットを探り、折り畳んだ紙片を取り出した。

「前に、女神の特徴とか思い出せるだけ書き出してくれって言われたので、書いてきました」

「え、ほんと？　ありがとう」

　丸山にも頼んでおいたのだが、彼の説明ではよくわからなかった。女神と遭遇した時の彼は相当混乱していて、ほとんど覚えていなかったのだ。

「もしかして、昨日描いてたイラストか？」

「あ、はい」

「イラストで描いてくれたの？」

　岡村にそんな特技があったとは。少年は照れた顔で笑った。

「俺、漫画描くの趣味で。あと、女神が日本でプレイ中だったネトゲのキャラクターとそっくりだったんです」

「へぇ……どれどれ」

　美咲は食べ終えたどんぶりを退けて、紙片を広げて置いた。

　美咲達が分けてあげた、業務用のＡ４普通紙。そこに、かなり上手な女性の半身像が描かれていた。

　緩く波打つ髪。注釈で『金色』と記されている。瞳は、青。

　そしてその、整った顔立ち。

　美咲は、目を閉じた。肩越しに、ポルドーの呻き声が聞こえる。

「おい、これって……！」

　岡村はなかなか絵心があった。モデルの特徴を掴んで絵にするのもうまい。

　そしてポルドーのこの反応。もう、間違いない。

「どうしたんですか？」

　泉美はポルドーと美咲の反応を不審に思ったらしく、不安そうに尋ねてきた。

　美咲は、ゆっくり瞼を持ち上げる。泉美が強ばった顔をしていた。岡村と丸山も同様だ。

「……私……いえ、私達、この女神を見たことがあるんです」

「えっ！」

「い、いつ？　どこで？」

「十年前だよ」

　ポルドーが手を伸ばして、紙を掴む。しばらく睨み付け、ぐしゃりと握り潰した。

「俺が右目、アルフレッドが左目を潰した。そしてレオンの援護で、王子が最大級の魔法をぶつけた。その直後に、お嬢……勇者の聖剣が、こいつの胸を刺し貫いたんだ」

「ま、待ってください……それって」

「そうです」

　長い金髪。青い双眸。ぞっとするほどの美しさ。

　女神、と思った。初めに見たときは。

「これは、十年前に私達が倒した世界の敵」

　予感はあった。けれどまさか、こんな。

「魔王イグフェイル。間違いないです」






第七章　現れた男









　林哲郎は、狭い独房の粗末なベッドで横になっていた。だが眠ってはおらず、美咲が声をかけるとすぐに半身を起こした。

「……何だよ。拷問か？」

「そんなことするわけないでしょ」

　相変わらず口の利き方が憎たらしい。だが、そんなことはどうでもいい。

「実は、ちょっと見てもらいたいものがあって」

「あ？　何だよ、人にもの頼むときはもうちょっと言い方ってもんが……」

「これなんだけど」

　ごちゃごちゃ言い出した林の前に、『女神』のイラストを突きつけてやる。

「あなたの会った『女神』は、こいつで間違いないね？」

「あ、ああ……」

「よし」

　用は済んだ。

　丸山、岡村、林。三人とも『女神』がこの人物だと言っている。ならばもう、間違いないだろう。

　魔王イグフェイル。死んだはずなのにどうしてかはわからないが、日本人がアイガウッドへ転生する事件の裏には、奴が絡んでいる。

「あ、おい。ちょっと」

　さっさと戻ろうとする美咲の背中に、慌てたように林が言う。

「何だよ。出してくれるんじゃねぇのかよ」

　出すわけがないだろう。

　美咲は、答えるのも馬鹿馬鹿しくて溜息をついた。

　林のやったことは、貴族領への不法侵入及び領主の地位簒奪未遂。極刑ものの重罪だ。牢屋に放り込まれただけで済んでいるのを、むしろ感謝すべきだ。

「お嬢、行こうぜ」

　付き添いで一緒に来てくれていたポルドーが促す。

「王子にも報告しなきゃならないだろ。今ならまだ執務室だ」

「うん」

　ローラントは多忙だ。すぐにでも知らせたいが、タイミングを逃せば待たされることにもなりかねない。

　だから、急いで牢のあるエリアから階上へ上がろうとしたのに。

「何だよ！　ゲームのキャラがそんなに重要かよ！」

　林のその一言が、妙に引っかかった。

　何だろう。似たようなことを、つい最近耳にした気がする。

　女神について話したのは、今日。それ以前には話題にすら上ったことはない。確かに最近、誰かが似たようなことを言っていた。

　今気になったのは、どの単語だったのか。

　ゲームのキャラ。ゲーム。




　──女神が日本でプレイ中だったネトゲのキャラクターとそっくりだったんです。──




「あっ！」

　岡村だ。

「ついさっきじゃないかっ！」

「ど、どうした？　お嬢……」

「林！」

　林の独房へ駆け戻り、鉄格子につかみかかる勢いで詰め寄る。

「なんてゲーム！」

「は？」

「だから！　なんてゲームのキャラ！　答えて！　急いで！」

　ついでに、格子の隙間から腕を入れて林の胸ぐらを掴み思い切り揺さぶった。

「ぐぇ、こ、答えるからやめ……」

「お嬢やめろって！　そいつ死ぬから！」

　止めに入ったポルドーのおかげで無事解放された林は、半分床に伸びつつも美咲の質問に答えた。

『レジェンド・オブ・ザーフォード』

　それが、ゲームのタイトルだった。
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「リリースは四年前ですねー」

　異世界支部調査課のオフィス。すでに勤務時間外だが、そんなことは言っていられない。美咲達三人に加えローラント、ポルドー、レオン、アルフレッド、そして丸山、岡村、特別措置で一時牢から出した林が一堂に会し、かなり狭苦しくなった部屋の中で、泉美が検索結果を読み上げた。

「ええと、世界観の作り込みとシステムのクオリティとかが評判で、今も人気のあるゲームみたいですねー。やったことないですけど」

「いわゆるネトゲなんですよね？」

「そうですー」

　美咲は、インターネット回線を繋ぐタイプのゲームにはあまり馴染みがない。だが、グラフィックのサンプルという画像を見て驚いた。

「何これ……」

　画像を凝視したあと、近くにいたアルフレッドを手招きする。

「フレッド、この景色見覚えない？」

「え？　あれ？　これは……ギョービュールの港じゃないですか？」

「え？」

　転生者三人が、一様に声を上げた。

「アルフレッドさん、何でゲームの街の名前をご存じなんです？」

「え？　げぇむ？　しかしマルヤマ殿、この景色は……」

　アルフレッドの言葉の続きを、美咲は引き取った。

「実在の場所なんです」

　強ばる声を無理に絞り出すようにして、美咲はゆっくりと繰り返した。

「この画像だけじゃない、これも、これも、アイガウッドに実際にある場所そのものです」

　美咲の言葉に、しんと部屋の中が静まり返る。

「え……？　えっと、つまり？」

「それに、この……げぇむ？　の名前だね」

　戸惑う泉美、静かに切り出すローラント。

　ゲームタイトルについては、美咲も当然気づいていた。

　自分の、愛剣の名前なのだから。

「なぜ、『ザーフォード』の名がついているのだろうね」

　聖剣ザーフォード。アイガウッドに平和が訪れてからは、この世界では誰もそれを目にしてはいないはずだ。現在の正当な持ち主である美咲が封印したから。聖剣を再び解き放つことができるのは、本当の意味では美咲だけ。

　さらに泉美が、調べてみたところこのゲームを製作したのは日本人だった。こちらの世界と縁のない日本人が、ザーフォードの名を知るわけがない。

　その、はずだ。

「どこからザーフォードの名と、アイガウッドのことがニホンに漏れたのか。転生者達が魔王に酷似した女の姿を目にしていることと……そして、四年前にこのげぇむが発表されたということから考えると……」

　あり得る可能性は、一つだ。

「魔王イグフェイルが、日本へ行った。たぶん、回廊を通って」

「『たぶん』どころか、確定だろう。時期も一致する」

　ローラントは、吐き捨てるように言った。

　思わず手を伸ばして、彼の肩に触れる。振り返ってくれないので、彼がどんな気持ちでいるのかが掴めず、不安になる。

「魔王まで、逃がしてしまったのか……」

　ローラントの声は、震えていた。

「ローラント……」

　名前を呼ぶと、ようやく応えてくれた。やはり美咲を見ないままだったけれど、彼の指が美咲の手を探っていた。

　強く握り返す。彼が同じようにしてくれるまで。

「けどよ、魔王は絶対倒したよな？」

　しばらくして、ポルドーが話を戻した。

「俺達全員で確認した。あんだけ人数がいて、見間違えるわけがないだろ？」

「ああ、だが心臓は今も、魔法陣の中で動き続けている。それは私達が考えているような『死』ではなかったのかもしれない」

「幽霊、とか？」

　おずおずと口を挟んだのは、岡村。

「魂だけが残っていて、異世界の通路を通って日本に行っちゃったとか……」

「ユーレイ？」

「タマシー？」

　アイガウッドの住人達は、よくわからないという顔をしていた。こちらに魂とか幽霊の概念はあっただろうか。美咲は懸命に記憶を辿ったが、思い出せなかった。あとで説明するにしても、どこから始めればいいのか。

「まあともかく、死んだのは身体だけのことで、幽霊が日本へ行っちゃったとして。幽霊にゲームは作れないよね？」

「ですよねー」

　たぶんパソコン関連の高度な知識も必要だろうから、アイガウッド出身のイグフェイルがネトゲなど製作できるとはとうてい考えられない。

「考えられるとすると」

　野木課長が、うーんと唸って天井を見上げた。

「誰か日本人に乗り移って、その知識とスキルを利用してゲームを作らせた。魔王は、自分の持っている情報をその日本人に与えてゲームの材料にさせた。というところでしょうか？」

「さすが課長」

　それが一番あり得る。

　異世界間回廊が開通した五年前に魔王が日本へ渡ったとして、その後不運な日本人に取り憑き、一年ほどかけてゲームを作ってリリースしたとしても、時間的なつじつまは合う。

　問題は、エルディアスで知り合った三人の転生者が、全員そのゲームのユーザーだったことだ。丸山は最初の辺りを少しプレイしただけで放置したと言っていたが、この共通点は単なる偶然だろうか。

「ミッシング・リンクですねぇ」

「ミッシング・リンク？」

「ミステリーの用語なんですが、関係者達を繋ぐ隠された共通項のことです。今私達にわかっているだけでも三名、このゲームにユーザー登録をしています。そして、ゲームの開発に魔王が関わった可能性が高い。とすれば、転生者となる条件にゲームが重要な関わりを持っていることになります」

　もしそうだとすれば、他にも確認されているという転生者達もこのゲームのユーザーなのだろうか。

「あ」

　大変なことに気づいて、美咲は声を上げた。

「そのゲーム、今もできるんですよね？」

「え？　あ、やってますねー。登録募集中です」

「もしこのゲームが本当に魔王とかに関係があるなら、ユーザーからまた転生者になる人が出てきてしまうんじゃ……」

「あっ！」

　異世界に来るだけなら送り返せばいいが、その前に転生者は日本で死んでしまうのだ。みすみす放置はできない。

「でも、どうすれば……」

「とりあえずニホン政府に事情を説明すればいいかい？」

「あ、はい。お願い」

　こういうとき、権力者が味方にいると心強いなと美咲は思った。
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　何をどうやったのか詳しい経緯はわからないが、ローラントが日本政府と連絡を取ってくれたおかげで、『レジェンド・オブ・ザーフォード』は謎のサーバー落ちによってプレイができなくなった。かなりのユーザーが登録していて、ニュースが取り上げるほどの大きな影響が方々に出たらしい。

　そして、こういう場合真っ先にサーバーの不具合に関して対応に当たり謝罪すべきゲーム会社の責任者は、一週間が経過した今も沈黙したまま。それがユーザーの怒りに油を注いでいる。当然だ。

　美咲達にとって気になるのは、なぜ責任者がまったく表に現れないのかということだ。

「単に責任逃れで隠れているのか、それとも……ということですねぇ」

　イベント会場案内のパンフレットを段ボールから出して、課長はよっこいしょと腰を伸ばした。これは、日本人観光客に配布するためのものだ。

「園田さーん、会場地図のコピー終わりましたー」

　泉美はへろへろだった。コピー機を使ったとはいえ、部数が多かったのでかなり時間もかかり、それをきちんと整理する作業もあったので疲れる。

「白黒コピーなら、エルディアスの人が見てもちょっとうまい絵で納得してくれますよね」

　ということで結局、エルディアスの人に配るための案内図は白黒コピーで作成して配ることになった。立て看板も用意するが、持ち歩ける地図があった方が便利に決まっている。当然日本の紙を使うことにはなるが、相談の上、日本の技術で作ったものであるという説明書きをつけておくことでそこまで大きな衝撃と混乱を与えることにはならないのではないか、という結論に達した。

　今回のイベントの目的の一つに、文化交流がある。日本の技術で作られた紙をエルディアスの人々に見てもらうことも、その一環となり得る。カラー印刷にしなかったのは、アイガウッドでは染料や絵の具で描かれたものがあまり庶民には馴染みがないからだ。店の看板も、木の板や布に墨のようなもので字を書くだけだ。丸山の店で使っている看板や幟も、同様である。

　日本人客相手にパンフレットを配布するのは、きちんとしたものを用意しないと手抜きだと思われてしまうからだ。日本人は細かいところに厳しい。

　出店数は、五十。エルディアスと日本で半々くらいだ。第一回目にしては集まった方だし、これくらいの規模の方が美咲達としてもやりやすい。何しろ、美咲達はイベントスタッフなどやったことがない。絶対に行き届かないところが出てくるに違いないからだ。

「エルディアスのお店も、たくさん参加してくれてよかったですねー」

「丸山さんの呼びかけが大きかったんでしょうね」

　丸山は、近隣で飲食業に携わる知り合いに声をかけてくれたのだそうだ。彼に聞いて興味を持った、と申し込みに来る店主がとても多かった。

　彼のここでの生活が、この街の人々に受け入れられているということだろう。今の彼の生き方が。

「あと一週間ちょっとですねー」

　泉美は、壁のカレンダーの赤丸をつけた日付に目をやる。

「どきどきしますねー。結局私、信ちゃんの店の手伝いだけになっちゃいましたけど」

「でも人手は必要だから、丸山さんもとても助かると思いますよ。二人で一品ずつメニュー考えたんですよね？」

「はいー。といっても、信ちゃんの究極醤油ラーメンは、前から構想はあったみたいですよ」

　鹿節の旨みと、スープで煮込んだ他の食材からの出汁を丸山考案の黄金比率で混ぜ合わせ、それにもっとも適した麺と具材と組み合わせた、究極にして至高の醤油ラーメンだそうだ。今から楽しみにしている美咲である。

「では、今日の作業はここまでにして、帰りましょうか」

　課長がぽんと手を叩く。気づけば定時を少し過ぎていた。

　あまり遅くまでやっても能率は上がらないだろう。そもそも、どこかで区切らなければ延々と終わらない類の作業だ。美咲と泉美もその場を片付けて、帰り支度にかかった。

　せっかくだから三人で夕食はどうでしょう、と課長が提案してきたのは、オフィスを出た廊下でのことだった。

「実は今日、妻がクラス会でいないものですから……。外食しようと思っていたんです」

「わあ、いいんですか？　三人で夕食だなんて、初めてですね！」

「同じ職場で仕事をしているのに、今までそういう機会がなかったですからね」

　美咲はどちらかというと会社の飲み会などは嫌いなのだが、気心の知れた野木課長と泉美と三人でなら食事も楽しいだろうと思えた。

「課長、何かお好きなものはありますか？」

　美咲が訊くと、課長は首を振った。

「そうですねぇ。家では和食が多いので、たまには洋食か中華でもいいかもしれません」

「この近くだと、どっちもお店たくさんありますよー」

　少し相談した結果、歩きながらよさそうな店を探そうということになった。

　夕方六時を過ぎると、この界隈は人通りが多い。たくさんの会社があるエリアなので、帰宅する人の流れがピークになるのだ。

　けれど美咲がその男の異様さに気づくのが遅れたのは、そのせいばかりではない。

　急ぎ足で行き過ぎていく人波の反対側に、男は佇んでいた。帰宅ラッシュというこんな状況で、歩道の真ん中に立っていたら普通は通行人から邪魔にされるだろうに、不思議と誰も男に注意を向けようとはしなかった。

　ふと、美咲と男の目が合った。

　表情が判別できるような距離ではなかったのに、なぜか、わかった。

　──嘲笑っている、と。

　刹那、二の腕の皮膚が泡立った。動く方が、認識するよりも先だった。美咲は地を蹴って、先を歩いていた泉美に飛びついた。

「きゃっ！」

　泉美の悲鳴と、籠もったような音、そして重い何かが落ちる音。

　次に美咲が聞いたのは、ざわめきだった。

「おい、何だ？」

「通り魔か？」

「え？　ただの貧血じゃね？」

「やだ、血……！」

　その単語で、我に返る。

「そ、園田さん！」

　美咲が覆い被さる体勢で庇っていた泉美が、起き上がって金切り声を上げた。

　その時には、美咲も、見ていた。

　二人の傍に倒れたままぴくりとも動かない野木課長の身体の下から、赤い液体がどくどくと流れ出てくる様を。
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　倒れた課長を見るなり、美咲は泉美にこう叫んでいた。

「救急車呼んで！　それから──」

　──それから、彼に知らせて。と。

　泉美はまず一一九番に連絡してから、アイガウッドへの通路に飛び込んだ。そしてそのまま王宮へ走り、ローラントを呼んできてくれた。自宅に戻っていたユーフィーミアを呼ぶ余裕は、残念ながらなかったそうだ。

　救急車がやってきて、野木課長を病院へ搬送した。それから二時間後、点滴を着けられ、ベッドにぐったり横たわる野木課長は痛々しい姿ではあったが、幸い怪我はそれほど重いものではなかった。

「応急処置が適切で迅速だったのがよかったようです」

「まあ……本当にありがとうございました」

　感心した眼差しの医師と、感謝の言葉とともに深々と美咲に頭を下げる課長の夫人。負傷者の応急処置の知識と経験は、たまたまあっただけだ。美咲はただ「いえ」と首を横に振ることしかできなかった。

　あの時美咲が判断を誤らなければ、課長が怪我をすることもなかった。

　あの男。

　目が合った瞬間、身体は動いた。けれど、迷いが確かにあった。

　泉美と、課長と。

　どちらを庇うべきか、と。

「園田さん……」

　課長が、弱々しい声で美咲を呼んだ。

「もう遅いので、どうか今日はもう帰宅してください。危ないですから……」

「課長……」

「そうですね、もう九時を過ぎてますし……」

　課長夫人も言葉を添えた。洒落たワンピース姿なのは、連絡を受けてクラス会の席から病院へ直行したからだろう。

　自然に、視線は床へ落ちた。申し訳なくて。

「廊下で待ってらっしゃる方にも、ご挨拶してきますね」

　夫人は野木課長に断って、医師とともに病室を出る。美咲もそのあとに続こうとしたが、やはり気になって課長を振り返った。

「いいんですよ」

　微笑んでいた。

　美咲がいつも見慣れている、穏やかな表情で。

「大丈夫、正しい判断でしたから。……だから、そんな顔をしないでください」

　どんな顔をしているのだろう。自分は。

「もし百瀬さんが気にしているようでしたら、何も心配しなくていいと伝えてあげてください。本当に大丈夫ですから」

　それから、と課長は続けた。

「ローラント殿下に、わざわざ来てくださってありがとうございましたと」

「……はい」

　美咲は、深く頭を下げてから病室を出た。

　その気配と物音に、廊下で話していた人達が振り返る。課長夫人と、泉美と、そして、ローラント。

「園田さん」

　泣きはらした目の泉美に、思わず美咲は駆け寄った。

「百瀬さん、大丈夫？」

「うう……っ！」

　やはりまだショックが抜けきっていないようだ。確か彼女は一人暮らしだったはずだが、このまま家に帰してもいいだろうか。

「課長が、大丈夫だから何も心配しないでくださいって。明日、また改めてお見舞いに来ましょう」

「はい……」

　ふらついた彼女を抱き留める。震えていた。怖かったのだろう。こんな状態でよく、機敏に立ち回ってくれた。

「サティ」

　美咲の肩を、後ろからそっと抱く腕。

　ぬくもりと力強い感触に、ようやく美咲も安堵できた。

「来てくれてありがとう、ローラント」

　課長の怪我の状態が軽かったのは、応急処置のためだけではない。救急車が来るのとほぼ同時にやってきたローラントが課長と一緒に救急車に乗り込んで、病院へ着くまでの間密かに回復の魔法をかけていてくれたからだ。

　治療を直接担当する医師にはその旨を説明してあるが、恐らく正確にいきさつを理解してくれたわけではないだろう。日本でアイガウッドの存在は知られていても、まだまだ魔法に関しては正しく認知されているとは言いがたい。

　課長夫人には、ローラントのことは共同で仕事に当たっている事業の責任者と伝えてある。おおむね間違ってはいない。課長の急報を聞いてわざわざ駆けつけてくれたと聞いて、夫人は恐縮していた。

「わざわざありがとうございました」

「いえ、突然のご災難でさぞお心を痛めておいででしょう。何かお困りのことがあれば、遠慮なく仰ってください」

「まあ、そんな……」

「カチョウ殿は、我々にとっても貴重な仲間なのですから。その彼の非常時に、力をお貸しするのは当然のことです」

　夫人はとうとう言葉に詰まり、泣きながら何度もお礼を言っていた。

　ローラントの申し出自体も嬉しかったに違いないが、やはり突然の災難で気持ちが弱っているのだ。

　それから夫人と医師に挨拶して、美咲達は三人で病院をあとにする。泉美は少し落ち着いていたが、一人が心細いというのでローラントが丸山のところへ送ることになった。

「丸山さん、驚くでしょうね……」

「ええ……」

　それからは三人とも重苦しく黙ったまま、まもなく美咲の乗る路線の駅に着いてしまう。

「それじゃ、また明日。百瀬さん、気をつけて」

「はい、ありがとうございます。また明日」

「ローラント、百瀬さんをお願い」

「ああ」

　頷いたものの、ローラントはまだ他に何か言いたそうにしていた。どうしたのかと思っていると、不意に彼は美咲との距離を詰めてきた。

「な、何？」

「本当に、どこも怪我してない？」

　目つきが真剣だった。怖いくらいに。

　いつもなら、軽くいなしていたところだ。でも。

「……平気。怪我は、してない」

　今は、駄目だ。

　彼の眼差しも、手の温かさも、声も、すべてが美咲を弱くする。

「君も、今日はエルディアスへおいで」

　抱き寄せられるまま、美咲はローラントに寄り添った。

　目を閉じていても、ローラントがいるのがわかる。

　いてくれる。

「さあ、帰ろう」

　美咲は、ただ彼の手を強く握りしめた。
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　目が覚めた直後は少し混乱したが、すぐに昨日からの出来事を思い出す。

　野木課長が負傷して病院へ運ばれ、美咲と泉美はエルディアスに泊まることになったのだ。

　広いベッドの上で起き上がり、分厚いカーテンに光を阻まれた薄暗い部屋を見回す。もう少し寝ていてもいい時間帯だろうか。しかし、目が覚めてしまった。

　使用人には申し訳ないが、水を用意してもらって顔を洗おうと思った。美咲はベッドの上を移動して、呼び鈴の紐を引いた。

　すぐに侍女がやってきて、水差しと着替えの支度を調えてくれる。礼を言って、今何時かと尋ねると日が昇って間もない時刻だという。

　ゆっくりと身支度をした。部屋に籠もっていても仕方がないので、庭に出てみることにする。

　十年前は、荒れ放題だった。庭の手入れをする余裕など、誰にもなかった。しかし今、朝靄にしっとり微睡む緑は、美咲があの時に成したことの結果のように思えて嬉しくなる。

　ゆっくりと綺麗な庭を眺めながら歩いていると、人の声が聞こえた。こんな早朝に誰かいるのかとそちらへ向かうと、アルフレッドとレオンの姿があった。

「フレッド、レオン」

「あっ、姫様！　おはようございます！」

「おはようございます。もうお目覚めですか？」

「うん……二人も早いね」

　二人とも武器を手にしていた。早朝の鍛錬の最中だったようだ。

「ノギ殿のことは聞きました。殿下が回復魔法をおかけになったとか」

「うん、おかげで少しはよくなったんだけど、しばらく病院で治療しなきゃならない……」

「ミアが動ければよかったのですが。あいにく、体調を崩しています」

　レオンが申し訳なさそうな顔をするので、美咲は急いで首を横に振った。

「妊婦さんなんだから、仕方がないよ。二人分の命に責任があるんだから」

「そう言っていただければ何よりですが」

　レオンも元気がないように見えた。心配なのだろう。彼の妻、彼の子供のことなのだ。

「そうだ、三つ子のお子さん達にもまだ挨拶してなかったね。会いたかったのに」

「ええ、サティが遊びに来てくれれば喜ぶでしょう。お客が大好きな子達なので」

　レオンの表情が、ほのぼのと和らぐ。昔の彼しか知らない者が見たら、別人かと思うだろう。

　優しく、誇らしげな、慈愛に満ちた顔だ。

「レオンも父親なんだね」

「な、何ですか？　急に」

「いや、昔を思い出しただけ」

　暗殺者として生きてきた彼。魔王の配下と戦う時に、最も容赦なく最も多くを屠ったのが彼だった。何の躊躇いもなく、異形相手とはいえあまりに冷酷だった。

　そんな彼をある日思い切り引っぱたいたのが、ユーフィーミアだった。

　大勢の魔物に取り囲まれ窮地に陥った美咲達が、逃げるための道を切り開く役割をレオンが買って出た時だ。たった一人で敵陣に飛び込んでいった彼は、心配していた美咲達の下へ満身創痍で戻ってきた。

　ユーフィーミアは、そんな彼をまずは癒やした。完全に。そして意識を取り戻した彼の頬を叩いた。

　他者の生命に対しての酷薄さではなく、自分自身の生命にも何の執着も持たない彼を、彼女は心の底から怒ったのだ。

　その時から彼は確かに変わったと思う。変えたのはユーフィーミア、そして、二人の間にできた子供達なのだろう。

「みんな、変わったんだね」

　前にも同じことを思った。いや、常にどこかで、そう思うことがある。

　すべて変わっていく。よいことも悪いことも。

　美咲だけが、変わっていない。変わらないまま、いつか朽ちていくのだろうか。そんな気がして怖くなる。

「ザーフォードの封印は、もっと早くに解くべきだったかもしれない」

「姫様？」

「転生者の件に魔王が絡んでいる可能性があったのに、事態を甘く見すぎていたかもしれない。何が目的かわからなくても、最大の警戒だけはしておくべきだった」

　ザーフォードの封印を解き、かつての力をこの身に戻しておけば、課長と泉美の二人とも守ることはもっと容易だったはずだ。

　それ以前に、あの男が攻撃を仕掛ける前に取り押さえることだってできた。

　美咲が、判断を誤らなければ。

　自分が、こんなに中途半端でなければ。

「悔やんでも無駄なことですよ。起きたことはどうにもできないのですから」

「レオン、やめろ」

　諫めるアルフレッドを無視して、レオンは続ける。厳しく。

「それであなたは、どうしたいのです？　そうして気が済むまで弱音を吐いて終わりますか？　勇者サティ」

「言い過ぎだ、レオン！」

　アルフレッドが、美咲を庇うようにレオンとの間に立ちはだかる。

　美咲は、力なく首を振った。それだけで精一杯だった。

　レオンの言う通り、今となってはすべて無駄だ。後悔も、仮定も。

　もう、遅い。

「姫様、お部屋へお送りいたします。もう少し、食事の時間までお休みになってください」

　気を利かせてくれたアルフレッドの好意に甘えて、逃げることしか、できなかった。
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「おはよーございまーす」

　泉美が、丸山と一緒に王宮へやってきた。今日は、ラーメン屋は休みらしい。

「イベントのことでちょっと質問もあったので」

　丸山はそう言ったが、泉美が心配で送ってきたことは一目瞭然だった。なぜなら、泉のそばを片時も離れようとしないから。

「園田さん、今日はどうします？」

　ローラントが手配してくれた簡単な朝食を、こぢんまりした部屋で三人で食べ終えたあとのことだった。泉美はおずおずと美咲にそう尋ねた。

「どうって……？」

「その、課長があんなことになっちゃって……普通に仕事してて、いいのかなって……」

　異世界支部調査課は、三人しかいない。責任者が課長一人で、業務の要となるところはすべて取り仕切っていた。美咲と泉美は、肩書きも立場も同じ契約社員。確かにこんな状況で社員のいない中、通常業務を行うのは心許ない。

　日本ならば、だが。




　──それであなたは、どうしたいのです？　そうして気が済むまで弱音を吐いて終わりますか？　勇者サティ。──




　勇者サティ、なら。

　どう判断して、行動していたか。

「本社に連絡は行ってるんでしょうか？」

　ほとんど無意識に、口が動いていた。

「うーん……時間、遅かったですしね。課長の奥様の方から知らせたかもしれませんけど」

　時刻を確認する。日本時間で、午前八時にもなっていない。まだ誰も出社してきていないだろう。

「とりあえず、始業時間になったら本社に行ってみましょう。うちの課は企画部の管轄だったはずだから、企画部の偉い人に訊いてみて、指示を仰ぐのがいいと思います」

　これが、妥当だろう。たぶん。勇者サティの考えなら。

　美咲は、長い溜息をついた。

「そう……ですね」

　泉美は頷いた。心なしか、ほっとした表情をしているようだ。

「よかった、園田さんがいてくれて」

「え？」

「私昨日、ずっとどうしたらいいんだろうって心配で……不安で」

　俯いた彼女の肩を、丸山が抱く。がっしりした彼と寄り添うと、余計に彼女の細さが際立った。

「ごめんなさい、頼り切っちゃ駄目なのに……」

　少しの沈黙のあと、美咲は「いいえ」とだけ言った。

　こういうところなのだろう。泉美のこういうところを見て、みんな彼女を放っておけないと思うのだろう。守りたいと、力づけてあげたいと思わせるのだろう。

　そうして例えば、丸山のような人が現れるのだろう。

　不快なわけではない。むしろ、それが泉美の良さなのだと思う。

「じゃあ、もう少ししてから行きましょうか。私、お化粧直してきますね」

「はい。それじゃあ……三十分後にここに一度集合しましょう」

「わかりました」

　自分も身支度をしておかなければ。

　今更ながらに、昨日からのショックと先のことに対する不安がのしかかってくる。重い気持ちで、美咲は腰を上げた。
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　会社からは結果的に、『現場判断』という指示が出た。

　イベント当日には間に合わないものの、野木課長の入院があまり長引かずに済みそうだということと、異世界支部調査課で企画して進めているエルディアスのグルメイベントの開催日が迫っているために、そういう結論になったのだろう。今更中止にはできないし、幸いなことにイベントの要となる部分の準備はほとんど整っていた。あとは美咲と泉美、そしてエルディアスの主なメンバーだけでも差し支えないという判断だった。

　会社の指示を得て、美咲と泉美は早速会場の設営作業に取りかかった。

　日本からのお客とエルディアスの人達用に配付する資料をそれぞれ段ボールに詰めて、美咲はサインペンで内訳を書いておく。間違いのないように、日本とエルディアスで受付を分けることにした。配るものの内容が違うから、その方がいい。

「お嬢、この旗はどこに立てるんだ？」

「これはこっちのだから……等間隔で三本お願い」

「おう」

「姫様、天幕が一つ足りません！」

「え！　あ、じゃあとりあえず、受付に使うのを回して。あとで予備を手配するから」

「承知いたしました！」

　会場設営は、王宮から派遣された兵士達だけでなくポルドーやアルフレッド、レオンも手伝ってくれている。本当はローラントも来たがったのだが、スケジュール調整ができなかったため断念せざるを得なかった。彼には、彼にしかできない仕事と役目がたくさんある。というかそれ以前に、王子様に天幕設営とか間違ってもさせられない。

「おー、お疲れー」

「や、だからあなたも来ちゃ駄目だってばユーフィーミア！」

　妊婦が何をやっているのだ。体調を崩していたと今朝レオンから聞いたばかりなのに、出歩いたりして大丈夫なのか。

「だって家にいても暇なんだもの。三つ子はばあやが見ててくれてるし」

　ユーフィーミアは、よっこらしょと言って手近の椅子に座った。

「ん、思ったより落ち込んでないようで安心したわ」

「……野木課長のこと聞いたの？」

「聞いた。ごめんなさい、私がいければ確実に完治させてあげられたのに」

　神妙に頭を下げてはいても、発言の内容は自信満々だ。彼女らしくて、美咲はおかしくなった。

「あっちには魔法がないから、逆にそれだと大騒ぎになってたかもしれないし。ユーフィーミアは今大事な身体なんだから、気にしなくていいよ。体調は大丈夫なの？」

「……ありがと。この通り、問題ないわ」

　美貌の聖女は優しく目を細めて、膨らんだお腹をそっと撫でている。

　母なのだ。

「まあ、あのおじさんのこともだけど、サティのことも心配してたの。レオンがしょげてたからね」

「レオンが？」

「きつく言い過ぎたって」

　美咲は、もう一度くすりと笑う。ずけずけとした物言いをするくせに、レオンは妙に相手の反応を気にしすぎるところがある。不器用なのだ、要するに。

「落ち込むくらいなら、言う前にちょっと考えてから口利きなさいよっていつも言ってるんだけどね」

「あはは」

「レオンもサティのこと心配してるの。それだけは確かだから」

「うん、わかってる」

　レオンの言ったことは正しい。堪えないわけではなかったけれど、あれで吹っ切れたところもある。

「どうすればいいかまだわからないけど、まずは自分の一番すべきことをしようって思えたから。会社の仕事だけど、課長と私と百瀬さんと三人で──ローラント達とも協力していろいろ準備してきたことだもの。それを無駄にしてしまったら、一番課長に申し訳ないなって」

　野木課長が退院してきたとき、このイベントが大成功で幕を閉じたと報告したい。今はそのための用意を、完璧に整えなければ。

　勇者サティなら、そうしていたはずだ。

「……ねえ、サティ」

　不思議そうな面持ちで、ユーフィーミアはじっと美咲を見つめた。

「何？」

「何だか……いえ、何でもない、かな」

「何それ」

　ユーフィーミアは何も答えず、立ち上がってさっさと行ってしまった。

　気にはなったが、そこへやってきた兵士の一人に指示を求められたので、美咲はすぐその対応に当たり、ユーフィーミアの不可解な言動のことはすぐ忘れてしまった。
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　扉をノックする音を、最初は夢かと思っていた。

「サティ、サティ」

　だが、ノックの合間にせわしなく自分を呼ぶ声で、覚醒する。ローラントだ。

　準備に時間がかかり遅くなってしまったので、結局今日もエルディアスに泊まることにしたのだ。

「どうしたの？」

　ガウンを羽織って出て行くと、彼は燭台を手に険しい顔つきをしていた。やはり寝入りばなを起こされたようで、寝間着にマントを着けている。

「君の友達の──イズミさんは？」

「寝てると思う。起こす？」

　泉美の部屋は、美咲の隣だ。起き出してくる様子はない。

「いや、寝かせておこう。見張りをつけておくよ」

「──何があったの？」

「わからない」

　しかしローラントの顔色から、何かが起きたのは確実だ。急ぎ足のローラントについて行った先はバルコニーで、そこにはアルフレッドとポルドー、レオンが集まっていた。

「殿下、姫様」

　アルフレッドは一礼したあと、すぐさま何かを差し出してきた。望遠鏡だ。

「あちらです」

　まずはローラントが、彼の指さす方向に望遠鏡を向ける。魔法を施したものだから、暗闇でもはっきり遠方を確認できる。

「なっ……！」

　ローラントは、彼らしくない引き攣った声を上げた。望遠鏡をのぞいたままの横顔が緊迫している。

「ねえ、何があったの？」

　美咲は、傍らのポルドーに尋ねた。彼は今日も丸山の家の用心棒をしていたはずだが、呼び出されたのだろう。集まった面々の中で唯一きちんと服装を整えている。

「街の見張りが、異常な数の松明がこっちへ向かっているのを発見してな」

　すぐに、鐘楼の鐘が鳴らされた。何が起きているかわからないながらも、住民達はすぐに避難を開始した。魔王軍との戦で身についた習慣だ。

「丸山さんや岡村君は？」

「ああ、大丈夫。避難所に送ってからこっちに来た」

「よかった」

　美咲は、バルコニーの先へ目をこらした。肉眼でも、ちらちらと瞬く炎の集まりが確認できる。

「どこかの軍？」

「それはあり得ません。現在我が国は、周辺諸国とは和平条約を結んでおります。どの国とも、ことさら戦を起こすような理由はありません」

　答えたのはレオン。諜報員の彼が言うなら、それは間違いないだろう。

「じゃあ、何が──」

　他国の侵略ではない。魔物はもう、存在しない。他に考えられる可能性は。

「……転生者、ですか？」

　アルフレッドが、ごくりと生唾を飲み込んだ。

「ハヤシのような者が、王都に？」

「あり得そうだからいやだね」

　しかも、あの松明の数。実際より多くいるように見せかけるために、ひとりひとりの歩兵に複数本持たせて進軍させているのだとしても、最低八百はいるのではないか。

「王都にいる兵士の数は？」

「約千余り」

「ぎりぎりってところね」

　兵士だけで迎え撃つのであれば、だが。

「殿下、ご指示を」

　優雅に礼をしながらも、レオンはすでに臨戦態勢だ。気配が研ぎ澄まされている。

「私も出ます」

「俺も行けるぜ」

　アルフレッドとポルドーも、一歩前へ進み出る。

　ローラントは、三人の顔を順に見つめてから頷いた。

「ポルドーは、正面から。アルフレッドとレオンは、街の別の方向を見回ってくれ。伏兵がいるかもしれない」

　まだ悪意ある侵略者と決まったわけではないが、最悪を想定して動くのがこういう場合の基本だ。

　三人は応答し、駆け出していく。

　歯がゆい。

　美咲は、胸元を鷲掴む。

　今の自分では、戦力になれない。

「サティ」

　ローラントの手が、肩に置かれた。

「私のそばに。信頼する護衛が出払ってしまったのでね」

　その手に、力がこもるのを感じる。

　深い意味ではない、そんな浮ついた場合ではない。そう自分に言い聞かせるが、心臓はざわめく。

「私を、守っていてくれ」

　囁きが甘いと思ったのも、気のせいだ。絶対に。

　ローラントの腕が、美咲の肩を抱き引き寄せる。縋った身体の温かさに、美咲は小さく震えた。
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「園田さん」

　美咲の部屋の前まで戻ると、泉美が寝間着姿のまま立っていた。

「百瀬さん、どうしたんですか？」

「何だか騒がしいから、目が覚めちゃって……何かあったんですか？」

「街の外に、不審な集団が現れた」

　ローラントが、美咲より先に口を開いた。

「今アルフレッド達を向かわせたところです。何も心配はありませんから──」

　泉美は、両手で口元を押さえて呆然としている。無理もない。

「百瀬さん、丸山さん達は大丈夫ですから」

　彼のことが心配なのだろうと思って、美咲は急いでそう言った。どこの避難所にいるのか、ポルドーに聞きそびれてしまった。こんな時スマホが使えれば連絡を取り合えるのだが、アイガウッドではそれも叶わない。

「園田さん……」

「はい？」

　だが泉美が口にしたのは、思いもかけない言葉だった。

「会場は大丈夫でしょうか？」

「イベント会場？」

「結構、街の入り口に近いところですよね？　あそこにいろいろ置いたままだし……」

　美咲は、はっとした。なぜ自分はそのことに思いが至らなかったのかと、心の中で舌打ちする。

　開催日まで間がないので、当日使うものは順次会場へ搬送していた。雨風を防ぐために天幕の中に置いているが、もしそこで何か事故でもあれば、今まで準備してきたことがすべて無駄になってしまう。

　しかし。

　ローラントを振り返る。彼は、動こうとしない。今の美咲は、彼の護衛だ。放り出していくわけにはいかない。

　この国の王太子を。

「園田さん、行かなくていいんですか？」

「……気になるけど、でも」

「じゃあ、私だけでも行きます」

　そう言い放った泉美に、美咲だけでなくローラントも驚いていた。

「イズミさん、今は危険だ。何か報告が来るまで、ここで待っていてください」

「あのイベントのためにみんな頑張ってきたんです。私も、園田さんも、課長も……信ちゃんも！」

　泉美はきびすを返した。手を伸ばしても、一瞬遅い。届かない。

「百瀬さん！」

「すぐに戻りますから！」

　駆け出していった彼女を追いかけようとするが、美咲の腕をローラントが後ろから掴んだ。

「馬を用意させよう。彼女と一緒に会場へ行ってみれば、ひとまず安心するだろうから。それからすぐここへ戻ってくればいい」

「……ありがとう」

　確かに今の泉美は、一目でも会場の無事を確認しなければ気が済まないだろう。落ち着かせるためにも、ローラントの提案通りにした方がいい。

「サティ、馬に一人で乗れるかい？」

「無理」

　十年前に何度か乗ったきりで、コツなどもう覚えていない。

「わかった。少し待っていて」

　ローラントは人を探しに行き、美咲はその場に残された。

　それにしても、泉美は無茶だ。見た目はふわふわしているが実はしっかりしている人なのに、やはりこのところ続いた不測の事態で冷静さを失っているのか。

　早く、追いかけなければ。

　ローラントは戻ってこない。まだか。

　急がないと、泉美に追いつけなくなる。

「サティ」

　肩を抱かれる。我に返る。

　ローラントが戻ってきた。

「行こう。こっちだ」

「うん」

　そのまま、美咲は彼のあとについて走り出す。

「ローラント……」

　今、ひどく弱っているのを自覚した。

「大丈夫かい？」

「うん……」

　そんな場合ではない。わかっている。

　でも今は、ローラントの存在が何より心強い。





＊　＊　＊






　イベント会場に続く道に人の気配は感じられず、周囲の家々の灯は残らず消えている。

　ローラントの作った明かりの魔法を前方に飛ばして、馬はそれを追いかける。

　結局、馬の用意をしている間に泉美を見失ってしまった。彼女が通りそうな道筋に見当をつけて、ローラントは馬を走らせ美咲は泉美の姿を探して周囲に目を凝らす。

「街の中に異常はないようだね」

「やっぱり、攻めてきたわけじゃなかったのかな」

　馬上で話す場合は、気をつけないと舌を噛む。かなり気を遣って走らせてくれているのだろうが、馬はかなり揺れた。

「着いたよ」

　結局泉美が見つからないまま、会場に着いてしまう。馬が止まっても、美咲はすぐに下りられなかった。腰の辺りががくがくしている。いくら馬に乗るのが久しぶりだからと言っても、ひどい体たらくだ。

「ここにも彼女はいないようだね」

　美咲を助け下ろして、ローラントは辺りを見回した。美咲も感覚を研ぎ澄ませてみるが、誰かがいるような気配はなかった。

「もっと奥の方に行ったのかも」

「探そう」

　頷き合い、一歩踏み出そうとしたその時だった。

「っ！」

　左側が、急に明るくなる。

「魔法か！」

　美咲を背に庇ったローラントの視線は、先ほど駆け抜けてきた街の方へ飛ぶ。

「あっちの方は確か……」

　頭の中で街の地図を思い浮かべる。暗いから正確ではないかもしれない。だが、だいたいの見当はつく。

　美咲は青ざめ、ローラントの腕を掴んだ。

「丸山さんの店がある方よ」

「ノブオの？」

　二人で、同時に会場を振り返る。真っ暗だ。やはり、人がいる様子はない。誰かが来たような痕跡も。

　丸山の店の方角を、もう一度見やる。煙が上がっている。その周辺は、炎に照らされているようだ。

　喉が干上がっていた。いやな予感がする。悪い可能性ばかり、考えてしまう。

　まさか、と思う。

　まさか、泉美はあそこにいるのではないだろうか。先ほど伝えそびれてしまったため、彼女は丸山が岡村と一緒に避難所に行ったことを知らない。もし丸山を探して、店の方に向かってしまったのだとしたら。そう言うと、ローラントは素早く身を翻した。

「サティ、乗って」

　ローラントは、身軽に馬に飛び乗る。差し出された手を反射的に掴み、彼の前に乗る。

　手綱の一打ちとともに、馬は走り出す。

　向かい風がきつい。目を開けていられない。たてがみを掴み、美咲は目を閉じてしがみつく。

　奥歯が痛い。強く噛み締めていた。いつの間にか。

　どうか。

　どうか、無事でいてほしい。

　もう、野木課長の時のようなことはいやだ。

「サティ」

　馬が止まる。目を開けるのとほぼ同時に、ローラントが抱き下ろしてくれた。

　降りた場所は、丸山の店の前ではなかった。その理由は、前方で高く上がる火柱を目の当たりにして理解した。

「あれ……丸山さんの店！」

　燃えていた。赤々と。昼間とは印象が違うが、見慣れた場所だとわかる。丸山の店があるところだ。

　頻繁に足を向けて、馴染みになった界隈。勢いよく燃え上がる炎が、美咲のよく知る光景を破壊していく。

　目眩がして、足がふらついた。支えてくれたローラントに、もたれかかる。

　皮膚が、熱い。鼓動が激しい。自分の荒い呼吸が聞こえる。現実になってしまった。いやな予感が。

「そんな……誰が！」

「俺だよ」

　その、声は。

　上から聞こえた。

　見上げた建物の屋根から、今まさに飛び降りる人影があった。

　ぐい、と身体を引かれる。ローラントが美咲を抱えて後ろへ跳んだのだ。

　着地後すぐに彼から離れて身構える。炎に照らされていたのは、ひょろりとした男のシルエット。

「勇者サティ。あんたのことだろ？」

「……何者？」

　まだ少し力が入らないが、何とか自分の足で立つ。

　この気配は、覚えがある。間違えるはずがない。

「挨拶がまだだったな。山で会ったのは結構前だ。お互い名乗りはしてないが」

　ファッサを狩りに行った山の麓で感じた、異様な気配。その後、岡村に変化が起きた。

「お前は……！」

　課長が負傷した日の、あの瞬間。直前に見た顔はしっかり覚えている。

「あの時、攻撃を仕掛けてきたのはお前かっ！」

「正解。まあ、かわされたけどな」

　へらへらと笑う男に飛びかかろうとしたが、ローラントに強く腕と肩を掴まれる。

「落ち着け、サティ」

「でも！」

　課長が怪我をした。こいつのせいで。

「あんたは勇者だったんだってな。イグフェイルの記憶で見たぜ」

　美咲は、すべての動きを止めた。

　イグフェイル。魔王の名前。

「なぜその名を？」

　訊いたのは、ローラント。

「五年前、俺にそいつの残留思念が乗り移ったからさ。ちょうどあの日──ここの世界と日本が繋がった日だよ」

　饒舌な男は、こちらが問いかけもしないことまでべらべらと話した。

「俺はいわゆる就職浪人って奴でさ、その年もどこからも内定がもらえなくて、自暴自棄になって高速道路に飛び込んでトラックにはねられて死のうとしてたんだよ。だがその直前、イグフェイルの記憶と力が俺に宿ったのさ。俺はそれをもとにして、趣味で作ってたゲームの技術を生かして公開してみたら、なんと馬鹿当たりでさ。おかげで今じゃＩＴ長者でうっはうはの億万長者だぜ」

「……それで？」

「ああ、だけど四年前に、俺は見つけたのさ。高校の時、俺をいじめてた奴の名前が、ユーザーの中にあるのをな！」

　男が無造作に腕を振り下ろした瞬間、がっ、と地面がえぐれた。深く開いたその穴を、男はじっと睨み付けている。

　魔法か、それとも他の力か。いずれにせよ、この男は見た目よりも強い力を持っているようだ。

「あの頃の記憶が蘇った。復讐してやりたいと思った。そしたら……俺は自由にこっちの世界と日本を行き来できるようになってたのさ。そして驚くべきことに、死人の魂をこっちで転生させることもな」

　美咲は、大きく目を見開いた。肩に触れるローラントの手にも、力がこもっているのが伝わってくる。

「じゃあ、アイガウッドの転生者達は……」

「俺がやったんだよ。チート能力はちょっとしたサービスさ。イグフェイルの力で何でも付与してやれるんだよ」

　へらへらと、男は笑う。その表情もしゃべり方も、かんに障る。

　だが、今は話を続けさせた方がいい。ずっと知りたかった謎の答えなのだ。

「何回か試したが、どうもトラックにはねられないとうまく転生させられないようだ。理由はわからねぇがな。死んだそいつらにいちいち俺が直接会うのも面倒だから、ゲームと同じようにイグフェイルの姿をアバターにして対応させた。どいつもこいつも鼻の下伸ばしてたぜ。そして、ようやく本命のあいつの出番が来たのさ。あいつがほしがった能力は、ステータスを見る力と俺つえー。陳腐すぎて涙が出たぜ。笑いすぎてな」

『俺つえー』が何かはよくわからなかったが、聞き覚えのある単語があった。

　ステータス。

　もしかして、この男が憎んでいるのは。

「林哲郎のこと？」

「そうさ！」

　またしても男が高笑いをする。その背後では、男の笑い声に呼応するかのように炎が一層激しく燃え上がる。

「そうそう、それで、あんたらにお願いがあるんだよ」

「お願い？」

「林をよこせ」

　ずい、と男は詰め寄った。

「あんたらにとっ捕まったから、接触しにくくなった。イグフェイルの力で牢破りしてもいいが、あんな奴のためにそんな手間はかけたくねぇ。だから、直接交渉に来てやったってわけだ」

「交渉？」

　自分でも驚くほど、低い声が出た。

　深夜に大勢で押し寄せて、住民達をおののかせ、混乱させて、どの口が。

「サティ」

　ローラントが、美咲を背中の後ろへ庇った。火事の熱気と怒りのあまり目の前がちかちかして、立っているのがやっとだ。美咲は大人しくされるがままになる。

「お前の引き連れてきた者達は？」

「街の外をぐるーっと囲んでるよ。外に出てくる奴がいたら攻撃する。言っておくが、ゾンビだからな。ちょっとやそっとじゃ倒せないぜ」

「ぞんび？」

「動く死体の魔物。丈夫だし、一撃で頭を潰さないと倒せない」

　小声で説明した美咲に、振り返らずにローラントは頷いた。

「要求をのまなければ、それが一斉に街に攻め込んでくると言うわけか？」

「まあそれもいいし、何もしないでいるのもいいかもな」

　街をゾンビで取り囲むことで、外からの侵入者を阻む。当然物資も入ってこない。住民達は徐々に飢えていく。そういう作戦だろう。よくある兵糧攻めの基本的な方法だ。

　美咲はローラントの様子を窺った。彼の答えはだいたい予想がつくが……。

「わかった。ハヤシは引き渡そう」

　そして彼は、思った通りの答えを出した。

「……ずいぶんあっさりだな」

「そもそも奴は、我が国の領土を侵した罪人だ」

　与えられた異能力でいい気になって、領主の城に押し入って兵士達を負傷させたり、逃走という屈辱を領主に与えたような奴だ。守ってやる義理も理由も何一つない。

　ない、が。

「異論はないね？　サティ」

　ローラントは、やはり振り向かない。

　美咲は口を開きかけて、閉じる。

　この場は、ローラントの判断が正しい。優先すべきは、この街の人達の安全だ。

　勇者サティが守った人々の。

「……わかった。従う」

「ありがとう」

　男は、にやにやとそんな二人を眺めていた。

「じゃあ、俺は街の外で待ってるぜ。──あ、そうだ。その前に」

　きびすを返しかけた男は、動きを止めた。手をかざし、真っ直ぐに掌を向ける。

　美咲の正面に。

　胸の辺りを、強い衝撃が襲う。次いで、背中に。

「サティ！」

「言い忘れてたが、俺はチート能力を与えるだけでなく、消去することもできるんだ」

　倒れた美咲をローラントが抱き上げるが、身体に力が入らない。胸がずきずき痛んで、息をするだけで苦しい。

「あんたのパーティーメンバーもそれなりに強いらしいが、イグフェイルが憑いている俺を倒せるとしたら元勇者さんだけだろ？　保険ってやつだ。あんたにはもう、戦う力はまったくないぜ」

　男の高笑いが、遠ざかっていく。しばらく美咲は呻いていたが、やがてローラントの手を借りて立ち上がった。

　男はいない。炎は、そのままだ。

「私は大丈夫。ローラント……消火を」

「ああ。君はここにいて」

　ローラントは、早くも水の魔法を使って火柱に直撃させていた。火勢が弱まったところへ走って行き、至近距離から詠唱時間の短い魔法を連続で繰り出す。

　任せておけば、あとは大丈夫だ。痛みも引いてきた。鎮火したらすぐ、泉美の捜索を再開しなければ……。

「サティ！」

　その声は、悲鳴のようだった。

　ぎくりと身を強ばらせたのは一瞬、美咲はすぐに立ち上がって走り出す。

　いったい、何が。

　ローラントが立っている。その向こうを見やって、美咲はぎくりと目を瞠った。

　店から少し離れた場所だった。人が、倒れている。二人。

　どちらにも、見覚えがある。がっしりした体格の男性と、若い女性。ゆるく癖をつけた髪、綺麗な手。

　二人は、こちらに顔を向けていた。だから、わかった。彼らが、誰なのか。

「百瀬さん！　丸山さん！」

　駆け寄ろうとした。

　だが、急に視界が暗転する。

　立っているのか。それとも今、自分は倒れたのか。

　行かなければならないのに。やっと見つけたのに。

　そう思ったのが、最後だった。

　美咲の意識は、そこで消えた。






第八章　決戦









「それで、百瀬さんと丸山さんの容態は？」

「ローラントが応急処置をしたあとすぐ王宮に運び、ユーフィーミアに完治してもらいました。といっても、傷の回復のために体力を消耗したので、今は二人とも安静にしています」

　病室のベッドで半身を起こした野木課長は、ほっと溜息をついた。

「無事……ではないかもしれませんが、ともかくよかった。二人はなぜ、丸山さんの店に？」

「ラーメンのスープを、運び出したかったんだそうです。守りたかったから、と」

　何も知らない者から見れば、たかがラーメンのスープのために命を無駄にしているとしか見えないだろう。

　丸山は、スープを作るために毎日試行錯誤を繰り返していた。材料選びに始まり、火加減、食材をどのタイミングで取り出すか……細かいところに細心の注意を払って、最高の味を創り出そうとしていた。

　それを守るために、危険を顧みず店にとって返した彼の気持ちは、余人には想像すらできないだろう。

「最初に避難したときにも持っていきたかったらしいんですが、急を要するのと、重くて運ぶのが困難なので、ポルドーと岡村君とで説得して断念させたんだそうです。でも、やっぱり気がかりだったんでしょうね。結局一人で避難所を抜け出して……。百瀬さんは、何となく丸山さんならそうするんじゃないかと思ったと言っていました。それで、一度イベント会場に行こうとしたのをやめて、店の方に向かったんだと」

「……二人は本当に、お互いの気持ちがわかり合えているんでしょうね」

　だが、それが裏目に出てしまった。泉美が当初決めたとおりにイベント会場に向かっていてくれれば、少なくとも彼女は無事だったのに。

　美咲が俯いていると、野木課長は「それで」と切り出した。

「例の林と、その男との関連ははっきりしたんですか？　高校の同級生のようですが」

「はい。クラスメートで、林はいじめグループのリーダーだったそうです。問い詰めたら、全部白状しました。あの男の名前や簡単な情報も」

　五十嵐曜。それが、魔王の記憶と力を持つあの男の名前だった。

　教室の中ではまったく目立たず、静かに自習をするか、読書をしているような少年だったという。得てしてそういうタイプはいじめの標的になりやすい。大人しくて、反抗してくる可能性が低く、不満があっても内に貯め込んで、誰にも助けを求めないことが多いから。

　実際に五十嵐もそうだった。調子に乗った林とその仲間達は、どんどんいじめをエスカレートさせていった。それでも五十嵐は高校卒業まで耐え抜いた。そして大学へ進学し、そこそこの成績を修め、周囲と同じように就職活動をした。しかしそれがうまくいかず、思い詰めて絶望した彼は、自殺を図る。そんなときに、イグフェイルの力と記憶を得た。

「ゲーム開発で成功したのなら、過去のことなど忘れてしまえば──というわけにはいきませんよね」

「ええ」

　つらい出来事は、いつまでも心に傷となって残る。癒やすのは容易ではない。それでももっと時間が経てば、成功の喜びが彼の自信となり幸福を呼び、心の平穏が訪れる日があったかもしれない。

　自分の作ったゲームの世界に、憎い相手を見つけたりしなければ。

「それで……ローラント殿下は、林を五十嵐に引き渡すことにしたんですね」

「はい。別にかばい立てする義理などありません。そんな事情を聞いてしまえばなおさらです」

「そうですね。でしたら、園田さん」

　野木課長は、ゆっくりと続けた。

「あなたは、何に引っかかりを覚えているのですか？」

　美咲ははじかれたように顔を上げる。

　引っかかり──それだ。もやもやと気にかかっていたのは。

「そう見えますか？」

「はい。理屈では納得しているのでしょうが、何か釈然としないと思っているように見えました」

　肩から、力が抜ける。

　丸顔の、とても温厚な課長。この人は、見た目からはまったくそうは思えないが、本当に物事をよく感じ取る。

「自分でも、わからないんです」

　考えながら、美咲は話し始めた。

「五十嵐は十中八九、林を無事なままでは済まさないと思います。そうわかっていて要求をのむのは確かにいい気持ちではありません。でも、悪いのは林だし、エルディアスの街の人達の命と秤にかける義理なんて一つもない。だから、ローラントの決定が正しいとは思います。ですが……」

　引っかかっているのは、あの時の五十嵐の言葉。




　──何回か試したが、どうもトラックにはねられないとうまく転生させられないようだ。──




「五十嵐は、人を殺している。間接的であっても、たとえアイガウッドで生まれ変わるのだとしても」

　丸山の場合は、確実に交通事故だった。岡村も詳しくは語らなかったが、自殺するためにトラックと接触することを望んだようには見えなかった。

　二人ともある日突然、日本での日常を断ち切られた。そして、ここで新たな人生を始めさせられた。

　望む能力を与えたからといって、無理矢理転生させた罪が帳消しになるわけがないのではないか。

　彼らが日本に置いてこざるを得なかったものと、引き替えになるわけはないのではないか。

　そして五十嵐の『実験』のために、無理矢理巻き込まれた人は他にも確実に存在するはずなのだ。

「いくら理由があったって、何も関わりのない人達を自分の事情に巻き込んでいいはずがありません。復讐を掲げて、正当化していいわけがありません」

　美咲は、そう思う。

　だから、納得できない。

　しかし、勇者サティであればやはり……。

「園田さん」

　課長が、静かに美咲の名を呼んだ。

「せめて、それを殿下に伝えてみればいいと思いますよ」

　優しい丸顔に、笑みが浮かんでいた。

「何も遠慮する必要はないでしょう。言葉にして伝えたら、殿下にとって選択肢や考慮の幅がちょっと広がるだけのことです。たったそれだけですよ」

「ですが、私は……」

「何です？」

「私は、かつて勇者と呼ばれた者です。自分の考えより、大局を優先すべきです」

　自分は勇者だったのだから、かつて救った異世界アイガウッド──エルディアスを、守るという義務がある。

「園田さん」

　課長が、ゆっくりと向き直る。痛みに顔をしかめているので、慌てて美咲は手を貸した。

「あたた、すみません」

「いえ」

　照れくさそうに、課長は頭を掻いた。

「ええと、ですね。前から思っていたんですが……あなたは、そんなに遠慮することはないと思います」

　目を見開いた美咲に、課長は一つ頷いて続ける。

「まず周りの意見を聞いて、状況を把握して、結論を出す。素晴らしいことですよ。特に上に立つ者や、組織を牽引する立場にある人間には必須の能力です。でも私は、あなたが積極的に自分の意見を言ってくれた時が一番素晴らしいと思いました。グルメイベントをやろう、と提案したときです」

「……あれは」

　あの時は、勢いに乗ってしまっただけだ。別に立派な理由があったわけでもない。

「実際に、いいアイディアでしたよ。みんな一生懸命に取り組みました。その価値があると思ったからです。園田さん、もっと自信を持ってください」

　自信。

　ずしりと、その言葉が胸の奥底へ落ちる。隕石のように。

「私が怪我をしたことで、ずいぶん心配をかけてしまいましたが、あなたは責任を感じる必要なんてないんですよ。あれは、五十嵐が絶対的に悪いのですから」

　課長は、おずおずと自分の腹の辺りを撫でた。まだ包帯が取れていない。痛むのだろうか。

「自信と、勇気を持ってください。あなたには、できることがたくさんあるはずです。かつて勇者サティとして世界を救うことができた園田さんなのですから」

「課長……」

　勇者サティ。

　かつての、自分の名前。

　目的を果たしたら、消えてしまったはずの。

　それまで園田美咲には、何もなかった。平凡な人生。これといった取り柄がなく、今よりも落ちることはあっても上向くはずがない暮らしが続く。転落しないようにするだけで精一杯。平穏が一番。

　そう思ってきた。ずっと。

　なのにこんなに時間が経ってから、再び勇者サティが戻ってくるなんて。

「どうしたらいいか、わからないんです」

　世界すら救えた少女と、日々の暮らしを守るので精一杯の女とは、あまりに違いすぎるから。

「簡単ですよ」

　課長の両手が、美咲のそれをすくい上げる。

「今のあなたは、どうしたいですか？」
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　人々の暮らしには、それほど混乱は起きていないようだ。一夜明けて、自宅に戻ったエルディアス城下の住人達は、昼近くになるとぼちぼち活動を始めた。いつもの生活と多少違うペースではあっても、それぞれの日常を変わらず続けようとする逞しさがあった。

　美咲はゆっくりと街の様子を見て回る。火事があった丸山の店周辺では、巻き込まれた近所の住民が片付けをしていた。延焼したと言っても小火程度で済んだのは幸いだった。

　それにしても、やるせない。恐らく十年前の戦いのあと、少しずつ復興し発展してきた場所のはずなのに。

「あ、あんた。マルヤマさんの知り合いの」

　しばらく作業を眺めてから立ち去ろうとしたとき、声をかけられた。確か、隣にある雑貨屋の主だ。

「マルヤマさんの姿が見えないんだが、何か知らないかね？」

「ええ、怪我をしたので……」

「何！　そりゃ大変だ！　で、どこの救護院だね？」

　何と答えようか迷う。王宮にいます、と正直に言っても、信じてもらえるかどうか。信じてもらえたところで、驚かせるだけだろう。

「私の知り合いに回復魔法が得意な人がいるので、その人のところで診てもらっています」

　まあ嘘ではない。ユーフィーミアが、今王宮で丸山と泉美の看病をしているのだから。

「じゃあまあ、伝えとくれ。『食の祭り』には必ず行くから、それまでに怪我を治しておくれ、ってな」

　美咲は、店主の顔を改めて見つめた。中年の店主は元気そうに振る舞ってはいるが、瞳の中には不安がある。この人の年代なら、十年前のあの時を体験しているはずだ。昨夜の出来事が、怖くなかったはずはない。今は後片付けをしなければならないという目的で自分を奮い立たせているのだろうが、恐怖や不安はあとから確実に襲いかかってくるものだ。

　美咲は、拳を握った。許せなかった。この店主だけではない。もっと多くの人に、同じ思いをさせたあの男が。

「はい、必ず」

　会釈して、美咲は歩き出す。その背中に、話し声が追いついてくる。

「おい、ありゃあ勇者様だぜ」

「え？　勇者？」

「あんた知らないのか？　十年前に……」

　歩いていくうちに、声はどんどん遠ざかる。

　砂が散る石畳。行き交う人の波、馬車。商店のざわめき。

　次々に美咲を取り巻いては、すぐに流れ去っていく。

　人の暮らしだ。これこそが。

　何事もなければ、平穏に続いていたはずだった。

　転生者、魔王の力を受け継ぐ者──異分子が、紛れ込まなければ。

　しばらく歩くと、街の様相が変わってくる。同じ制服姿の若者達が多くなる。学生街なのだ。

　国立魔法学院の歴史ある校舎は戦乱で大半を損なったが、無事だった建物を使って今も太古の技と知恵が受け継がれている。

　魔法とは、森羅万象の力を自在に駆使する力だ。美咲にはとうとうその詳しいところはわからずじまいだったが、思い通りに魔法を使いこなすためには、知識だけではなく確実にある種の才能が必要とされる。選ばれし者だけに許された力なのだ。

　聖剣ザーフォードにも、伝説にのみ残る古代の魔法帝国が創り出した武器だという説もある。美咲達の感覚で考えれば、超テクノロジーの結晶というところか。アルフレッドは、それを聞いて憤慨していた。無理もない。創世神話や神、そしてザーフォードの存在と力は彼と彼の一族にとっては重要なことだから。

「姉様！」

　校門の辺りを眺めていると、聞き覚えのある声がした。

「エーレ、シラ」

「やっぱり姉様でしたわ。どうなさったの？」

「ちょっと見学に」

　にこにこと同じ笑顔の双子も、もちろん制服姿だ。

「二人は、もう学校終わったの？」

「はい。これから街を一回りして帰りますの」

「昨日のことで何か困ったことが起きているようなら、自分の判断でできるところまで解決のために動くようにと先生方から言われました」

　未来の魔道士たる学生達には、人々を助ける使命を自覚することが求められる。強い力を有するが故の責任感だ。だから、学校の方針として奉仕活動が推奨されると聞く。

「今のところ、大きな混乱とかは起きてないよ。ただ、火事があったから……」

「マルヤマ様のお店ですわね。噂で聞きましたわ」

「ひどいことを！」

　二人とも、イベント準備で丸山とは親しくなった。怒りに頬を染める双子の頭を、美咲はそっと撫でた。

「怪我は治ってるし、彼は大丈夫。イベントには出られるよ」

「ええ、でも姉様……」

　エーレの言いたいことはわかる。わかるから、美咲はあえて微笑んだ。

「予定通り開催するよ。だから二人とも、よかったら火事の片付けを手伝ってきてくれないかな？　丸山さんが、お店の焼け跡を見たらショックだろうし」

「姉様……！」

　双子は顔を見合わせ、すぐに大きく頷いた。

「わかりましたわ！　お任せください！」

「行きますわよ、エーレ！」

　挨拶もそこそこに、二人は駆け出していった。しばらく見送ってから、美咲は再び歩き出した。
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「サティ」

　レオンは、幼子を抱いたまま駆け寄ってきた。

「どうしたんです？」

「いや、あなた達の家がここって聞いたから」

「誰に？」

「通りすがりの人」

　勇者ご一行のうち二人が新居を構えたというので、一時期この辺りは観光名所のように多くの人が集まってきていたそうだ。今ではそんな様子はないがやはり有名ではあるようで、レオン・ゴーディアスの家はどこかと尋ねるとすぐに教えてもらえた。

「この子が三つ子の一人？」

「ええ。長男です」

「かわいい」

　両親に似て髪は金色。眠っているので瞳の色はわからない。そして、幼子とは思えない整った顔立ち。

「将来美男子になるだろうね」

「ええ、ユーフィーミアに似ていますから」

　これは、のろけと判断していいのだろうか。

　くすくす笑いながら、美咲は子供の頭にそっと触れてみた。柔らかい。そして、温かい。

「サティ」

　子供を抱き直し、レオンは口を開いた。

「先日は……言い方が少々きつすぎました」

「うん、ユーフィーミアからも聞いた。ずいぶん気にしてたって。でも、大丈夫よ。逆にすっきりしたから」

　それは事実だ。間違いなく。

「私は、感謝しているんです」

「え？」

　レオンは、美咲を見ない。じっと、腕の中の我が子に視線を注いでいる。

「あなたがあのとき戦っていてくれなければ、この子は存在していません」

「それは……別に、私だけじゃないよ」

　みんなで戦ったのだから。美咲一人では、勝つことなどできなかった。

「ええ。でもいつだって、あなたは私達の先頭を進んでくれた。導いてくれました」

　レオンの指が、幼子の髪を優しく梳いた。

「あなたの背中が、私達に勇気をくれました。あなたを守らなければと、その一心で戦いました。あなたの姿が、私達の支えだったんです」

　レオンは、ゆっくりと美咲に目を転じた。

　優しい眼差し。

「だから、常にそういうあなたであってほしいと、勝手な理想を押しつけてしまったんですね」

　何だかレオンは、泣き出しそうな表情に見えた。

「ユーフィーミアが言っていました。あなたが、無理をしているようだと。強くあろうとして、自分自身を押し殺してしまっているように見えると」

「ユーフィーミアが？」

　そう、だったのだろうか。

　美咲自身でも、判断できない。

「サティ。もしもあなたが苦しんでいるなら、どうか私達にもそれを分けてください。あなたは私達の勇者。あなたを守るために、私達がいるのですから」

　美咲は、じっとレオンを見つめ返した。口を開いても、言葉は一つも出てこない。

　呻くような声がした。眠っていた幼子が、むにゃむにゃとむずかっている。

「そろそろ行くね」

「え？　サティ、ですが──」

「ありがとう。レオン」

　最後にもう一度、子供の髪を撫でて、美咲は垣根から離れた。
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　街を廻っているうちに、美咲は目的地に着く。見慣れた王宮の門の前に立ち、門番に挨拶してくぐり抜ける。

　いつもなら、真っ直ぐにローラントの執務室へ向かうのだが、今日は別に行くところがあった。

　その部屋に美咲が入っていったことに最初に気づいたのは、ベッドに横たわっていた泉美だった。

「あ、園田さん」

「こんにちは。具合はいかがですか？」

　途中、花屋で買ってきた小さなブーケを差し出す。泉美は歓声を上げ、隣のベッドの丸山にそれを見せた。

「ありがとうございます、わざわざ……。怪我はもう治ってるんです。ただ、身体がだるくて」

　治癒の魔法は、術を施される者の体力と快復力を高めることで傷や病気を治す。治さなければならない傷や病が大きければ大きいほど、施術後の患者の消耗は激しくなる。丸山と泉美の場合は、三日くらいは安静にしなければならないだろうとユーフィーミアは言っていた。

「個人差はありますけど、たっぷりの睡眠と十分な食事でだるさが取れるのもかなり早まるそうですから」

「ほんとですかー？　じゃあ、栄養のあるごはんいっぱい食べないと」

「そうですね」

　泉美は以前と同様、明るく前向きでまったく変わらない。そのことに、救われる思いがした。

「お、お嬢。来てたのか」

「あらサティ」

　続きになっている隣の部屋から、ポルドーとユーフィーミアが入ってきた。その後ろには、岡村の姿もある。

　だが美咲がまず気づいたのは、三人の後ろから漂ってくる馴染みの香りだった。

「そっちの部屋で何してたの？」

「らぁめんのスープを作ってたんだ」

「ノブオが、どうしてもイベントに間に合わせたいんだって悔しがるから、私達が手伝うことにしたのよ」

　思わず丸山を振り返ると、彼は照れくさそうに笑った。

「だって、悔しいじゃないですか。せっかく準備してたのに店ごと燃やされちゃって。あの出来を完全に再現できるかはわからないけど、やれるだけやりたくて」

「でも、作り手本人はまだ動けないから、オカムラ君が代理で仕込み作業をやってくれてるんだけどね」

「岡村君が？」

「はい」

　頭に汗止めの布を巻いた少年は、しっかりと頷いた。

「店長から、ちょっとずつ野菜の煮込み方とか材料とか教わってたんで。今、指示もらいながらスープを作ってます」

「なかなか器用だし、頑張ってくれてます。時間もないことだから前とまったく同じとまでいかなくても、近いものはきっとできるんじゃないかな。早く治って、自分でも味見したりしたいですよ」

　力強く語る彼の腕に、泉美がそっと触れた。

　美咲は、目を瞠る。

　負けていないのだ、この人は。

「お嬢。王子から聞いたけど、こないだのハヤシとかいう奴を引き渡せば街の周りにいる奴らは引き上げるんだって？」

　ポルドーは、腕組みをして壁にもたれかかった。

「うん」

「まあ、別にそれでいいっちゃいいんだけどなぁ……」

「どうしたの？」

「なぁんか、すっきりしねぇんだよ」

　彼も美咲と同じように感じていたようだ。

「何がすっきりしないって？」

　ユーフィーミアが話に加わる。

「話で聞いただけだけど、ハヤシとかいう男はろくでもないやつなんでしょ？　どうせエルディアスにおいといてもいずれ裁判よ。末路は変わらないわ」

　それはそうなのだ。それについては、何も疑問にも思わない。では、何が釈然としないのかと言われると……。

「まあ、腹立つけどさ。さんざん自分の事情でこっちを巻き込んどいて、詫びの一つもなし。それでいて自分の目的はさっさと果たしちゃってる。こっちはいい面の皮よね。ノブオなんて、こんなひどい目に遭ってるのに」

　はっと、胸を突かれた気がした。

　もやもやとわだかまっていたものが、少しずつ消えていく。

「ユーフィーミア」

「何？」

「ありがとう、おかげでやっとわかった」

「は？」

「丸山さん、岡村君」

　若きラーメン屋店主と店員は、不思議そうに美咲を振り返る。

　美咲は彼らに微笑んで、きっぱりと言った。

「スープを完成させてください。イベントは必ず予定通りにやりますから」

「は、はい」

「がんばります！」

　やや面食らっている丸山と、気合い十分な岡村。

「ポルドー、ユーフィーミア。この人達をよろしくね」

「おい、お嬢？」

「ちょっと、どこ行くの？」

　かつての仲間達には手を振って、美咲は部屋を出た。

　行かなければならないところがある。

「──園田さん！」

　しかし廊下をしばらく進んだところで、後ろから呼び止められた。振り返って、美咲は驚く。

「百瀬さん、動いたりしていいんですか？」

「大丈夫です。ちょっとだるいだけですから」

　泉美は笑ったが、壁にもたれかかっている様子は大丈夫には見えない。美咲は急いで駆け寄って、背中を支える。

「どうしたんですか？　こんな無理をして……」

「園田さんが心配だったんです」

　言葉の意外さに、美咲は再び驚かされる。

「何か、危ないことするつもりなんじゃないかって……五十嵐とかいう男のところに行くつもりなんじゃないですか？」

「……ええ」

「一人でですか？」

　泉美は、美咲の腕を掴む。

「園田さんが強いのは知ってますけど、一人で行くなんて危険です」

　泉美は、もどかしそうに美咲の腕を揺さぶる。彼女は今治療に専念することの方が大事なので、五十嵐がやってきてからの事情を簡単にしか説明されていない。けれどそんな断片的な情報だけでも事件の不穏な雰囲気は理解できたのだろうし、美咲の様子から何か感じ取ったのかもしれない。だから、思うように動かないはずの身体で追いかけてきてくれた。

「ありがとう、百瀬さん」

　美咲は、彼女の手に触れた。

「心配してくれるのは、嬉しいです。でも、私は大丈夫です。ちょっと五十嵐と林が許せないから、一言言ってやろうと思っているだけ」

　ただし使うのは言葉ではなく、物理的な力だが。

「五十嵐って、魔王が取り憑いてる上なんか変な力を使う奴なんでしょう？　ゾンビがいるっていうし……」

「それくらいどうってことないですよ。その魔王だって、昔倒してるんだし。それに、奥の手もあるんです」

「奥の手？」

　美咲は、にっこり笑って頷いた。安心させるように泉の手を軽く叩いて、そっと自分の腕から外す。

「百瀬さんは、今は身体を治すことだけ考えてください。五十嵐達の件が片づいたら、グルメイベントがあるんだし」

　泉美は、はっとした顔になった。

「頑張ってイベントを成功させましょう。みんなで」

「……はい」

　泉美はまだ不安そうな表情だったが、そう答えてくれた。彼女を部屋に送ってから、美咲は再び廊下を進む。

　やはり、五十嵐は許せない。泉美を、酷い目に遭わせたのだから。

「絶対、落とし前つけさせてやる」

　新たに得た、優しい友人のためにも。
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　王宮の外へ出る。門へは向かわずぐるりと建物を囲む庭を進んでいくと、地下へ通じる入り口がある。使わない武器やその他雑多なものを入れるための倉庫だ。捨てるわけにもいかないがこの先もしかしたら使うかもしれないという類のもの、いわゆるがらくたしかなく、滅多に近づく者はいない。

　──何もないのだと、信じられているから。

「姫様」

　先に来ていたアルフレッドが、美咲を認め一礼する。

「遅くなった。ごめん」

「いえ、大丈夫です」

　真面目でいつも忠実に仕えていててくれたアルフレッド。十年前はまだ十代の少年だった。彼の家が代々受け継いできた使命の重さは相当なものだったはずなのに、弱音一つ吐くことなくいつも静かに笑っていた。

　それは、今も同じだ。

「フレッドが先触れとして私に会いに来たのは、試すためだったんだね」

　ローラントの来訪を先に知らせる役割も、当然あったはずだ。しかし、それとは別に彼は確かめなければならなかっただろう。それが、彼の使命だから。

「日本に帰ってから十年。……私がまだ勇者を名乗るにふさわしいかどうか──聖剣の使い手としての資格を失っていないかを、確かめに来たんだね？」

「……申し訳ありません」

「謝ることはない。あなたの役目だもの」

　無意識に握っていた拳を、解く。緊張で、胸が苦しい。

　だが、訊かなければならない。

「アルフレッド」

　答えをもらわなければ、何もできない。美咲がやろうとしていることのために、どうしても必要だから。

　聖剣ザーフォードが。

　大きく息を吸い込む。声がきちんと出ることを確かめて、美咲は口を開いた。

「私は未だ、勇者としての質を喪失してはいないだろうか。聖剣は私を選ぶだろうか」

　声が震えそうになる。喉がからからだ。けれど、最後まで問わなければ

「物言わぬ剣に代わり審判を──聖剣の守人、アルフレッド・ザーフォード」

　アルフレッド──聖剣の名を負う一族の長は、静かに美咲の前に跪いた。

　聖剣ザーフォードは、その守人たる一族の管理下に置かれる。もし聖剣を世に出さなければならないような事態が起きたときは、長の許可があって初めて封印が解かれる。剣の使い手に選ばれた者を除けば、ザーフォード一族の長以外に剣の封印を解ける者は存在しない。そして剣の主がその資質を失っていると長が判断すれば、聖剣を使うことは二度とできなくなる。

　現在の長こそが、アルフレッド・ザーフォード。もし、彼が首を横に振れば──。

　アルフレッドは、頭を垂れる。金の癖毛が、さらりと流れる。

「聖剣の御名に於いて、お答え申し上げます」

　美咲は、待つ。

　鳥が蒼穹を横切っていく。

　落ちてきた鳴き声が合図だったかのように、アルフレッドは顔を上げる。

「我ら守人の一族と聖なる剣は、変わらず勇者サティの下に忠誠を誓っております」

　美咲は、目を閉じて上を向いた。長く、息を吐き出す。

　彼の答えを聞いたら、泣くかもしれないと思っていた。

　けれど涙は出てこなかった。

　ただ、自分が今笑っているのだと、それだけはわかった。

　ゆっくりと顔の位置を戻し、未だ跪いているアルフレッドを真っ直ぐ見つめる。

「姫様」

　アルフレッドが手を伸ばし、美咲の左手を押し頂いた。『姫様』と呼ばれるのが──彼の主なのだと認められることが、今は何より嬉しい。

　恭しく手の甲に額をつけた彼に、やっとの想いで美咲は言った。

「アルフレッド……ありがとう」

　嬉しいのとは、少し違う。安堵、に近い。

　胸の奥から、何かがこみ上げてきた。息が苦しい。震える溜息を吐き出すと、少し楽になった。

　まだだ。目的の半分しか、まだ終えていない。

　本当に求めているものは、この先にある。

　美咲は、アルフレッドの手を強く握り返した。

　顔を上げた守人の長を、しっかりと見つめる。

「すぐに使えるようにしてほしい。私の聖剣を」

「御心のままに」

　アルフレッドは、静かに立ち上がった。建物の扉に近づき、手をかける。ただの物置倉庫と信じられている。だが、本当はこの世界にとって貴重な物を隠し、封じている場所。

　両開きの扉が、軋んだ音を立てて動いていく。

　鼓動が早まる。少しずつ、中が見えてくる。

　敷き詰められたビロードのような布の上の台座。そこに置かれた、一本の剣。

　見た目は質素な長剣に過ぎない。どこにでもある、ありふれた武器にしか見えない。

　でも。

「……ああ」

　まったく同じ光景だ。ここに、この剣を封印したあの時と。

　手を伸ばし、美咲は剣を持ち上げた。ずしりと重さが伝わってくる。懐かしい。この感触。

　聖剣ザーフォード。美咲の、唯一無二の愛剣。
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　執務室に入ると、ローラントは夢から醒めたような顔で美咲を振り返った。

「サティ」

　いつものように微笑んで、美咲の名を呼ぶ。そしてそれきり、黙り込んでしまう。

　美咲は、静かに彼の前に立った。色の異なる瞳を、しっかりと見つめる。

「ザーフォードの封印は解いた」

「そうか」

　ローラントは、椅子から立ち上がった。美咲の傍らを通り過ぎ、窓の傍に向かう。

「いつ行く？」

「できればすぐにでも」

「わかった。手配しよう」

　窓からの光に、背の高い姿が縁取られて、美しい紫の髪が輝きを滑らせる。

　目の奥が、痛くなる。

　用件は済んだ。すぐにでも準備を始めなければならない。なのに、美咲の足は動かない。

「……サティは」

　美咲に背を向けたまま、ローラントが口を開いた。

「あのイガラシという男が、悪だと思うかい？」

「何を以て悪と定義するの？」

「……難しいね」

　ローラントが苦笑する。

　わからないのだ。彼も。

　五十嵐のしたことは、たくさんの人を不条理に巻き込んだ。迷惑もかけている。その部分を見れば『悪』と言えるかもしれない。

　だが原因を作ったのは、彼の言い分に依れば林だという。林が五十嵐をいじめの対象にしなければ、こんなことは起きなかったのだと。

　その理屈は、なまじ筋が通っているから、外から事情を眺める者は惑わされる。

　しかし、どうしても釈然としないのだ。

　加害者に同情すべき点があれば、無関係の者を対象に怒りや恨みを晴らしてもいいのか。被害を受けた者は、加害者が可哀想だから仕方がないと受け入れなければならないのか。

「ハヤシを引き渡すとは言ったけれどね」

　彼の声に、溜息が混じる。

「それが正しい判断かどうかは、正直なところ自分でも納得できていない。それで何かが解決するとも思えないし、私達には何一つ益もない」

　だが、林を渡さないと答えていれば、五十嵐が何をしたかはわからない。確実なのは、エルディアスやアイガウッド全体にとっていいことはなかっただろうということだけ。

　五十嵐には、イグフェイルが取り憑いている。彼がこの先、新たに異世界への転生者を増やさないという保証はない。それどころか、魔王の力を使ってアイガウッドだけでなく美咲達の世界でも何かをしでかす可能性もある。ならばいずれにせよ、美咲は五十嵐と戦わなければならなかっただろう。

　ただ。

「一つだけ、はっきりしていることはある」

「それは？」

「……私達は、巻き込まれただけだってこと」

　エルディアスの人々、アイガウッドに転生した人々。ローラントをはじめとするかつての仲間達。野木課長、泉美。

　そして、美咲自身。

「あいつら二人の因縁に巻き込まれた。ただそれだけじゃないの、私達は」

　苛立たしさが湧き上がる。

「国中をいろいろ引っかき回されて、それでも何とかしようって試行錯誤して、なのにそれすら邪魔されて。いい面の皮じゃない」

　どうしたいのか。

　野木課長に問われて、考えた。けれどどれだけ時間をかけても、行き着く結論は一つだった。

「すっごい腹立つ。だから、許さない」

　林の所業が卑劣だろうが、五十嵐が復讐を思い立とうが、どうでもいい。自分達には、何の関係もない。

「私は、私のために、あいつらを許せない」

　自分勝手な理由だ。感情だけが先行した、愚かな考えだ。

　そう思う。けれど。

「ようやく平和になったアイガウッドを、個人的な恨みと因縁のためにまた混乱させたあいつらを、私は許せない」

　これは間違いなく、美咲の真実だ。

　ローラントが動き、ようやく美咲を振り返る。

「同感だ」

　笑顔、だった。

「やはり君は勇者だね」

「……こんな自分本位なのに？」

「それは自分本位とは言わない。君が誰かのために怒り、誰かのために泣ける人だということだよ」

「そうかな？」

「自覚がないのが本当に君らしい」

　美咲は、目を伏せた。そんなに立派なことではない。許せないだけだ。

　魔王イグフェイルは確かに宿敵ではあったが、すでに力と残留思念だけの存在と成り果てたあの者は、今回は利用されているだけだ。仲間や友人、この世界の人達に迷惑をかけたのは、五十嵐と林。腹が立った。だから落とし前をつけさせたい。それだけなのだから。

　美咲は、そのまま言葉を続ける。

「あのね、ローラント」

「何？」

　自信と勇気を持て、と野木課長は言った。美咲には自信などない。勇気も、まだ湧かない。

　だから、ローラントのところに来た。

「勇気だけでも、もらいに来た」

　一歩踏み出して、顔を上げる。驚いているローラントが間近に見えた。

　その距離を一気に詰め、美咲は思い切って目を閉じた。

　直後、唇に柔らかくぶつかった感触に、心がすべて持っていかれる。

　ぬくもりは、一瞬だった。

「……行ってきます」

　勢いよく後ろへ下がり、そのまま踵を返す。顔が熱かった。

　彼は何か、言おうとしただろうか。わからない。聞こえない。

　美咲はすぐに部屋を駆け出して、勢いよく扉を閉めてしまったから。
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　エルディアスの街を出て、馬車で三十分ほど進んだところ。

　周りに何体かのゾンビを従えて、五十嵐は悠然と待っていた。

「時間通りだな。さすが同じ日本人、五分前の行動完了が鉄則だな」

　軽口には答えず、馬車を降りた美咲は同乗者の腕を掴んで引きずり下ろした。林だ。後ろ手に縛ってあるが、口と足は自由なままにしてある。

「こいつで間違いない？」

　なにやら喚いている林を、五十嵐の方へ突き飛ばす。バランスを崩し転倒した林の頭を、五十嵐は思い切り踏みつけた。

「ああ、間違いない。ようやくだ……！」

　林は、呻くだけで動かない。いや、正確には、小刻みに震えているだけだ。

　五十嵐のことを訊くと、あからさまに林は動揺した。少し脅してやると、いじめの事実を肯定した。五十嵐の話の裏は完璧に取れた。

「どう考えても、悪いのはこいつだよなぁ？　お偉い勇者サマは、人間はみんな平等とか、罪を犯すには理由があるとか言うクチか？」

「そいつに関しては、別にどうなろうと知ったことじゃない」

　よく、『いじめられるほうにも理由はある』という理屈が持ち出されるが、何があろうと人の心や尊厳を踏みにじっていいわけがない。あっていいはずがない。いじめは、する方が全面的に悪いに決まっている。

　そもそも、やっていることはどう見ても犯罪行為。成人していれば恐喝だの暴行だのと呼ばれるはずのことが、未成年で学校内で発生した出来事だからというだけで『いじめ』などというふんわりした言葉で包み込まれてしまう。

　被害を受けた側は、絶対に救われることはない。そして、加害者を罰するための法も制度もない。その結果、何をしても許されると思い上がった卑劣な下衆がどんどんつけあがる。

　今地面に這いつくばり足蹴にされている男も、その一人だ。

「話のわかる勇者サマで助かったぜ。じゃ、俺はこれで──」

「そうはいかない」

　美咲は、右腕を高く掲げた。

　天に向けた掌から、小さな光が生まれる。

　明かりの魔法だ。美咲でも使える、数少ない不思議の力。

　小さな光球は、真っ直ぐ上空に向かって昇っていく。

「……何の真似だ？」

「ただの合図。ああ、そうだ。あんたは自分で人に与えた力を消すこともできるんだっけ？」

「そうだ」

「じゃあ、林の力はまだ奪わない方がいい」

「あ？」

「だって」

　掲げた右手から、巨大な刃が生えた。

　その重さに、足元の地面が陥没する。生じた重量を、右手で握り両肩で支える。

　懐かしい。

　聖剣ザーフォードの、この感覚。

「ただの人間にしてしまったら、確実に死ぬだろう？　私はそんな奴の命を背負いたいとは思わない」

　口調も、自然に変わる。十年前の『勇者』のものに。

　引き攣った顔で、五十嵐は一歩後ずさった。

　美咲は、右腕一本で無造作にザーフォードを構える。

　真の姿を現したザーフォードの長さは、美咲の身長の二倍ほど。柄のない幅広の剣。

　五十嵐の中にある魔王の記憶には、恐らくその威力が恐怖とともに刻まれているはずだ。

「貴様らは、貴様らの都合で私達を巻き込んだ。だから、私も私の理由で、貴様らを倒す」

　背後から、強烈な風を感じた。

　自然に、笑みが浮かぶ。

　これは、結界魔法の余波だ。

　世界最強の魔道士の力によって生み出された結界が──万全の防壁が、今エルディアスの街周辺を包み込んでいる。

「これで、心置きなく──やれる」

　剣を、思い切り薙いだ。

　歪んだ顔の五十嵐が、ゾンビとともに吹き飛ぶ。

　林も巻き込んでしまったかもしれない。ふと思い出して探したが、見当たらなかった。

　どうでもいい。

「味わうがいい、聖剣の力を」

　かつて勇者と呼ばれた自分の力を、余すところなく振るってやろう。

　剣を担ぎ、美咲は大地を蹴った。
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「くっそ！　俺はＳＳＳランクの……」

　何だかよくわからないことを喚く五十嵐を、とりあえず蹴飛ばした。地面すれすれに跳んだ五十嵐は、やがて重力に従いバウンドしながら土の上を転がっていく。

「前のステータスの時も思ったのだが、ランクとは何だ？」

　恐らく人の能力をランク付けしているのだろうが、いったいそれを決めているのは誰なのか。その基準は、どこにあるのか。

「なぜ、そんなものにこだわる？　決めているのは神か？　あいにくだが、この世界に今は神などいない。世界を創ったあと神々の国とやらに帰ってしまったらしいからな」

　それが、アイガウッドに伝わる創世神話らしい。魔王は世界の脅威ではあったが、ただの生き物であることに変わりはなかった。

「何でだよ！」

　顔を泥と血と涙だか涎だかわからない液体でぐちょぐちょにした五十嵐が、ゆっくりと近づいてきた美咲を見て勢いよく起き上がった。割と本気で蹴ったのだが、骨も折っていないらしい。ＳＳＳランクとやらの実力はレベルが高いのか、それとも美咲の力がなまったのか。

「何が？」

「チートキャンセルしてやっただろうが！　何でそんな強いんだよ！　最高のＳＳＳランクの俺以上とか、ありえねぇだろうが！」

　美咲は、空を仰いだ。ザーフォードが重い。戦闘が始まってから十五分くらい経つが、ずっと担いだままだ。帰ったらマッサージしなければ、絶対明日肩こりに悩まされる。

「チートというのは、元の意味は『不正をする』ということだったのが、スラングとして転じて『まるで不正をしているくらいにすごい』という意味……で合っているか？」

「え？　あ……たぶん」

　淡々と話す美咲に呆気にとられたのか、五十嵐は大人しくなった。

　美咲は続ける。

「貴様が自由に与えられるチート能力とやらは、つまり本来ならあり得ないような力……それを得るために、与えられる本人が何一つ原因となる要素を持たず、また要因となる行動を取っていないということだな？」

「あー……まあ、そうなるかな」

　異世界から食物などを取り寄せる丸山の力。無条件に異性にもてる岡村の力。この定義ならば確かに『不正』な力となる。

　そして、そういうことならば、この男の能力は美咲に通用することはない。

「貴様が何をしようが、私には無意味だ。チートキャンセルとやらは無駄だ」

「だから！　何でだよ！　異世界に召喚されたんだろ？　じゃあチートになるのはお約束じゃねぇか！」

　そのあたりの因果関係が美咲にはまったくわからなかったが、面倒なので端的に答えることにした。

「鍛えたから」

「……は？」

「だから。私の力は別に女神様とかにもらったわけじゃなくて、普通に鍛えて身についたものだから」

　つい口調も素に戻る。

　簡単なことだ。

　美咲の力は、『不正』に得たものではない。召還されてからすぐ、アルフレッドの指導のもと剣の扱いを学び、基礎体力をつけるための訓練に明け暮れた。魔法は結局身につかなかったが、それでも基本くらいは勉強した。ある程度旅に出ても支障がないくらいの体力がついてから、仲間達とともに魔王討伐のために旅立ったのだ。

　そして、ザーフォードがもたらしてくれる恩恵とは、美咲の力を最大限に引き出すことだ。人間の脳と身体が無意識にかけているいわゆるリミッターを外し、それに耐えうるよう心身をコントロールしてくれる。つまり、理屈でいえば、美咲が鍛錬をして地力を上げれば上げるほど、ザーフォードが引き出す能力値も上昇する。あくまでも使い手次第の武器なのだ。

　ザーフォードを手放せば、当然出せる力は激減する。美咲は『力をアイガウッドに置いて』、元の世界へ帰ったということになる。ザーフォードの封印を解かなければ、『リミッターなしの真の力』を発揮することもできない。

「旅の最中には魔物は出るし、時間問わず襲ってくるし、ちょっとでも気を抜いたら死ぬし。最初はザーフォードもなかったから、生傷耐えないし武器が壊れて死にかけたこともあったし。運良くザーフォードの使い手としてふさわしいと認められたけど、そうでなかったら魔王まで行き着けたかどうか」

　言葉にして語ればこれだけのことだが、実際には過酷の極みだった。だが五十嵐にそれをわからせることはきっとできない。

　この世界を、ゲームと同一視しているような男には。

「そんな思いでやっと終わった戦い。やっと救えた世界を、何も知らないしわかろうともしないような輩が土足で踏みにじっていくのを、どうして許せる？　私の仲間達だけでなく、私のやってきたことを、無にするような行いを──」

　それだけではない。

　課長、泉美──新しい仲間。あの十年のあと、生きようとしているこの世界の人達。今の美咲の『世界』をも、こいつは踏みにじった。

　何がステータスだ。

　何がランクだ。

　何が、チートだ。

「絶対に許すわけにはいかない！」

　ザーフォードを、振りかざす。

　もうたくさんだ。終わらせたい。

「ま、待っ……！」

　ザーフォードの放つ光に呑まれて、五十嵐の言葉は途中で消えた。

　美咲は、両手で剣を構える。切っ先は、天を突く。

　光が強まって、目が眩む。

　瞼を閉じる代わりに、振り下ろす腕に渾身の力を込める。

　衝撃は、なかった。

　まるでゼリーでも切るときのように、刃が地面に容易く沈む。

　光が地平の彼方へと、真っ直ぐに走る。

　そしてそれがすべて消えたとき、美咲以外には誰もいなかった。






終章









　たくさんの天幕が立ち並び、その間を人々がゆっくりと進んでいく。

　いろいろあったが、延期することなく第一回エルディアスグルメイベントは開催された。

「お姉様、『タコヤキ』という美味しいものがありましたわ！」

「いいえ！　『ヒロシマフウオコノミヤキ』の方が絶品ですわ！」

　美咲は、イベント運営本部になっている王宮のバルコニーからイベントの様子を見守っていた。エーレとシラが、それぞれ買ってきた食べ物を見せに来る。日本から出店した粉物屋さんの商品だ。オペラグラスで店周辺を見てみたところ、行列ができている。

「お姉様も、見るばかりでなく回っていらしたらよろしいのに」

「ありがとう。でも今日は私、スタッフだから」

　裏方はイベントの円滑な進行に徹するべきである。課長と泉美がいないのだから、なおさらだ。

　課長はまだ退院できないのだから仕方がないのに、ひたすら恐縮していた。気に病まないでほしいとローラント共々言ったのだが、人一倍責任感が強い課長は、しょげたままだった。

　無事にイベントが終わったら、改めてお礼を言いに行こうと思った。課長の言葉で、美咲は吹っ切れたのだから。

「丸山さんのお店はどうなってた？」

「大繁盛ですわ。イズミ様は、お客様のお相手が上手ですし」

「ノブオ様のラーメンも、もちろん大評判ですわ」

　丸山は腕を深く負傷していて、結局今日までには完治しなかった。泉美は、今日のイベントでは彼のアシストをしている。彼はめげずに、今日のための特製スープを開発したのだ。ポルドーと岡村も手伝って、イベント開始の前日ぎりぎりのところで完成した。試食させてもらった一杯はこれまでと違う味わいながら、今までのものに勝るとも劣らない一品だった。

「サティ」

　レオンが会場の見回りから戻ってきた。その後ろからアルフレッドが、小さい子供を抱いて着いてくる。

「迷子？」

「ええ。どこで親とはぐれたのか、訊いても要領を得ません」

「わかった。その子の名前は？」

「……ニューレイン」

　泣き疲れた声で、子供は名乗る。見たところ三歳か四歳くらいだろうか、かわいらしい鳶色の髪の女の子だ。

　レオンに風の魔法で補助してもらい、美咲は朗々と声を張り上げた。

『迷子のお知らせを申し上げます──』

　風の力で増幅された声が会場中に響き渡る。これで、保護者が気づいて引き取りに来てくれるだろう。もっとも、迷子を保護している場所が王宮なので、気後れするかもしれないが。

「さ、お母さんが来るまでここで少し待っていようね」

　さすが経験者と言うべきか、レオンはアルフレッドから子供を受け取り、慣れた手つきであやしながら部屋を出て行った。

「さすがレオン兄様ですわ」

「子供の扱いは、ミア姉様よりお上手なんですの」

「それはすごい」

　いい父親なんだな、と美咲は思った。

　エーレとシラは、今日も体調不良で留守番をしているユーフィーミアのために土産を買って行くと言ってそのまま帰って行った。今日のイベントには、ユーフィーミアも参加したがっていたらしい。さぞかし家でふて腐れているだろうなと美咲は苦笑した。

「姫様」

　アルフレッドに呼ばれ、振り返る。

　部屋の入り口に、ローラントが立っていた。

「疲れていないかい？」

「うん、大丈夫。みんな手伝ってくれるし」

　アルフレッドは、何も言わず一礼して部屋を出て行ってしまう。扉が閉まった。

　開けっ放しのバルコニーからは、会場の喧噪が密やかに聞こえてくる。でもそれだけだ。

　二人きりでいるには、この部屋は静かすぎる。

「サティ」

　ローラントが近づいてきて、肩を抱かれる。

　美咲は、目を閉じて俯いた。

「……イガラシに聞いたんだけどね」

　囁くように彼は話す。あの戦いのあと、美咲は五十嵐と林を回収して王宮へ連れ帰った。正直戦闘より、どこかへ吹っ飛んでしまっていた二人を探す方が疲れた。もちろん情けをかけたわけではなく、どうしても聞き出さなければならないことがあったからだ。

「転生者達がこちらからニホンへ行くのを阻んでいた要因も、イガラシの細工だったそうだ。だから彼にならどうにかできるという。ただし、とても面倒なやり方をしてしまったから、時間がかかると言っていた」

「……泣きながらでも完遂してもらわないとね」

「そうだね」

　くす、と彼が笑う。

　こちらの人間として生まれてしまった者はともかく、日本人としての容姿や経歴、記憶を持ったままの転生してしまった者達の多くは、日本へ帰ることを望んでいる。丸山と岡村もそうだ。彼らが不当に断ち切られた暮らしに帰って行くことを、美咲も願っている。

　自分の意志に関係なく無理矢理日常を狂わせられる無念と怒りを、いやと言うほど味わったことがあるから。

「今日の催し物は、第一歩に過ぎないけれど」

　美咲を抱き寄せたまま、ローラントは眼下を見やった。

　エルディアスと日本の人間が入り交じり、一つのことを楽しんでいる光景を。

「もっと時間をかけて、少しずつでもいろいろなことをやっていけば、エルディアス──アイガウッドと、君達の世界との友好が、より深くなっていくだろうか」

「わからないけど……そうなるといいとは思う」

　先のことは誰にも予測できない。だが、何かを目指していくことはできるはずだ。

「私、もう一度こっちに呼んでもらえてよかった」

　するりと、自然に言葉が飛び出した。

「勇者としての役目を終えて日本に帰ってから、ずっとどっちつかずの感覚が消えなくて。自分がここで生きていていいのか、もっとできることがあるんじゃないかって、いつも焦りを感じていた。サティとして生きた時間と日本での暮らしは、あんまり違いすぎたから」

　何をしても、実感が湧かなかった。『サティ』と『美咲』の生き方は、かけ離れすぎていた。どちらも自分のはずなのに、『サティ』として『美咲』の生活はできない。それがずっと、美咲の中で大きな違和感として存在し続けていた。

「でも、どっちも『私』なんだって……今回のことでようやく思えるようになった。この先も、『勇者サティだった園田美咲』として生きていけばいいんだって。だから……本当に、感謝しているの」

　ぽつりぽつりと語る美咲の言葉を、ローラントは微笑んで聞いていてくれた。二つの色の瞳が、優しく美咲を見つめる。

　そこに、同じ光が灯るのを美咲は見たと思った。

「サティ」

　美咲は、ひっと息を呑んだ。

　ローラントの腕に、急に力がこもり、彼の声の調子が、変わったから。

「ど、どうしたの？」

　抱きしめられて、いた。

　息ができないくらい、強く。

　呼びかけても、彼は答えない。震えるような吐息を、微かに感じるだけ。

　美咲は少し躊躇って、そっと彼の肩に触れた。

　硬い、男の人の身体だ。

　掌が、急に熱くなる。

「ローラント」

　そして、気がついた。

　あの時も、こんな風に抱き締められた。十年前に、美咲が日本に帰ると言った時。

「……愛している」

　そして。

「君を愛している。サティ」

　告げられた言葉も、同じ。

　慌てて瞬きをしたが、間に合わなかった。

　涙が零れたことに、気づかれなかったろうか。

　ローラントの腕は、美咲を離してくれない。身じろぎしても、抱擁が深まるだけ。

　わかっていた。わからないはずが、なかった。

　彼が、美咲の答えを待っているのだと。

　でも。

「……ごめん」

　いやになる。やっぱり自分は、本当に変わっていない。あの時と同じで、無知で不器用なままだ。

「どう言えばいいかわからない……ごめん」

　こんな、子供のような答えしか、返せない。

「サティ」

　ローラントが、少しだけ身体を離した。すぐに、こつんと額同士が軽くぶつかる。

「君は、私のことをどう想ってくれている？」

　美咲は、頬に血が上るのをはっきりと感じた。

　言わせるのか。

　言わなければならないのか。

　こんなに心臓が自己主張しているのに。

「それだけ聞かせてほしい」

　美咲を映す色の違う瞳。宝石のようだ。

　この世で何よりも美しい輝き。

　美咲は、ゆっくりと深呼吸した。

　繋がった世界のこれからへの不安。ローラントの目指す理想への不安。美咲の生活が大きく変わるのではないかという不安。数え上げれば切りがない様々なことが胸を去来する。あの時と同じ。十年前は、それに怖じ気づいてしまった。彼に、答えることができなかった。

　でも、今は。

　言わなければ、ならないだろう。だって彼は、真摯に伝えてくれたのだから。

　ローラントには聞こえない。美咲の鼓動は。

　だから、言葉でなければ伝わらない。

「私は」

　弱々しい声が出た。喉の奥で咳払いする。もう、尻込みしている時ではない。

　勇気は、出るはずだ。彼にもらったから。

　指先で、ローラントの手を探って触れた。温かい。

　鼓動が静かになる。心のざわめきも。

　言える──そう思った。

　口を、開いて、美咲は。

「私も、あなたを愛している。ずっと前から」

　十年前に封じた心は今、やっと春の雪のように淡く溶ける。

　くらり、と視界が揺らいだのは一瞬のこと。

　ローラントの腕が、美咲を支えていた。

　足が震えて立っていられず、必死でしがみつく。

　頬に触れた手の意味を、考える余裕などなかった。

　理解したのは、唇を押し包む熱を感じたとき。

　炎のようだ。けれどそれは焼き尽くす激しさではなく、人を暖める優しさ。

　美咲は、静かに目を閉じた。

　繋がってしまった二つの世界。この先何が起きるか、まったくわからない。だがもう、不安は感じない。

　そばにいるから。いてくれるから。この人が。

　やがて、宵闇が迫る。世界を結ぶ饗宴は、終わりを告げようとしている。

　長い口づけが、ほどける。ローラントが、美咲に微笑む。

　しっかり繋ぎ合わせた手の温かさが、何よりも嬉しかった。






番外編　背中









「綺麗な背中だね」

　言われるのと同時に背中を這う感触があって、美咲は思わず喉の奥で呻いた。

「背中以外は綺麗じゃないって？」

「まさか」

　後ろから回ってきた腕を、戸惑いと共に受け入れる。今更ながら、先ほどまでの情事への恥じらいが湧き上がってくる。

　腕の持ち主──ローラントへの想いは嘘ではないし、長い時を隔てて身も心も結ばれたことへの後悔は少しもない。ただ、今までとは確実に変化するであろう自分達の関係がどうなっていくのか、不安を感じないわけではない。

「サティ」

　耳の後ろに、熱が押し当てられる。どくん、と鼓動が跳ねる。

「愛している」

　その、一言にも。

　ローラントの掌が、胸の膨らみを包み込む。美咲はぎゅっと目を閉じ、口元を抑える。

「んぅ……！」

　胸を愛撫する指先が、その先端の敏感な箇所をかすめていった。偶然、ではない。何度も何度も、そこを攻められる。

　さっき、美咲がさらけ出してしまった弱さを、覚えているのだ。

「や……っ、ローラント……っ！」

　抗議は、震え声になってしまう。ローラントは少しも頓着せず、手の動きはそのままに美咲の背中に触れる。

　唇、で。

「あ、ん」

「綺麗だ」

　口づけが、降ってくる。うなじの近く、脇、背中の中心、気まぐれに移動する。

　弾む呼吸をもてあましていると、美咲の身体は優しく仰向けに返された。見下ろしてくる緑と金色の瞳。すっ、と細められる。

　何も考えず、目を閉じていた。予感していたのかもしれない。口づけられるのを。

　ぬるりとした舌に、唇を割られる。美咲の身体が強ばったのを感じたのか、ローラントの手が彼女の髪を撫でた。

　気づけば、縋っていた。ローラントの肩に。

　固くて、逞しい。

　男の人、なのだ。

　美咲を守ってくれた人。想い続けてくれた人。

　誰より、信頼している人。でも。

　──怖い。

　足の間に滑り込み、もっと奥へと進もうとする指が。

「大丈夫？」

　それでも、そう尋ねてくる彼には、懸命に頷く。

　怖いけれど、受け入れたいから。

　繋がりたいから。

　愛しいから。

　抱き寄せられるのと同時に、身体の中に彼の指を感じた。

　さっきも、体験した。しかしまだ慣れない。腹の辺りに力が入ってしまう。

　意識的に深呼吸する。指の動きを感じる度息は弾むけれど、少しずつ恐怖は薄らいでいく。

　そして。

「あぅ──ん！」

　探し当てられた。全身を駆け巡る、快感の源を。

「あ、や、ローラント……っ！」

　目を開けられない。身体が熱い。

　どんな顔をしているのだろう、彼は。どんな目で、今の自分を見て。

　──恥ずかしい。

「サティ」

　頬に、キスが落ちた。指が、抜けていく。

　美咲は、震えながらローラントを抱き締めた。もうわかっている。これから起きることが。

　背中を支えられる。敏感に解された箇所に、彼自身を確かめる。

「ひ──っ！」

　彼が、入ってくる。美咲の中に。怖いのか痛いのか、やはりよくわからない。二度目なのに。

「サティ……大丈夫？」

「う……ん」

　申し訳ない気持ちで一杯になる。待たせてしまうのが。我慢させて、しまうのが。

「平気……だから……」

　思うように動かない身体を、少しだけずらす。ローラントと見つめ合う。

「大丈夫だから、ローラント……」

　頬に触れる。そのまま、目を閉じて。

「一緒に……最後まで」

　口づける。熱い。唇が。

　ローラントの抱擁が、強くなった。ゆっくりと、動く。その度に美咲は小さく声を上げた。

　大丈夫。もう怖くない。

　背中に感じるから。彼の温もりを。

　支えてくれる、彼の存在を。

「あ、あ、──っ、あ！」

　抗えない快楽が、せり上がってくる。

　ローラントにしっかりとしがみついたまま、美咲は衝動に身を任せ、意識を失った。







　美咲の身体には、未だにいくつか古い傷跡が残っている。勇者として戦っていたときに負ったものだ。異世界アイガウッドにおける稀代の癒やし手であるユーフィーミアの力でも治せないくらい深い傷だったものも、毒や重度の火傷のために消せなかったものもある。

　身体の後ろ側、特に背中だけが無傷なのには、もちろん理由がある。敵に背を向けなかった、ということではない。

　美咲の背中は、常に守られていたから。仲間達に、そして、今は隣で眠る彼にも。

　暗い部屋の中、手探りで美咲はローラントに触れる。髪を、撫でる。

　どんなに多勢に取り囲まれても、ローラントはいつも美咲を守ってくれた。背後に彼を感じていたから、美咲はいつだって戦うことに集中できた。

　ローラントが、身じろぎした。美咲は手を引っ込めて、掛布の中に潜り込む。

　気持ちが通じ合った。身も心も、いわゆる恋人同士になった。今までとは違う。

　けれど、変わらないこともきっとあるだろう。

　美咲は、ローラントに寄り添った。眠っているはずなのに、彼の腕は美咲の身体に回る。

　美咲の背中を、抱き締める。

　微笑んで、美咲は目を閉じた。








かつて救った異世界は
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